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序     文 
 

独立行政法人国際協力機構は、ミャンマー連邦共和国（以下、「ミャンマー」と記す）の貧困

農民支援に係る協力準備調査を実施し、2013 年 10 月 20 日から 11 月 28 日まで調査団を現地に派

遣しました。 

調査団は、ミャンマー政府関係者と協議を行うとともに、現地調査を実施し、帰国後の国内作

業を経て、ここに本報告書完成の運びとなりました。 

この報告書が、本計画の推進に寄与するとともに、両国の友好親善の一層の発展に役立つこと

を願うものです。 

終わりに、調査にご協力とご支援をいただいた関係各位に対し、心より感謝申し上げます。 
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ディスクプラウ耕

（Madayar タウンシップ／ 2013 年 11 月 6 日）



対象地域の農民からのヒアリング調査

（Shwebo タウンシップ／ 2013 年 11 月 8 日）

AMD インド製トラクターによる

ハローディスクプラウ耕

（Shwebo タウンシップ／ 2013 年 11 月 12 日）

協議議事録の署名

（AMD 本部会議室／ 2013 年 11 月 19 日）

モニタリング・評価研修でのグループディスカッショ

ン（Meiktila の AMD 中央研修センター／

2013 年 11 月 21 日）

インジェクションポンプの調整・点検作業

（AMD ベースワークショップ、Yangon ／

2013 年 11 月 25 日）

（ヨーロッパ製トラクターの販売代理店、Yangon ／

2013 年 11 月 25 日）



 

  



 

略 語 表 
 

略 語 欧 文 和 文 

AMD Agricultural Mechanization Department 農業機械化局 

AMS Agricultural Mechanization Station 農業機械化ステーション 

BRANRDA 

Progress of Border Areas and National Races 

Department, Ministry of Progress of Border 

Areas and National Races and Development 

Affairs 

国境地域・少数民族開発省国境開発

部 

CIP Carriage and Insurance Paid To 輸送費保険料込 

DAP Department of Agriculture Planning 農業計画局 

DOA Department of Agriculture 農業局（旧 MAS） 

E/N Exchange of Notes 交換公文 

FAO 
Food and Agriculture Organization of the 

United Nations 
国連食糧農業機関 

FOB Free on Board 本船渡し 

G/A Grant Agreement 贈与契約 

GDP Gross Domestic Product 国内総生産 

ID Irrigation Department 灌漑局 

IFAD 
International Fund for Agricultural 

Development 
国際農業開発基金 

IHLCA 
Integrated Household Living Conditions 

Survey 
総合世帯生計状況評価 

IMF International Monetary Fund 国際通貨基金 

JETRO Japan External Trade Organization 日本貿易振興機構 

KOICA Korea International Cooperation Agency 韓国国際協力団 

2KR 
The Food Security Project for 

Underprivileged Farmers 
貧困農民支援 

MADB Myanmar Agricultural Development Bank ミャンマー農業開発銀行 

MAS Myanmar Agriculture Service 旧農業公社 

MD Minutes of Discussion 協議議事録 

MDGs Millennium Development Goals ミレニアム開発目標 

MOAI Ministry of Agriculture and Irrigation 農業灌漑省 

NPT Naypyitaw ネピドー 

TOCOM Tokyo Commodity Exchange 東京商品取引所 

TSP Triple Superphosphate 重過リン酸石灰 



 

UNDP United Nations Development Programme 国連開発計画 

WFP United Nations World Food Programme 国連世界食糧計画 

WB World Bank 世界銀行 

 

  



 

単 位 換 算 表 
 

英語／記号 和 名 換 算 

面積   

 acre/ac エーカー 1 ac=0.405ha 

 hectare/ha ヘクタール 1 ha=2.47 acre 

長さ   

 feet フィート 1feet=30.5cm 

 inch  インチ 1inch=25.4cm 

重量   

 ton(s)/t トン 1 ton=1,000kg 

 bag バッグ 1bag=50kg, 110lb  

  1basket= もみ 20.9kg 

   精米 34.0kg（=16pyi） 

   トウモロコシ（種子）24.9kg 

   ヒマワリ 14.5kg 

 basket バスケット  ラッカセイ（殻付）11.4kg 

   ゴマ 24.5kg 

   ケツルアズキ 32.7kg 

   リョクトウ 32.7kg 

   その他豆類 31.7kg 

 viss ビス 1viss=1.634kg, 3.6 lb 

 pond/lb ポンド 1lb=0.454kg 

容積   

 gallon/gal ガロン 1gal =4.546 L（英ガロン） 

    =3.785 L（米ガロン） 

動力   

 horse power/hp 馬力  

通貨   

 United State Dollars/US$ US ドル US$1.00=¥99.27（2013 年 10 月） 

 Kyats/K. チャット K.1.00=¥0.10（2013 年 10 月） 
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第１章 調査の概要 
 

１－１ 調査の背景と目的 

１－１－１ 背 景 

日本国政府は、1967 年のガット・ケネディラウンド（KR）関税一括引き下げ交渉の一環と

して成立した国際穀物協定の構成文書のひとつである食糧援助規約に基づき、1968 年度から食

糧援助（以下、｢KR｣という）を開始した。 

一方、1971 年の食糧援助規約改訂の際に、日本国政府は「米国又は受益国が要請する場合に

は農業物資で援助を供与することにより、義務を履行する権利を有する」旨の留保を付した。

これ以降、日本国政府は KR の枠組みにおいて、米や麦などの食糧に加え、食糧増産に必要と

なる農業資機材についても被援助国政府がそれらを調達するための資金供与を開始した。 

1977 年度には、農業資機材の調達資金の供与を行う予算を KR から切り離し、「食糧増産援

助（Grant Aid for the Increase of Food Production）（以下後述の貧困農民支援とともに「2KR」と

いう）」として新設した。 

以来、日本国政府は、「開発途上国の食糧不足問題の緩和には、食糧増産に向けた自助努力

を支援することが重要である」との観点から、2KR を実施してきた。 

2003 年度から外務省は、2KR の実施に際して、要望調査対象国のなかから、予算額、わが国

との二国間関係、過去の実施状況等を総合的に勘案したうえで供与対象候補国を選定し、独立

行政法人国際協力機構（JICA）に調査の実施を指示することとした。 

また、以下の 3 点を 2KR の供与に必要な新たな条件として設定した。 

 

（１）見返り資金の公正な管理・運用のための第三者機関による外部監査の義務づけと見返り

資金の小農支援事業、貧困対策事業への優先的な使用 

 

（２）モニタリング及び評価の充実のための被援助国側と日本側関係者の四半期に 1 度の意見

交換会の制度化 

 

（３）現地ステークホルダー（農民、農業関連事業者、NGO 等）の 2KR への参加機会の確保 

 

さらに、日本政府は、世界における飢えの解消に積極的な貢献を行う立場から、食糧の自給

に向けた開発途上国の自助努力をこれまで以上に効果的に支援していくこととし、裨益対象を

貧困農民、小農とすることを一層明確化するために、2005 年度より、食糧増産援助を「貧困農

民支援（Grant Assistance for Underprivileged Farmers）」に名称変更した。 

JICA は上述の背景を踏まえた貧困農民支援に関する総合的な検討を行うため、「貧困農民支

援の制度設計に係る基礎研究（フェーズ 2）」（2006 年 10 月～2007 年 3 月）を行い、より効果

的な事業実施のため、制度及び運用面での改善案を取りまとめた。同基礎研究では、貧困農民

支援の理念は、「人間の安全保障の視点を重視して、持続的な食糧生産を行う食糧増産ととも

に貧困農民の自立をめざすことで、食料安全保障並びに貧困削減を図る」と定義し、農業資機

材の投入により効率的な食糧生産を行う「持続的食糧生産アプローチ」及び見返り資金の小規

模農民・貧困農民への使用を主とする「貧困農民自立支援アプローチ」の 2 つのアプローチで
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構成されるデュアル戦略が提言された。 

 

１－１－２ 目 的 

本調査は、ミャンマー連邦共和国（以下、「ミャンマー」と記す）について、2013 年度の貧

困農民支援（2KR）供与の可否の検討に必要な情報・資料を収集、分析し、要請内容の妥当性

を検討することを目的として実施した。 

 

１－２ 体制と手法 

１－２－１ 調査実施手法 

本調査は、国内における事前準備、現地調査、国内解析から構成される。 

現地調査においては、ミャンマー政府関係者、農家、国際機関、業者等との協議、サイト調

査、資料収集を行い、ミャンマーにおける 2KR のニーズ及び実施体制を確認するとともに、2KR

に対する関係者の評価を聴取した。帰国後の国内解析においては、現地調査の結果を分析し、

要請資機材計画の妥当性の検討を行った。 

 

１－２－２ 調査団構成 

担当分野 氏 名 所 属 

総  括 小林 健一郎 
独立行政法人国際協力機構（JICA） 

農村開発部水田地帯第一課 課長 

計画管理 鈴木 文彦 
独立行政法人国際協力機構（JICA） 

農村開発部水田地帯第一課 主任調査役 

貧困農民支援 本間 浩徳 （有）開発企画 代表取締役 

 

１－２－３ 調査日程 

 日 付  総括（小林）、計画管理（鈴木） 貧困農民支援（本間） 

1 10 月 20 日 日  日本→Yangon 

2 10 月 21 日 月  
JICA・AMD と打合せ＠JICA ミャンマー事務所

農機ディーラー訪問 

3 10 月 22 日 火  
Yangon→Nattalin 

Nattalin AMS、AMD 地区事務所視察 

4 10 月 23 日 水  Nattalin 地区農民ヒアリング調査 

5 10 月 24 日 木  コンバイン作業視察、水源ダム調査 

6 10 月 25 日 金  AMS 調査、米ブローカー／農機ディーラー調査

7 10 月 26 日 土  Nattalin→Naypyitaw 

8 10 月 27 日 日  2KR 効果モニタリング研修準備 

9 10 月 28 日 月 
（鈴木）AMD 局長表敬、2KR 効果

モニタリング研修に関する打合せ

AMD 局長表敬、2KR 効果モニタリング研修に関

する打合せ 

10 10 月 29 日 火  Pyinmana 地区農民ヒアリング調査 

11 10 月 30 日 水  Oattwin AMS 調査 

12 10 月 31 日 木  Oattwin 地区農民ヒアリング調査 

13 11 月 1 日 金  Naypyitaw→Madayar、Mandalay AMD 事務所訪問

14 11 月 2 日 土  研修準備、書類作成等 
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15 11 月 3 日 日  研修準備、書類作成等 

16 11 月 4 日 月  Madayar 地区農民ヒアリング調査 

17 11 月 5 日 火  Madayar AMS 調査 

18 11 月 6 日 水  
米ブローカー・精米所／民間修理工場調査 

トラクター作業現場視察 

19 11 月 7 日 木  Mandalay →Shwebo、Shwebo AMS 調査 

20 11 月 8 日 金  Shwebo 地区農民ヒアリング調査 

21 11 月 9 日 土  研修準備、書類作成等 

22 11 月 10 日 日  研修準備、書類作成等 

23 11 月 11 日 月  AMS 調査、農機ディーラー調査 

24 11 月 12 日 火  
トラクター作業現場視察 

米ブローカー・精米所調査 

25 11 月 13 日 水 
1045 日本→Bangkok(1545) 

1715 Bangkok→Naypyitaw（1915)

Shwebo→Naypyitaw 

書類作成 

26 11 月 14 日 木 
団内打合せ、MD 案作成 

（DOA 局長打合せ） 

団内打合せ 

書類作成 

27 11 月 15 日 金 
（大統領の研究センター視察への

同行） 

書類作成 

AMD 本部での打合せ 

28 11 月 16 日 土 

Naypyitaw→Mandalay 

（中央乾燥地畜産振興アドバイ

ザー活動視察） 

研修準備、書類作成等 

29 11 月 17 日 日 
AMS Madayar 視察 

Mandalay→Naypyitaw 
研修準備、書類作成等 

30 11 月 18 日 月 
AMD と協議 

AMS Oattwin 視察 

AMD と協議 

AMS Oattwin 視察 

31 11 月 19 日 火 AMD と協議、署名 AMD と協議、署名 

32 11 月 20 日 水 

（畜水産地方開発省との協議） 

1945 Naypyitaw→Bangkok(2245) 

2355 Bangkok→ 

Naypyitaw→Meiktila 

2KR 効果モニタリング研修準備 

33 11 月 21 日 木 成田着（0735） 2KR 効果モニタリング研修＠Meiktila 

34 11 月 22 日 金  2KR 効果モニタリング研修＠Meiktila 

35 11 月 23 日 土  Meiktila→Yangon 

36 11 月 24 日 日  見積依頼準備、書類作成 

37 11 月 25 日 月  
AMD ベースワークショップ訪問調査 

農機ディーラー見積依頼 

38 11 月 26 日 火  
経費関連見積もり取り付け 

JICA ミャンマー事務所報告打合せ 

39 11 月 27 日 水  各種見積もり取り付け、書類作成 

40 11 月 28 日 木  Yangon→日本 

 

１－２－４ 面談者リスト 

所属先 面談者 肩書等 

＜JICA＞ 

JICA ミャンマー事務所 山崎 陽子 所員 

＜農業潅漑省（MOAI）＞ 

農業機械化局（AMD） U Soe Hlaing Director General 

U Pale Maung Dy. Director General 

U Mya Thway Dy. Director General 
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U Khun Aye Naing Director, Finance Division 

U Aye Min  Director, Planning Division 

U Myint Zaw Director, Machinery &Equipment Division 

U Yu Kyi Director, Utilization Division 

 U Ko Ko Maung Director, Technology & Research Division 

 U Naing Win Director, Land Reformation Division 

 U Aung Win Dy. Director,Technology & Research Division 

 U Hla Wai Dy Director, Planning Division 

U Win Myaing Assist. Director, Planning Division 

 Daw Ei Ei Khin Staff Officer, Plannig Dvision 

[Mingaladon] 

AMD No.1 ベースワークショップ U Kyaw Tun Aye Deputy Director, Head of No.(1)BWS, 

Kyaikklot. Yagnon.AMD 

 U Zaw Win Naing Regional Head Officer, Yangon Region 

[Nattalin] 

AMD Bago（West） 地域事務所 U Khin Maung Zin Regional Head Officer, Bago(West) Region. 

 U Kyaw Min Aung Staff officer (Head of Township ) 

 U Aung Myo Lwin Oo Staff officer (Head of Township ), Pyay AMS. 

 U Ye Min Htut Assistant Staff Officer .Bago Region West,   

No. 45 AMS Nattalin U Win Shwe Staff officer (Head of Township ) 

 U Moe Kyaw Oo Assistant staff officer 

Taung Nyo Dam office U Than Win Assistant Officer, Irrigation Department 

[Pyinmana] 

AMD Naypyitaw 地域事務所 U Kyaw Soe Deputy Director, Head of Officer, Nyaypyitaw. 

No. 84 AMS Pinmana Tun Tun Oo Staff officer (Head of Township ) 

[Oattwin] 

AMD Bago （East） 地域事務所 U Lu Myint Deputy Director,Regional Head Officer,Bago 

(East)  

No. 98 AMS Oattwin U Win Aunng Staff officer (Head of Township ) 

 U Tun Tun Win Tractor operator leader 

[Madayar] 

AMD Bago （East） 地域事務所 U Han Khin Deputy Director, Regional Head Officer of 

Mandalay  

 U Than Tun Assistant Director,Head of District Office 

Mandalay 

 U Aye Ko Staff Officer, Base Store Deport, Mandalay 

 Daw Soe Soe Nwe Staff Officer, Mandalay Regional Office 

 U Aung Thu Khe Staff Officer,Mandalay Regional Office 

 U Aung Myint Than Staff Superintendent, Mandalay Regional Office

 Daw Sandar Staff Superior, Mandalay Regional Office 

No. 43 AMS Madayar U Kyau Soe Hwe Staff officer (Head of Township ) 

U Myo Myint Aung Assistant Staff Officer, Madayar 

[Shwebo] 

AMD Shwebo 郡事務所 U Tun Shwe Oo Assistant Director,Head of District Office 

No. 3 AMS Shwebo U Than Htike Staff officer (Head of Township ) 

 U Than Zaw Assistant Staff Officer 

[Meiktila] 

AMD 農業機械化訓練センター U Soe Soe Deputy Director,Headmaster 

U Htun Htein Lin Assistant Director,Deputy Headmaster 
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 Daw Myo Thida San Staff Officer, Training Section 

＜農 民＞ 

＜Nattalin 町＞ U Ye Win 農民 

U Soe Myint 農民 

U Kyi Thin 農民 

U Than Tun 農民 

U Ohn Myint 農民 

U San Myint Oo 農民 

Daw Wine Lay 農民 

U Hla Kyine 農民 

U Min Min Tun 農民 

U Kyaw Win 農民 

U Than Hlaing 農民 

U Kyaw San 農民 

U Tin Win 農民 

U Kan Nyant 農民 

U Than Win 農民 ほか約 20 名 

＜Pyinmana 町＞ 

Ayayinlo 村 U Kyaw Myint 農民 

U Hlay Aung 農民 

U Kyaw Kyaw 農民 

U Maung ko Ley 農民 

U Soe Win 農民 

U Than Hreile 農民 

U That Lwin Aung 農民 

U Aung Thin 農民 

U Kyaw Wai 農民 

U Win Bo 農民 

U Than Win 農民 

U Min Aung 農民 

U Nyunt Win 農民 

 Daw Hrwe 農民 

 Daw Khin Oo 農民 ほか約 20 名 

＜Oattwin 町＞ 

U Thein Win 農民 

U Thaung Lwin 農民 

U Naing Oo 農民 

U Hla Aye 農民 

U Soe Win 農民 

U Tin Aye 農民 

U Than Taw 農民 

U Thein Aye 農民 

U Thein Naing 農民 

U Aung Win 農民 

U San Oo 農民 

U Soe Myint 農民 

U Than Aung 農民 

U Myint Swe 農民 

U Kyi San 農民 ほか約 50 名 
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＜Madayar 町＞ 

U Zaw 農民 

U Maung Maung Gyi 農民 

U Than Nwe 農民 

U Win Naing Tun 農民 

U Khin Maung San 農民 

U Mya Shein 農民 

U Kyaw Swe 農民 

U Aung Nyane 農民 

U ko Ko Win 農民 

U Kyi Win 農民 

U Kyaw Swe 農民 

U Hla Aye 農民 

Daw Mar Shin 農民 

Daw Win 農民 

Daw Nu 農民 ほか約 60 名 

＜Shwebo 町＞ 

U Tut 農民 

U Than Saung 農民 

U Kyaw Thaung 農民 

U Kyen Vit 農民 

U Kyaw Tint 農民 

U Kyaw Lwin 農民 

U Kyaw Soe 農民 

U Myint Htay 農民 

U Khin Mg Than 農民 

U Mya Paw 農民 

U Aung Myo 農民 

U Tin Htut 農民 

U Tut ti Kyi 農民 

U Tun Lwin 農民 

Daw Tin Nyo 農民 ほか約 70 名 

＜農業機械ディーラー＞ 

Good Brothers Co., Ltd. U Win Maw Senior Marketing Manager 

（クボタ代理店） Daw Thwe Khaing Assistant Sales Manager 

Convenience Prosperity Co., Ltd. U Min Min Khaing General Manager 

（New Holland 代理店） Thant Sin Oo Pyay Showroom Manager 

Farmers Choice （Sonalika 代理店） U Nyi Nyi Phyo Sales Manager, Mandalay Branch Office 

Watana Trading Ltd. （John Deere） Frank W. Wong Managing Director 

（株）クボタ ヤンゴン事務所 松島 勇治 所長 

＜その他＞ 

Nattalin 米仲買／精米業者 U Myint Soe Owner 

Mandalay 市場 米仲買業者 Daw San Yin Owner 

Madayar 米仲買／精米業者 U Nay Win Owner 

Shwebo 米仲買／精米業者 U Soe Myint Aung Owner  

Nattalin 民間修理工場 U Aung Kyaw Hoo Owner 

Madayar 民間修理工場 U Aung Ko Phyo Owner 

 

 



－7－ 

１－２－５ プロジェクトモニタリング・評価に係る研修参加者リスト 

番号 参加者名 職 位 所属先 

1 U Khin Mg Zin Regional Manager Bago Region (West) 

2 U Mg San Regional Manager Mon State 

3 U Ye Myint Regional Manager Shan State ( North ) 

4 U Bo Bo Maung Regional Manager Rakhine State 

5 U Aung Lwin Regional Manager Kayin State 

6 U Naing Min Thu District Manager Yangon Region 

7 U Than Tun Aung District Manager Naypyitaw Territory 

8 U Than Tun  District Manager Mandalay Region 

9 U Than Oo Workshop Manager No.( 3 ) Medium Workshop, Magway 

10 U Naing Oo Workshop Manager No.( 5 ) Medium Workshop, Maubin 

11 U Nay Lin Workshop Manager No.( 6 ) Medium Workshop, Monywa 

12 U Tun Htein Lin Assistant Driector Training Center, Meiktila 

13 Daw Khaing Khaing Thinn Assistant Driector Head-Quarter Office 

14 U Khin Mg Than Staff Officer Bago Region (East) 

15 U Aung Myo Thu Staff Officer Shan State (South) 

16 U Than Htike Township Manager No.( 3 ) AMS, Shwebo 

17 U Kyaw Moe Oo Township Manager No.( 15 ) AMS, Hinthada 

18 U Tun Tun Township Manager No.( 18 ) AMS, Thanlyin 

19 U Aung Myo Lwin Oo Township Manager No.( 30 ) AMS, Pyay 

20 U Kyaw Soe Htwe Township Manager No.( 43 ) AMS, Mattaya 

21 U Win Shwe Township Manager No.( 45 ) AMS, Nattalin 

22 U Win Thant Township Manager No.( 47 ) AMS, Lewai 

23 U Tun Tun Oo Township Manager No.( 84 ) AMS, Pyinmana 

24 U Win Aung Township Manager Bago Region (East) 

25 U Aung Win Swe Staff Officer Training Center, Meiktila 

26 U Kyaw Kyaw Thin Staff Officer Training Center, Meiktila 

27 Daw Myo Thida San Staff Officer Training Center, Meiktila 

28 U Zaw Moe Tun Staff Officer Training Center, Meiktila 

29 Daw Sandar Win Staff Officer Training Center, Phayargyi 

30 U Sein Mg Toe Staff Officer Head-Quarter Office 

31 Daw Aye Aye Thet Staff Officer Head-Quarter Office 

32 Daw Ei Ei Khin Staff Officer Head-Quarter Office 

33 Daw Phyo Thant Cho Staff Officer Head-Quarter Office 

34 Daw Ni Ni Win Staff Officer Head-Quarter Office 

35 Daw Phyo Phyo Wai Staff Officer Head-Quarter Office 

36 Daw Khin Nandar Lwin Staff Officer Head-Quarter Office 
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37 Daw Thu Thu Khin Staff Officer Head-Quarter Office 

38 U Aung Moe AMA Training Center, Meiktila 

39 U Yan Naing Myo AMA Training Center, Meiktila 

40 Daw May Myat Mon AMA Head-Quarter Office 

41 Daw Swe Swe Aye AMA Training Center, Meiktila 

42 Daw Kyi Kyi Paing AMA Training Center, Meiktila 

43 Daw Naw Yu Tha AMA Training Center, Meiktila 

（注）プロジェクトモニタリング・評価に係る研修は、本件調査において 11 月 21 日及び 22 日の 2 日間にわたり、Meiktila 研
修センターにおいて実施した。 

AMA：Agricultural Mechanization Assistant 
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第２章 ミャンマーにおける農業セクターの概況1 
 

２－１ 農業セクターの現状と課題 

２－１－１ ミャンマー経済における農業セクターの位置づけ 

2013 年のミャンマーにおける 1 人当たりの国民総生産（GDP）は 915US$であり、2005 年の

250US$から約 3.7 倍に増加している（表２－１参照）。しかし、他の近隣諸国と比べて依然と

して低い水準にあり、国際連合は、同国を後発開発途上国と位置づけている2。 

 

表２－１ ミャンマーの 1 人当たりの国民総所得と近隣諸国との比較 

単位：US$ 

国 名 2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013 

バングラデシュ 427.061 450.089 505.053 570.804 634.593 702.83 747.12 797.159 899.298

カンボジア 455.089 513.629 603.137 710.885 703.406 752.677 853.495 925.516 1,015.28

ラオス 470.698 604.484 702.721 862.168 892.981 1,071.77 1,251.66 1,379.90 1,490.31

ミャンマー 249.734 296.19 404.07 587.597 634.606 811.084 899.916 868.086 914.948

タイ 2,707.51 3,172.30 3,756.87 4,110.00 3,943.07 4,740.33 5,114.73 5,390.41 5,878.75

ベトナム 699.682 796.928 920.463 1,154.49 1,181.51 1,297.85 1,532.06 1,752.62 1,895.58

出典：IMF “World Economic Outlook Database” 2013 

 

近年、GDP に占める農業セクターの割合は減少傾向にあるが、2011/2012 年で 25.8％（畜・

水産業と合わせると 34.4%）と、重要なセクターであることに変わりはない。また、表２－３

で示すように、労働人口の 50.2%が農業に従事しており、依然としてミャンマーの経済・雇用

を支えるセクターといえる。 

 

表２－２ 産業別 GDP（2011-12 年） 

産業分野 GDP（10 億チャット） 比率（％） 

農 業 10,915.1 25.8

畜・水産業 3,641.8 8.6

林 業 170.9 0.4

エネルギー産業 63.8 0.2

鉱 業 340.1 0.8

工 業 8,739.2 20.7

電力産業 441.9 1.0

建設業 2,004.8 4.7

サービス業 7,517.0 17.8

                                                        
1 本章は、JICA「ミャンマー連邦共和国平成 24 年度貧困農民支援（2KR）準備調査」報告書を基に、更新情報を加筆・修正

している。 
2 UNDP “Human Development Report 2002” 2011 
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商 業 8,393.9 19.9

GDP 合計 42,228.5 

出典：”Myanmar Agriculture in Brief”, 2013 より、一部加筆修正。 

 

表２－３ 産業別労働人口（2010 年） 

産 業 人口比 

農 業 50.2% 

鉱 業 1.6% 

工 業 5.9% 

建設業 4.0% 

商 業 10.5% 

その他 27.8% 

出典：UNDP“ Integrated Household Living Conditions Assessment (IHLCA) 
survey (Poverty Profile)”2011 

 

２－１－２ 自然環境条件 

ミャンマーは、北緯 9 度 58 分～28 度 31 分、東経 92 度～101 度 10 分に位置し、その国境は、

バングラデシュ（西部）、インド（北西部）、中国（北東部）、ラオス（東部）、タイ（東部）に

接している。国土面積は、676,590km2 である。地形は、標高 900～2,100m にわたる山脈をもっ

た森林山岳地から、Ayeyarwady、Chindwin、Sittaung、Thanlwin の 4 つの大河によって形成され

た平野部まで、多様な自然環境を有しており、Ayeyarwady、Chindwin、Sittaung 流域には

Ayeyarwady デルタがある。 

ミャンマーの気候は、熱帯モンスーン気候帯に属している。主な季節としては、雨期（5 月

中旬～10 月中旬）と乾期（10 月中旬～5 月中旬）があり、中央部の平野での気温は、乾期の

12、1 月で 10～15.6℃（低温期）、その後の暑期には 40.6～43.3℃となる。降雨量は、雨期に沿

岸部で年間 2,500～5,000mm、乾燥地帯で 1,000mm 以下、その他地域では 1,000～2,000mm 程度

である。 

Ayeyarwady デルタとそれに接する沿岸平野は、広大な沖積地であり、ミャンマーの主な稲作

地帯となっている。一方、Ayeyarwady デルタから北へ 480～560km にわたって中部ミャンマー

平野が広がっている。この中部ミャンマー平野は、年間降雨量が 625mm の半乾燥地帯から、

2,000mm の地域と多様な農業生態系をもち、それぞれの農業生態条件に応じて多様な作物が栽

培されている。Chin 州（西部）、Kachin 州（北部）、Shan 州（東部）は、標高 1,000m 以下の丘

陵地帯と、1,000m 以上の山間地帯からなり、自給用の稲のほか、野菜などの換金作物も多数つ

くられている。 

ミャンマーの農業生態区分は、一般的に、デルタ地域（delta zone）、中央乾燥地域（central dry 

zone）、山岳地域（mountainous zone）、沿岸地域（coastal zone）がある。ミャンマー農業灌漑省

（Ministry of Agriculture and Irrigation：MOAI）は、国土を年間降雨量（3 段階）、土壌分類（5、

6 グループ）によって 11 の農業生態区（Agro-ecological zones）に分離している。一般的な区分

である 4 つの農業生態区分の特徴を表２－４に取りまとめた。 



－11－ 

表２－４ ミャンマーの農業生態区分と特徴 

 
デルタ地域 

（delta zone） 

中央乾燥地域 

（central dry zone） 

山岳地域 

（mountainous zone） 

沿岸地域 

（coastal zone） 

行政区分 

Ayeyarwady地域、Bago

地域（西部）、Yangon

地域、Mon 州（北部）

等 

Magway 地 域 、

Mandalay 地 域 、

Sagaing 地域（南部）

等 

Shan 州、Kachin 州、

Chin 州等 

Tanintharyi 地域、Mon

州（南部）、 Rahkine

州等 

概  要 

Ayeyarwady デルタ中

心に Sittaung デルタに

及ぶ低地。面積 310 万

ha。米作中の単作農

業。 

年間降雨量約 1,000 

mmの等雨量線で囲ま

れた中部ミャンマー

の平坦地域。Mandalay

が中心都市。伝統的生

活様式が残っている。

多品目栽培。主な灌漑

施設あり。全作物の

40％以上を栽培。 

雨量多。落葉樹林と亜

熱帯混合林であり、亜

熱帯農業区。高原の低

地では米作。タイ属系

のシャン族が住んで

おり、タイとの関係が

深い。Bawdwin には鉛

の鉱山。南洋桐のプラ

ン テ ー シ ョ ン 。

Thanlwin 河周辺は、開

発のポテンシャルが

ある。 

マレー半島に沿って、

細長い山脈の間にあ

る地域。ミャンマー内

で最も多雨の地域。 

地  形 

モンスーンデルタ Naypyitaw か ら

Mandalay にかけての

中央平原 

丘陵地。Shan 高原。

州を Thanlwin 河が縦

断している。 

海岸に沿って帯状の

平野があり、東に向

かって標高が上がり、

Kayin 山 脈 、

Tanintharyi 山脈とな

る。 

人口分布 

ビルマ族 ビルマ族 少数民族（シャン、パ

ラウン、コーロウン

リーショーほか） 

ビルマ族、ラカイン族

気  候 

気温の年較差が比較

的少ない。年間降雨量

は 2,000 ～ 3,000mm

で、稲作に適した地

帯。 

年間降雨最も少ない

地域。明瞭な雨期と乾

期がある。夏期（3〜5

月中旬）、雨期（5 月

中旬〜10 月）、冬期（11

～2 月） 

雨期（5 月中旬～10 月

中旬）、乾期（10 月中

旬～5 月中旬）。 

年間降雨量 1,000〜

2,000mm 

年間降雨量 3,700 〜

5,000mm。多雨地域。

土壌条件 

沖積土壌 赤色、サバンナ土壌。

ただし、乾燥気候のた

め風化が進み、耕作土

は砂質。 

赤色ラテライト土壌 沖積土壌 

主要作物 

コメ（デルタ型稲作。

用水路灌漑を利用し

た集約的稲作）、豆類 

コメ（自給的）、油糧

種子、マメ類、野菜、

茶、ゴマ、ラッカセイ

コメ、コムギ、トウモ

ロコシ、ソルガム、薪

炭（茶葉の蒸熱用と暖

房用）、野菜（例：Inle

湖に浮かぶ浮き畑の

コメ、ゴム、油糧種子、

果樹 
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トマトなど商品作物

として大消費地へ出

荷）、サトウキビ 

土地利用 

作付体系 

水稲。代表的な作付け

は、コメ（雨期作）＋

マメ類（ケツルアズ

キ、リョクトウ） 

最も多いのは天水依

存の稲作＋ゴマ、ラッ

カセイ、マメ類（キマ

メ、リョクトウ）の畑

作の組み合わせ 

棚田あり（Shan 州で

12,478ha、水田総面積

の約 5％）、陸稲、焼

畑も行われている。 

棚田はすべて灌漑で、

一期作のみが圧倒的

に多い。 

水稲とともに、ゴムや

油糧種子、果樹など、

換金用の多年草を栽

培する樹園地が多い。

灌  漑 

（天水）、ポンプ灌漑、

用水路灌漑 

（天水）、ため池灌漑

（伝統的灌漑稲作）、

一部では用水路灌漑 

（天水） （天水） 

コメの作 

付面積

（2000/01） 

3,073,696ha（雨期） 

872,128ha（乾期） 

991,919ha（雨期）

197,088ha（乾期）

386,083ha（雨期） 

22,663ha（乾期） 

474,696ha（雨期）

12,140ha（乾期）

出典：JAICAF「ミャンマーの農業」, 1993、JAICAF「ミャンマーの農業と農業諸機関の現状」, 1996、栗田ほか「ミャンマー
における米増産至上主義政策と農村経済」, 2004、藤田・岡本「開放経済移行下のミャンマー農業」, 2004 

 

 
出典：M. Matsuda “Dynamics of Rice Production Development in Myanmar: 

Growth Centers, Technological Changes, and Driving Forces” 2009 

図２－１ ミャンマーの農業生態区分地図 

 

２－１－３ 土地利用条件 

ミャンマーの土地利用の現状は、表２－５のとおりである。休耕地や未耕作地を含めて農用

地は 1,761 万 6,000ha あり、全国土の 26％を占めている。 

 

1. Ayeyarwady 地域  

2. Yangon 地域  

3. Bago 地域  

4. Tanintharyi 地域 

5. Mon 州 

6. Rahkine 州 

7. Magway 地域 

8. Mandalay 地域 

9. Sagaing 地域  

10. Kayin 州 

11. Kayah 州 

12. Shan 州 

13. Kachin 州  

14. Chin 州 
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表２－５ ミャンマーの土地利用 

単位：千 ha 

地 目 1995/96 2000/01 2008/09 2009/10 2010/11 2011/12 比率% 

耕作面積 8,910 9,909 11,878 11,975 12,021 11,920 17.6

休耕地 1,231 686 256 241 230 322 0.5

未耕作地 7,971 7,205 5,670 5,610 5,396 5,374 7.9

保全林 10,321 12,914 16,837 16,897 17,916 18,235 27.0

他の森林 22,079 19,786 16,419 16,255 15,630 15,348 22.7

その他 17,147 17,159 16,599 16,681 16,467 16,461 24.3

合 計 67,659 67,659 67,659 67,659 67,659 67,659 

出典：Settlement and Land Records Department, MOAI 

 

２－１－４ 食糧事情 

ミャンマー政府の農業政策は、独立以来、国家の安定上、主食であるコメの生産増に最優先

の注意を払ってきた。1970 年代から 80 年代にかけては「全郡特別高収量性米生産計画」の下、

高収量性品種を導入し、生産性が向上した。さらに、1990 年代には「乾期稲作計画」を立ち上

げ、当初はデルタ地域を中心に、90 年代後半には中央平原や山地部にも乾期作を拡大している。

一連の米増産政策は、ある程度の成果を上げ、1995/1996 年と比べ、2011/2012 年には天候不順

により前年度より少なくなってはいるものの約 1.6 倍ものもみ生産量を上げている。 

コメ以外では、食用油の自給達成も重要な農業政策に位置づけられており、ゴマやラッカセ

イ、ヒマワリ、アブラヤシなどの生産拡大にも力を入れているが、十分な成果は上げられてお

らず、安価なパーム油の輸入が増えてきている。また、政府が食料安全保障上その生産管理・

輸出入を管理しているコメも、輸出の安定的な増加はみられていない。他方、1988 年の自由化

経済の導入以降、政府の管理を外れたその他の作物のなかで、インドを中心とする輸出需要と

高収益性を背景として、ケツルアズキやリョクトウといったマメ類の生産が著しく増加してい

る。 

 

表２－６ 主要農産物の栽培面積と生産量 

作 物 1995/96 2000/01 2005/06 2008/09 2009/10 2010/11 2011/12

コメ 

栽培面積（千 ha） 6,138.0 6,359.0 7,389.0 8,094.0 8,067.0 8,047.0 7,593.0

生産量（千 MT） 18,580.0 21,324.0 27,683.0 32,573.0 32,681.0 32,579.0 29,010.0

収量（MT/ha） 3.1 3.4 3.8 4.0 4.1 4.1 3.8

ケツルアズ

キ 

栽培面積（千 ha） 474.0 620.0 815.0 988.0 1,023.0 1,055.0 1,090.0

生産量（千 MT） 371.0 532.0 1,021.0 1,446.0 1,509.0 1,604.0 1,375.0

収量（MT/ha） 0.8 0.9 1.3 1.5 1.5 1.5 1.3

リョクトウ 

栽培面積（千 ha） 460.0 742.0 949.0 1,039.0 1,077.0 1,121.0 1,098.0

生産量（千 MT） 337.0 519.0 945.0 1,240.0 1,336.0 1,410.0 1,344.0

収量（MT/ha） 0.7 0.7 1.0 1.2 1.2 1.3 1.2
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アブラヤシ 

栽培面積（千 ha） 8.0 19.0 67.0 102.0 112.0 125.0 134.0

生産量（千 MT） 5.0 20.0 32.0 59.0 69.0 93.0 121.0

収量（MT/ha） 1.1 2.5 2.5 2.0 2.1 2.5 3.1

ヒマワリ 

栽培面積（千 ha） 221.0 518.0 690.0 884.0 883.0 859.0 543.0

生産量（千 MT） 164.0 268.0 560.0 780.0 782.0 790.0 504.0

収量（MT/ha） 0.8 0.5 0.8 0.9 0.9 0.9 0.9

ゴマ 

栽培面積（千 ha） 1,276.0 1,424.0 1,338.0 1,570.0 1,634.0 1,585.0 1,595.0

生産量（千 MT） 304.0 426.0 504.0 853.0 868.0 862.0 901.0

収量（MT/ha） 0.3 0.3 0.4 0.5 0.5 0.5 0.6

ラッカセイ 

栽培面積（千 ha） 527.0 590.0 730.0 844.0 866.0 877.0 887.0

生産量（千 MT） 593.0 731.0 1,039.0 1,305.0 1,362.0 1,392.0 1,400.0

収量（MT/ha） 1.2 1.3 1.4 1.6 1.6 1.6 1.6

出典：DAP “ Myanmar Agriculture At A Glance 2012” 2012 

 

表２－７ 主要農産物の輸出量 

単位：千 MT 

1995/96 2000/01 2005/06 2008/09 2009/10 2010/11 2011/12 

コメ 354.0 251.4 180.0 666.4 818.1 536.4 707.2

トウモロコシ 62.0 147.9 90.0 120.3 10.4 44.8 166.5

ゴマ 50.3 34.4 21.5 19.5 24.4 29.5 35.5

ケツルアズキ 185.0 274.6 379.6 529.7 615.8 456.5 598.1

リョクトウ 185.9 186.0 174.1 264.8 303.6 166.3 229.0

その他のマメ類 238.7 370.7 323.8 656.8 312.5 206.6 469.3

出典：DAP “Myanmar Agriculture At A Glance 2012” 2012 

 

国連食糧農業機関（FAO）の統計による 2008/09 年度の食糧の需給状況は、パーム油を中心

とする植物油を年間 40 万 t 輸入している以外は、おおむね自給を達成しており、特に主食のコ

メは、かつてに比べて減ったとはいえ、年間 70 万 t（もみ：約 100 万 t）を輸出しているほか、

先にも述べた豆類の輸出が 800 万 t に上っている。 

 

表２－８ 食糧の需給状況（2008/09 年度） 

品 目 
生産量 輸入量 輸出量 供給量 飼 料 種 子 加 工 他利用 食 料 消費量 

千 t 千 t 千 t 千 t 千 t 千 t 千 t 千 t 千 t kg／年・人

穀類合計 23,401 114 662 22,853 4,924 578 8 10,082 7,260 152.5

 コムギ 179 70 249 6 12 231 4.8

 コメ（精米） 21,799 26 512 21,313 4,059 556 9,999 6,700 140.8

 トウモロコシ 1,226  150 1,076 847 11 62 156 3.3

塊茎類合計 962 3 965 26 96 843 17.7

製糖作物合計 9,715  9,715 413 3,342 5,864 97 2

マメ類合計 4,785  1,538 3,247 1,000 149 1,129 969 20.4

油糧作物合計 3,448 2 65 3,386 161 2,137 410 677 14.2
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植物油合計 907 423 1 1,330 872 458 9.6

野菜合計 4,855 7 33 4,829 426 4,403 92.5

果物合計 2,220 9 190 2,038 188 1,851 38.9

茶類合計 37 17 1 54  54 1.1

香辛料合計 124 1 11 114 4 118 2.5

畜肉合計 1,526 3 1,529  1,529 32.1

鶏卵 281  281 28 14 239 5

牛乳 1,355 98 1,453 98 1,355 28.5

魚合計 3,515 6 465 3,056 37 600 2,419 50.8

出典：FAOSTAT 

 

２－１－５ 農業セクターの課題 

（１）農業セクターの課題 

2011 年 3 月に新政権が誕生し、民主化・経済改革を進め、ミャンマーをとりまく社会・

経済環境は大きな動きをみせている。農業セクターにおいても、貿易の自由化、外資導入、

土地関連等に関するさまざまな法規等の改正が進められており、セクターの課題も刻一刻

と変化している。2013 年 12 月に取りまとめられた JICA 農業セクター情報収集・確認調査

ファイル名レポート（2013 年 12 月）では、農業セクターに関する課題として、以下、10

項目が挙げられている。 

１）人材育成に関する課題 

・各開発課題を取り扱う政府関係省庁の職員、組織、制度、財政の能力が取り組むべき

課題に比して不足している。 

・多様化・高度化する市場及び生産者のニーズに対応できる人材が少ない。 

・教育・研修用施設の機材が老朽化・故障している。 

２）農業普及に関する課題 

・普及施設・設備並びに普及員の量・質が充分でない。例えば、中央乾燥地では農業普

及員 1 人当たり 4 Village Tract、900 戸を受けもつ計算になる（2007 年）。 

・農家へのコミュニケーション方法・手段が十分でない。 

・普及員の移動手段が不十分である。 

・肥料農薬等、農業資材が十分にない。 

・言語・習慣を異にする少数民族の問題と普及活動。 

・政府主導（行政主導）型から農家主導型普及への指向・転換の必要性。 

・基礎的な経営判断に関する普及サービスが必要。 

３）研究開発に関する課題 

・農業生産物 100US$に対する農業研究費の割合は、ミャンマーは 0.06%であり、アジア

の 0.41%や開発途上国の 0.53%に比べて極めて低いレベルにある。 

・ASEAN 諸国のなかで最も少ない研究者数（2008 年で博士 62 名、修士 224 名）。 

・施設・機材の老朽化。 

・バイオテクノロジー部門は、非常に遅れており、経験も機材も予算もなく、民間部門

も育っていない。 

・多様な地域性に対応した研究システムがない。 
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４）農業機械化に関する課題 

・経営耕地面積は平均 2.4ha/戸と小さく、区画整理はされておらず、アクセス道が狭い

などの理由から大型機械の利用が進まない。 

・農家にとって農具用機械購入のための資金アクセスが困難。 

・組織的活動への抵抗感から農機の共同購入や共同利用が進まない。 

・農業機械化局（AMD）トラクターステーションにおける農機の老朽化と故障の頻発。 

・AMD 農業機械化研修センターでは、研修用機材の老朽化と新規研修用機材の導入が

予算不足などによりできない。 

・製品市場と部品市場が分離されているため製品販売店に部品供給の責任がなく、部品

調達に時間がかかる。 

５）農業金融に関する課題 

・金融機関の資金・組織能力不足により、融資額はコメ生産コストの 30～40％しかなく

限定的である。 

・協同組合省からの融資の条件となる協同組合組織率が低い。 

・ 農民がアクセス可能な制度金融は限定され、融資額も小額のため、農村人口の 30～

40％はインフォーマルな金融からの借り入れに依存している。 

・ミャンマー農業開発銀行（Myanmar Agricultural Development Bank：MADB）の融資の

約 80％がコメ農家に集中しており、野菜や果実の栽培農家が融資を得るのは極めて困

難な状況にある。 

・天候不順等で返済が困難になる場合が多い。 

６）農業投入財に関する課題 

【優良品種／種子】 

・コメの種子の品質は全体として低く、優良種子の供給量は必要量の 1 割程度と低い。 

・コメ種子市場が整備されていない。 

・もみ米の価格が低く優良種子を使用するメリットが低い。 

・採取圃場の審査等、品質管理制度が脆弱。 

・中国やタイなどの国境から低品質の海賊版種子が不法に輸入されることで、純正の優

良種子の普及を妨げている。 

・マメ類は、主産地の中央乾燥地では約 9 割の農家が自家採種しており、異品種混入が

多い。 

・農家の営農状況に応じた優良種子の配布計画となっていない。 

・優良種子品質管理を指導する普及人材が不足。 

・種子法は FAO 支援で 2013 年に施行されたが、運用規則が制定されていない。 

・種子政策が策定されていない。 

【肥料・農薬】 

・農業資財の投入量が東南アジア諸国中、極端に低く、生産性が低い。 

・市場に流通している農薬や肥料の品質管理ができていない。特に国境貿易でのチェッ

ク体制が整備されていない。 

・農家にとって肥料等の購入のための資金アクセスが困難。 
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７）作物別の技術的課題 

【コメ】 

・乾期米栽培の収益性が低い（ディーゼル油の大量消費と高いコスト）。 

・種もみの品質管理が悪く、粒径が異なるもみの混入率が高いため、砕米率が高い。 

・投入財（化学肥料、ディーゼル油、農業機械）の多くが輸入依存で価格が高い。 

・稲作単位面積当たりの肥料投下量が国際的にみて非常に低い。 

・灌漑施設が完備された地区での強制的な水稲栽培 

【油糧種子】 

・中央乾燥地では約 8 割の農家が自家採種しており、種子の劣化が進んでいる。 

・ゴマは混色、残留農薬などが輸出に際しての課題となっている。 

・ラッカセイにはアフラトキシンなどのカビ毒が生えやすい。 

・ 食用油は国内消費量を十分に賄っていなく、年間約 20 万 t のパーム油を輸入している。 

【マメ類】 

・種子の劣化が進んでいる。 

・リョクトウは北ミャンマーでは含水量が多い。含水量が高いと、輸送中にカビ類の発

生や害虫の発生の原因となる。 

・キマメの品質の劣化（未成熟、しわ、カビの発生、無色等）が目立つ。 

・多くが未加工のまま輸出されている。 

【サトウキビ】 

・サトウキビ精糖工場はすべて民営化されたが施設の老朽化に伴い、稼働率が低い。 

・電力供給が不安定である。 

【天然ゴム】 

・品質が悪く、国際的なイメージも悪い。国産天然ゴムの価格は、東京商品取引所

（TOCOM）平均価格よりも 100～200US$/t ほど低い。 

・個々の農家・プランテーションで品質向上に努めても、買い取り価格は品質の悪いゴ

ムに影響され、差別化ができない。 

・品質管理体制が未整備。 

・生産性が低く、単収は他国の半分以下。 

・40～50％が樹齢 50～60 年と古い。再植林は小規模農家には費用の工面が困難。 

【ワタ】 

・収穫時に混入する葉や枝片や、袋詰めや輸送段階におけるゴミの混入は、ワタの品質

を下げる。 

・含水量はワタの品質を下げる要素のひとつ。 

８）灌漑に関する課題 

・MOAI の年間予算の 5 割強を灌漑局（Irrigation Department：ID）が消化しているが、

ミャンマーの灌漑面積率は 17.1％で、タイ（27％）やベトナム（32％）、インド（34％）、

中国（47％）など周辺国に比べて低い。 

・灌漑施設の老朽化 

・幹・支線水路網の建設予算の不足や用地の補償に絡む問題による工事の遅延により未

完成な事業がある。 
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・灌漑水の有効利用についての普及活動と教育が十分でない。末端での圃場水管理、展

示圃場での農民研修が足りない。 

９）収穫後処理及び加工に関する課題 

【収穫後処理】 

・収穫後処理施設が未整備のため、収穫後のコメを圃場に長期間放置することになり、

胴割れが発生するなど 10～20％の収穫後ロスが発生している。 

・多くの精米所が破砕米比率が高く品質上の問題を抱えている。 

・近代的な精米所では、アイドリング状態で精米機の稼働率が低い。 

・収穫後処理施設の整備が遅れており、野菜・果実の流通ロスにつながっている。 

・ディーゼルを使用している地域では、精米コストが高く経営を圧迫している。 

10）流通・市場、輸出促進に関する課題 

【流通・市場】 

・流通インフラが整備されていない。 

・品質向上を図っても、価格に適切に反映されない。中国の業者は、良い品質のものに

高い価値を付けるわけではなく、農家にとってはインセンティブにならない。 

・支線道路は未整備で特に雨期の到来とともに悪路となり、輸送コストが高く、農産物

輸送の障害となっている。 

・輸出農産物の収穫地から Yangon までの船積コストは農産物の購入価格より高くなる

場合がある。 

・残留農薬等、国際市場で求められる品質水準に対応した検査体制が整っていない。 

・急激な農産物価格変動と市場動向に対処できない小規模農家への支援措置が必要。 

【輸出促進】 

・市場情報は力のある業者からの一方通行になっており、国境貿易では中国側の業者が

Price Maker となっている。 

・Yangon 港は船積コストが高く、非効率な港として有名。港湾施設の老朽化と船積・荷

降の処理能力がないため、作業が停滞し、費用が嵩むとともに、コメの品質が阻害さ

れる。 

・収穫後処理設備が整備されていないので、コメは品質より量が重視されミャンマーの

輸出米は国際市場では、品質面において競争力が劣り多様なコメの需要に応えられな

い。 

 

（２）農業機械化の現状3 

ミャンマーにおける農業機械の利用状況は、MOAI 農業機械化局（Agricultural 

Mechanization Department：AMD）の各州・地域事務所の集計によれば、2012 年 3 月時点

で表２－９のとおりである。耕耘機が約 21 万台普及しており、その 1/3 が Ayeyarwady 地

域で利用されている。トラクターの普及はまだ 1 万台と少なく、Yangon 地域のほか、Bago

地域の乾燥地や南 Shan 州の山岳地で普及が進んでいる。 

また、湿田地帯で利用されるローラーボートや一輪耕耘機、小型トラクターは

                                                        
3 JICA「ミャンマー国農業機械化に関する情報収集・確認調査」報告書（2012）より抜粋。 
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Ayeyarwady 地域でほとんどが利用されている。ほかでは、ポンプが 18 万台、噴霧器が 13

万台、動力脱穀機が 4 万台となっている。 

 

表２－９ 農業機械の利用台数（2012 年 3 月現在） 

単位：台数 

No. 州・管区 
トラク

ター 
耕耘機 ポンプ リーパー

動力脱穀

機 

人力脱穀

機 
除草機 播種機 

トレー 

ラー 

代掻き

機 

1 Kachine 265 7,628 2,451 381 966 166 566 311 20

2 Kayah 72 1,583 493 3 107 875 46 254 

3 Kayin 140 4,845 3,493 41 315 154 22 1,142 

4 Sagaing 891 25,754 29,349 245 8,051 1,065 34,125 18,192 17

5 Tanintharyi 167 3,496 1,203 65 922 37 86 69 24

6 Naypyitaw 153 2,630 1,815 14 922 15 1,976 388 20

7 Bago (East) 1,978 15,800 4,661 250 1,450 5  

8 Bago (West) 379 16,608 10,451 16 2,204  

9 Magway 631 4,477 10,930 31 1,113 101,299 13,723 300

10 Mandalay 469 10,983 25,570 21 2,938 13,349 1,203 200

11 Mon 441 4,654 5,644 14 81 8 12 2 2,400

12 Rakhine 45 1,434 155 16 75 52 41 476

13 Yangon 1,861 13,271 10,293 107 1,660 15 59 20

14 Shan (East) 66 5,882 191 10 225 14 1,039  

15 
Shan 

(South) 
1,665 9,604 2,724 20 545 20 19 7,035

16 
Shan 

(North) 
350 3,799 516 62 584 125 309 5 

17 Ayeyarwady 917 73,815 72,941 273 19,131 752 2,969 255 3,247 1,151

 Total 10,490 206,263 182,880 1,569 41,289 2,182 156,851 34,336 15,155 1,151

No. 州・管区 
ローラー

ボート 

スプリン

クラー 

トウモロ

コシ脱粒

機 

籾乾燥機
一輪耕耘

機 

スプレー

ヤ 

小型トラ

クター
田植機 

コンバイ

ンハーベ

スタ 

 

1 Kachine  60 2 3 61  

2 Kayah   3 

3 Kayin 38 7 3 14  

4 Sagaing 38  6,260  29

5 Tanintharyi 37  81 2 4 2

6 Naypyitaw  4 2 19,513  6

7 Bago (East)   3  3

8 Bago (West) 412   6

9 Magway  347  

10 Mandalay  36 52,361 1 22

11 Mon   13  

12 Rakhine   18 106  

13 Yangon 10  260 14,105 59 40

14 Shan (East)    8
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15 
Shan 

(South) 
  1  15  

16 
Shan 

(North) 
  173 145   

17 Ayeyarwady 3,987 20 5,945 34,280 158   

 Total 4,522 474 180 152 6,304 126,700 173 67 131  

出典：AMD、2012 年 3 月各州・地域事務所から集計 

 

表２－10 に役牛を含む作業機械の投入の変遷を示す。1995-96 年から 2011-12 年の間に

耕作面積が 917 万 ha から 1,358 万 ha に 48.1%拡大し、総作付面積は 1,288 万 ha から 2,250

万 ha に 74.7%拡大した。また、作付率は 141%から 166％に 25％向上した。この間、新規

農地開発や灌漑開発等が行われ、耕作面積の拡大とともに、農地の多毛作利用が急速に進

展したことを示している。 

作付面積と作付率が増加するなか、作業用牛の頭数は 1995-96 年から 2011-12 年の間に

1,000ha 当たり 743 頭から 770 頭に微増してはいるものの、16 年間でみるとほぼ横ばいで

ある。一方で耕耘機の利用は、1995-96 年から 2011-12 年の間に、1,000ha 当たり 1.85 台か

ら 14.5 台へと著しく増加している。耕耘機以外の作業機の 1,000ha 当たりの利用台数はそ

れほど伸びていないが、ここ数年の耕耘機を中心に販売台数は増えており、引き続き耕耘

機、及びその他作業機の普及は右肩上がりに推移していくとみられる。 

 

表２－10 役牛を含む作業機の変遷 

機械数量：千台 

年 度 95/96 00/01 05/06 06/07 07/08 08/09 09/10 10/11 11/12

総作付面積 
Sown area under various crops 
（千 ha） 

12,884 15,450 18,754 20,405 22,117 22,961 23,363 23,567 22,497

耕作面積 Net area sown（000ha） 9,168 10,476 11,938 12,613 13,224 13,489 13,645 13,748 13,582

作付率 Cropping Intensity% 141 147 157 162 167 171 171 171 166

Drought cattle 作業用牛（千頭） 6,808 8,096 8,868 9,139 9,557 9,781 10,072 10,316 10,458

耕作面積千 ha 当たり  743 773 743 725 723 725 738 750 770

Tractor 四輪トラクター 9 11 11 11 11 11 11 11 12

耕作面積千 ha 当たり  0.98 1.05 0.92 0.87 0.83 0.82 0.81 0.80 0.88

Power tiller 耕耘機 17 57 97 109 118 138 148 160 197

耕作面積千 ha 当たり  1.85 5.44 8.13 8.64 8.92 10.23 10.8 11.6 14.5

Combined Harvester コンバイン 1 1 0.1 0.08 0.10 0.14 0.16 0.23 0.31

耕作面積千 ha 当たり  0.11 0.10 0.01 0.01 0.01 0.01 0.01 0.02 0.02

Thresher 脱穀機 6 19 29 32 34 37 40 42 52

耕作面積千 ha 当たり  0.65 1.81 2.43 2.54 2.57 2.45 2.93 3.05 3.83

Water pump 揚水ポンプ 72 142 179 187 194 198 203 208 219

耕作面積千 ha 当たり  7.9 13.6 15.0 14.8 14.7 14.6 14.9 15.1 16.1

出典：Myanmar Agriculture at a Glance 2012 
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（３）農業機械の生産流通市場4 

１）国産農業機械 

AMD 傘下の 3 工場と工業省傘下の 3 工場で農業機械が生産され、販売されている。

1011/12 年度実績で、AMD の 3 工場では耕耘機を約 4,000 台のほか、脱穀機や平床式乾

燥機などを生産しており、工業省の 3 工場では耕耘機を約 3,000 台のほか、トラクター

（80/90 馬力）を約 700 台、脱穀機、リーパー、ポンプなどを生産している。いずれも、

エンジンやギアボックスなど主要部品を中国から輸入して生産している。いずれの工場

も民営化の検討が行われており、AMD の第 3 工場は、農業機械の輸入販売業者の大手

である Good Brothers 社への長期貸与が決定している。 

ミャンマーでは、伝統的に村落レベルの修理屋や鍛冶屋では、年間数台程度の脱穀機

や農機具をつくって周辺の農家に販売しているところはあるが、近代的な設備をもち農

業機械の生産だけを行う民間企業はない。ただし、輸入・卸・小売を行う民間会社のな

かには、機械の生産工場を所有しているところがある。また、生産工場といっても、耕

耘機については中国からすべての部品を輸入し、組み立てのみを行っている工場が多い。 

２）輸入農業機械 

ミャンマーに輸入されている農業機械は、大きく耕耘機（本体、エンジン）、Ayeyarwady

地域の湿地帯で使われるローラーボートと呼ばれる小型のボートとロータリを組み合わ

せエンジンで駆動する代掻き機、四輪トラクターに分けられる。主な輸入先は、耕耘機

は、本体は中国、タイから、ローラーボートは中国、四輪トラクターは、中国、タイ、

インドからである。耕耘機やローラーボートについては、以前から輸入販売が行われて

いたが、四輪トラクターについては、取り扱いが始まったのは、大手販売会社でも 4 年

前からである。このうち日本製は 2012 年から取り扱いを始めている。 

コンバインについては現地代理店を通じて日本製、韓国製、中国製等の取り扱いが広

がり始めており、本調査の農民ヒアリングでも確認されたとおり、収穫・脱穀作業の効

率化、収穫ロスの削減が可能となることから需要は大きくなってきている。 

そのほかに、稲作用の田植機については、仕様がミャンマーの農業生産形態に合わせ

るのが難しいこと、苗生産方法や移植方法の変更など農家の知識、技術が必要になるこ

と、効率的に活用するためには区画整備や圃場の均平化が必要になることから需要はま

だ小さく、取り扱う販売店も限られている。 

輸入販売業者は、Good Brothers Co., Ltd と Convenience Prosperity Co., Ltd.、Shwe Tun 

Co., Ltd.、Yadanar Theingi Co., Ltd.、AAA Co., Ltd.の 5 社が大手であり、5 社の農業機械

の取扱量は全体の 80%を超えているとみられ、残りを多くの小規模な業者が輸入販売し

ている。大手の輸入販売業者は全国の需要の多い地方都市に支店を置いており、その傘

下に特約店をもっている。末端の村落レベルにある販売店（その多くは部品、工具等も

扱う金物店）は、大手の 1 社に限らず数社との取引を行っている店も多い。ここで特筆

すべきは、ミャンマーでは、農業機械の流通市場と別に消耗品や部品の流通市場があり、

農業機械の輸入販売業者が部品や消耗品を自らの流通経路で供給していない。したがっ

て、末端の販売店では、両方の市場から機械本体と部品を仕入れている。 

                                                        
4 JICA「ミャンマー国農業機械化に関する情報収集・確認調査」報告書（2012）より抜粋。 
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出典：JICA「ミャンマー国農業機械化に関する情報収集・確認調査」報告書、2012 年 7 月 

図２－２ 農業機械の販売経路 

 

３）トラクター 

表２－11に最大手輸入販売業者の 2010 年と 2011 年の四輪トラクターの販売台数を示

す。この販売会社では四輪トラクターの取り扱いは、4 年前に始めたばかりである。な

お、日本製トラクター（タイ・クボタ製）の販売は 2012 年から始めており、販売実績が

ないためデータとして入っていない。 

耕耘機等が 2011 年に販売台数を下げているにもかかわらず、四輪トラクターは 2010

年の 12 台から 2011 年には 76 台と販売台数を大きく伸ばしている。さらに四輪トラク

ターの場合、価格は高いが品質で優位にあるインド製ニューホランド（欧州メーカー）

が 2011 年の販売台数で中国製を大きく上回っている。これは、民間企業による農業生産

事業への進出が需要を牽引していると考えられる。このような企業では豊富な資金力を

背景に、耐用年数、故障頻度の少なさ、燃費、作業効率で中国製より信頼のあるメーカー

ブランドの農業機械をまとまった台数を購入している。顧客ニーズは品質への信頼性か

ら、日本製、インド製、中国製の順番だが、最終的には購買力により購入機種を決定す

るとのことである。ただ販売台数は伸びているとはいえ、総量としては最大手の販売店

でも年間 80 台に満たず、まだ少ないレベルである。 

 

表２－11 四輪トラクターの販売台数（台） 

地 区 
四輪トラクター 

（中国製） 

四輪トラクター 

（インド製） 

四輪トラクター 

合計 

 2010 年 2011 年 2010 年 2011 年 2010 年 2011 年

南ミャンマー 4 10 4 37 14 47 

北ミャンマー 2 6 2 23 4 29 

計 6 16 6 60 12 76 

出典：JICA「ミャンマー国農業機械化に関する情報収集・確認調査」報告書、2012 年 7 月 

 

４）田植機、コンバイン 

四輪トラクター同様、2010 年、2011 年の田植機とコンバインの販売台数を表２－12

に示す。2011 年の販売台数は、それぞれ 14 台、21 台と多くはない。大規模農地開発を

行っている民間企業でも、トラクターの導入は行っても、移植作業、収穫作業は人力で

行っている企業が多く、田植機やコンバインの導入はまだこれからである。これら機械

　輸入
輸入販売業者 地方支店 代理店

一般販売店

ユーザー
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の操作ができる人材がいないというのがその理由である。トラクターに比べ導入のス

ピードは遅いと思われる。 

 

表２－12 田植機、コンバインの販売台数（台） 

地 区 田植機 コンバイン 

 2010 年 2011 年 2010 年 2011 年 

南ミャンマー 5 8 6 12 

北ミャンマー 2 6 2 9 

計 7 14 8 21 

出典：JICA「ミャンマー国農業機械化に関する情報収集・確認調査」報告書、2012 年 7 月 

 

５）農業機械の販売価格 

表２－13 に、主な圃場機械の販売価格を示す。耕耘機では、中国製は本体にロータリ

プラウと撥土板プラウを標準セットで販売しているが、タイ製（SIAM クボタ）は、ロー

タリプラウのみ標準でセットされているため、ディスクプラウや撥土版プラウが必要な

場合は、別途購入する必要があり、価格差は更に広がる。 

 

表２－13 主な圃場機械の価格 

機 種 仕 様 価格（チャット） 原産国 

耕耘機 一輪本体、プラウ付き 270,000 中国 

二輪本体、ロータリプラウ、ディスクプラウ付き 1,320,000 

2,000,000 

中国 

（LY-22）、二輪本体、エンジン 22Hp、ロータリプラウ付き 1,557,000 AMD 

（Ayeyar-1）、二輪本体、エンジン 22hp、ロータリプラウ付き 1,200,000 工業省 

二輪本体、ロータリプラウ付き 10Hp 

 14Hp 

2,400,000 

2,600,000 

タイ 

（クボタ）

作業機 ディスクプラウ 535,000  

ディスクハロー 350,000  

ロ ー ラ ー

ボート 
本体、ロータリ付き 280,000 中国 

エンジン 25Hp、単気筒ディーゼル 350,000 中国 

22Hp、単気筒ディーゼル 330,000 中国 

18Hp、単気筒ディーゼル 280,000 中国 

15Hp、単気筒ディーゼル 960,000 タイ 

（クボタ）

10Hp、単気筒ディーゼル（ローラーボート、粘土質土壌での耕

耘機用） 
245,000 中国 

8Hp、単気筒ディーゼル（ローラーボート、粘土質土壌での耕

耘機用） 
155,000 中国 

四輪トラク

ター 
Zetor 50Hp 

80Hp 

6,000,000 

8,000,000 

工業省 

20Hp 

30Hp 

60Hp 

5,000,000 

6,000,000 

6,500,000 

中国製 



－24－ 

 L47 （47Hp） 

M85 （85Hp）  

M95 （95Hp）  

17,500,000 

34,000,000 

37,000,000 

タイ 

（クボタ）

田植機 四条植 2,300,000 中国 

コンバイン 韓国製ノックダウン 48Hp 23,500,000 工業省 

DC60（ホッパータイプ：袋受け） 

DC70（タンクタイプ：バラ貯留） 

DC95（タンクタイプ：バラ貯留） 

27,000,000 

36,000,000 

47,000,000 

タイ 

（クボタ）

出典：JICA「ミャンマー連邦共和国平成 24 年度貧困農民支援（2KR）準備調査」報告書に加筆 

 

６）販売後のサービス状況 

販売後のサービスについては、卸・小売を行う大手販売店やその支店では、ワーク

ショップを保有し、整備工による整備や修理を行っている。整備工は自社で修理、維持

管理に係る研修を行っている。機械の販売時には、顧客に対し操作方法の指導を行って

いる。また、機械が使用される季節に、顧客がいる村まで出向いて修理を行うモバイル

サービスを試行的に行う販売店もある。販売した機械に対し定期点検等のサービスは行

われていない。 

販売する製品の保証については、耕耘機本体については、ギアボックスのみ、エンジ

ンについては消耗部品を除いて、それぞれ保証期間は 6 カ月〜1 年程度である。消耗部

品については、メーカー保証がされている部品を除き、販売店でも保証はされていない。 

基本的には、一部の部品を除いて、機械本体のサービス保証はないので、販売店にサー

ビス責任もなく、中小ディーラーではアフターサービス体制はほとんどない。また、部

品市場は製品の販売市場から独立してあるため、顧客への販売用部品ストックをもって

いる販売店も少ない。 

 

２－２ 貧困農民・小規模農民の現状と課題 

２－２－１ 貧困の状況 

国家計画・経済開発省と国連開発計画（United Nations Development Programme：UNDP）は

2004/05 年に続き 2009/10 年に総合世帯生計状況評価（Integrated Household Living Conditions 

Survey: IHLCA）を実施した。なお、2009/10 年に実施された IHLCA では、事前調査によって、

成人 1 人当たりの食糧貧困ライン（基本カロリーの摂取を満たすことのできる年間費用）を

274,990 チャット、貧困ライン（食糧貧困ラインに、必用最低限の生活を満たすことのできる

食糧以外に要する年間費用を足した費用）を 376,151 チャットとし、世帯評価を行っている。 

各州／地域の貧困率は表２－14 のとおりである。2004/05 年から多くの州／地域で貧困率の

低下がみられるなか、Rakhine 州と Ayeyarwady 地域、Kayin 州、Yangon 地域で上昇しているほ

か、Chin 州と Tanintharyi 州ではほとんど変化がみられない。 

 

  



－25－ 

表２－14 州／地域別貧困率 

 
州／地域 

貧困率（%） 

2005 年 2010 年 

1 Kachin State 44.2 28.6 

2 Kayah State 33.6 11.4 

3 Kayin State 11.8 17.4 

4 Chin State 73.3 73.3 

5 Sagaing Region 26.6 15.1 

6 Tanintharyi Region 33.8 32.6 

7 Bago Region 31.6 18.3 

8 Magway Region 42.1 27.0 

9 Mandalay Region 38.9 26.6 

10 Mon State 21.5 16.3 

11 Rakhine State 38.1 43.5 

12 Yangon Region 15.1 16.1 

13 Shan State 46.1 33.1 

14 Ayeyarwady Region 29.3 32.2 

 全 国 32.1 25.6 

出典：IHLCA Poverty Profile 2009-2010, UNDP, June 2011 

 

全国的には、2009/10 の貧困率は、2004/05 年度に比べて 6.5%の改善がなされており、国家計

画・経済開発省は社会経済分野の改善状況を表２－15 のとおり説明している。 

 

表２－15 社会経済分野の貧困改善状況 

 分 野 2004-5 年 2009-10 年 増減 

1 食糧貧困ライン以下の人口％ 9.6 4.8 ▲4.8 

2 貧困ライン以下の人口％ 32.1 25.6 ▲6.5 

3 １日当たりカロリー消費 2,577 kcal 2,656 kcal 3％増 

4 家庭の財産 

 テレビ所有世帯率（1,000 人中） 

 バイク所有世帯率（1,000 人中） 

 

25.5 

9.74 

 

39.7 

24.19 

 

14.2 増 

14.5 増 

5 平均農地所有面積（エーカー） 6.11 6.69 0.58 増 

6 格差 

 国家消費における貧困世帯（20%）の比率 

 富裕と貧困世帯（20%）の支出ギャップ（チャット）

 

11.1 

573,260 

 

12.0 

525,929 

 

0.9 増 

8%縮小 

7 消費コスト（貧困世帯 20%の食糧への支出） 247,827 281,494 13,107 

（8%増）

8 借金を有する世帯（%） 48.0 30.0 ▲18.0% 

出典：農村開発・貧困緩和に関する国家レベルワークショップ（2011 年 5 月 20～21 日）資料 

 

他方、産業別農業人口は表２－３に示したとおり、労働人口の 50.2%を占めるが、また、地
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方労働者の 64%、全貧困層の 54%を占めている5。これをみる限り、農業従事者が必ずしも貧困

率が高いとはいえない。 

 

２－２－２ 農民分類 

ミャンマーの土地を所有する農民の平均所有面積は、6.7 エーカー（2.71ha）であり、所有農

地の規模別分類は表２－16 のとおりである。所有面積 10 エーカー以下の 88%の農家が農地の

総面積の 58%を占めている。また、州／地域別の農家の平均農地面積と貧困農家とそれ以外の

農家の平均農地面積を表２－17 に示す。 

 

表２－16 農地所有規模別農家数と総面積 

農地規模 農家数 総面積 比率 （%） 

エーカー 千戸 千エーカー 農家数 面積 

5 以下 3,663.5 9,456.1 63.1 27.7

5～10 1,443.3 10,438.5 24.8 30.6

10～20 553.7 7,995.5 9.5 23.4

20～50 136.1 3,982.5 2.3 11.7

50～100 7.8 578.4 0.1 1.7

100 以上 4.0 1,705.5 0.1 5.0

5,808.4 34,156.5  

出典：”Review of the Financial, Economic and Social Condition for 2009/2010”, Sep. 2010, 国家計画・経済開発省 

 

表２－17 州地域別農家の貧困・貧困外別平均農地所有面積 

単位：エーカー 

州／地域 貧 困 貧困外 全 体 

Kachin State 4.2 6.9 6.1

Kayah State 4.7 5.0 5.0

Kayin State 3.7 4.9 4.8

Chin State 1.7 1.8 1.7

Sagaing Region 5.6 8.0 7.8

Tanintharyi Region 5.7 8.4 7.7

Bago Region 4.9 7.9 7.7

  Bago (East) 5.1 9.6 9.2

  Bago (West) 4.5 6.5 6.4

Magway Region 3.7 5.8 5.4

Mandalay Region 4.4 6.5 6.0

Mon State 5.6 8.7 8.4

                                                        
5 IHLCA Poverty Profile 2009-2010, UNDP, June 2011 
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Rakhine State 4.2 4.6 4.5

Yangon Region 5.7 10.1 9.3

Shan State 3.7 4.4 4.1

  Shan (South) 4.0 4.0 4.0

  Shan (North) 3.7 5.2 4.6

  Shan (East) 3.2 3.0 3.1

Ayeyarwady Region 5.5 10.3 9.3

全 国 4.4 7.3 6.7

出典：IHLCA Poverty Profile 2009-2010, UNDP, June 2011 

 

貧困外農家の平均所有農地面積が 7.3 エーカーに対して、貧困農家が 4.4 エーカーであり、

所有農地の狭い小規模農家と貧困との相関がある。州／地域別所有農地面積の格差は顕著で、

Yangon、Ayeyarwady 両地域が平均 9.3 エーカーなのに対して、Chin 州では 1.7 エーカーである。 

他方、労働集約的なミャンマーの伝統農業を支える土地なし農家（住民）についてみてみる。

役牛の世話や季節労働、契約労働など、土地をもたないながら農業を主たる生計とする世帯の

比率を表２－18 に示す。 

農業を主たる生計とする世帯の 24%が土地を所有しない労働者で占められており、Bago、

Yangon 地域が 40%と高く、Ayeyarwady 地域の 33%がこれに続いている。Shan と Chin 州が 10%

以下と低くなっている。貧困の比率が 34%と貧困外の 20%よりはるかに高くなっており、これ

らの労働者は季節労働が多いと考えられる。 

 

表２－18 農業における土地なし労働者の比率 

単位：% 

州／地域 貧 困 貧困外 全 体 

Kachin State 21.4 15.0 17.2

Kayah State 24.5 10.8 12.7

Kayin State 15.0 11.0 11.7

Chin State 8.4 7.0 8.1

Sagaing Region 30.3 12.8 15.3

Tanintharyi Region 39.6 10.2 20.3

Bago Region 69.6 35.4 40.7

  Bago (East) 64.4 36.8 41.9

  Bago (West) 75.8 34.4 39.8

Magway Region 33.4 19.4 23.1

Mandalay Region 31.8 19.0 23.0

Mon State 49.9 20.1 24.9
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Rakhine State 34.0 17.8 24.6

Yangon Region 57.5 29.5 39.4

Shan State 7.0 6.3 6.6

  Shan (South) 7.4 7.8 7.7

  Shan (North) 8.5 6.0 7.2

  Shan (East) 2.1 1.8 1.9

Ayeyarwady Region 50.4 24.2 32.6

全 国 33.6 19.8 23.6

出典：IHLCA Poverty Profile 2009-2010, UNDP, June 2011 

 

２－２－３ 貧困農民・小規模農民の課題 

農業機械利用の観点での貧困農民・小規模農民の課題について検討する。 

 

（１）資金不足 

ミャンマーでは、貧困農民や小規模農民は、営農資金すらもち合わせていないのが一般

的である。そのため MADB が提供する季節ローン（8 カ月）を利用するほか、親類縁者や

精米業者などによるインフォーマルな金貸しを利用するのが慣行である。MADB の月利

1.42%に比べて伝統的な小口融資は金利が高く、月利 20%に及ぶものもある。このように

農民は借金の返済に追われる営農をしているものが少なくない。 

そのようななか、農業機械の購入が可能な農家は極めて限られている。多少の貯蓄をも

つ農家にあっても、短期間の高金利のローンしかなければ、機械の購入は難しい。また、

機械サービスを利用するについても、その代金を収穫前に支払える農家は少なく、分割な

いしは収穫後に一括して払うのが一般的である。 

 

（２）牛 耕 

ミャンマーでは、伝統的に役牛と人手を用いて農業を行ってきた。ある程度狭い圃場で

は、機械化よりも牛耕と人手による営農の方が経済的である可能性がある。圃場面積によ

る機械化とのコストの比較データがないので、その基準面積は不明である。 

他方、ミャンマーの代表的な、稲の雨期作と豆類などの裏作の営農形態をみてみると、

雨期作後の耕作期間が 15 日程度と限られることから、牛耕でこの間に適正な耕作を終わ

らせることができるのは、極めて狭い圃場に限られることになる。2 頭立ての牛耕で 1 エー

カーに 3 日程度要するといわれる。耕作や砕土を 3 度程度繰り返して、9 日程度要するこ

とになり、15 日間でカバーできる面積は 2 エーカーまでとみられる。したがって、不完全

な耕作のまま栽培をすることで、低い収量を余儀なくされている農家が多い。また、表２

－17 にある貧困農民の全国平均面積の 4.4 エーカー（1.8ha）からみると、貧困農民ですら

機械化のニーズは高いとみられる。 

 

（３）人手不足 

「JICA ミャンマー国農業機械化に関する情報収集・確認調査」報告書で、各地の農村地
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域で人手不足の傾向が現れてきていることが指摘されている。程度の差はあれ、その事実

が今回の調査対象地域でも明らかとなった。具体的には、人手を集めること自体が難しく

なっていることや、人件費の上昇という形で現れている。このところの開放経済の流れに

沿って、公共事業の拡大や民間企業の事業拡大が、土地なし農民を含む地方の流動労働者

層を吸収する機会が増えてきているとみられる。伝統的な牛耕と労働集約的な営農は農地

規模の大小を問わず困難で不経済になる方向に進み始めている。結果、機械化による省力

メリットが今後ますます増大していくと考えられる。 

ひるがえってみれば、ミャンマーの貧困層の多くを占める土地なし農家に、農業労働以

外の就労機会が増え所得が増加すれば、貧困脱出への機会が膨らむことであり、労働力不

足に対応するために作業効率の高い農業機械の普及が地域経済の活性化にとって重要な

要素であることが分かる。 

 

２－３ 上位計画 

２－３－１ 国家開発計画 

20 年以上にも上る中央計画経済から市場経済に移行する幾つかの動きを経て、1988 年から

開始された市場対応経済化のなかで、ミャンマー政府は開発目標に「基盤としての農業の開発

と同様に他分野の全面的な発展（development of agriculture as a base and all-round development of 

other sectors of the economy as well）」を掲げており、農業政策の重点課題を食料安全保障に置き、

①農業の商業化と②食料安全保障を目標開発分野とした。具体的には、コメ流通の自由化、未

利用農地の民間投資家への配布、農業資機材の輸入税の免除など市場経済に対応する対策を

取ってきている。 

この間、国家計画は 5 カ年計画を継続してきており、現在第 5 次 5 カ年計画（2011-12 年～

2015-16 年）を実施中である。この計画のなかで、特に農業セクターとサービスセクターに力

を注ぐとともに、年間 10.5％の経済成長率を目標に掲げている6。 

また、2011 年 3 月の新政権誕生以降、ミャンマー政府は積極的な開放政策をとり始めており、

同年 5 月 20～21 日に開催された「農村開発・貧困緩和に関する国家レベルのワークショップ」

で、大統領は「人口の 70％は農村地域に居住し、彼らは国家の主生産力となっており、農業分

野、畜水産分野の開発、気候変動への対応による食料安全保障、農村収入の増加、貧困緩和は

最優先課題とする」との指針を出し、各州と地域の現況に基づき、ミレニアム開発目標（MDGs）

に沿って、2014～15 年に達成すべき削減目標を表２－19 のとおり定めた。 

 

表２－19 各州・地域の貧困率と削減目標 

 
州／地域 

貧困率（%） 

2005 年 2010 年 2015 年削減目標 

1 Kachin State 44.2 28.6 22.1 

2 Kayah State 33.6 11.4 16.8 

3 Kayin State 11.8 17.4 5.9 

4 Chin State 73.3 73.3 36.7 

                                                        
6 IMF “2011 Annual Meeting: Governor Statement”, 2011 
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5 Sagaing Region 26.6 15.1 13.3 

6 Tanintharyi Region 33.8 32.6 16.9 

7 Bago Region 31.6 18.3 15.8 

8 Magway Region 42.1 27.0 21.1 

9 Mandalay Region 38.9 26.6 19.5 

10 Mon State 21.5 16.3 10.8 

11 Rakhine State 38.1 43.5 19.1 

12 Yangon Region 15.1 16.1 7.5 

13 Shan State 46.1 33.1 23.1 

14 Ayeyarwady Region 29.3 32.2 14.7 

 全 国 32.1 25.6 16.1 

出典：農村開発・貧困緩和に関する国家レベルワークショップ（2011 年 5 月 20～21 日）資料 

 

２－３－２ 農業開発計画 

「Myanmar Agriculture in Brief 2012」に「政策、目標、戦略 （Policy, Objectives and Strategy and 

Targets）」の記載があり、その内容は以下のとおりである。 

 

（１）政 策 

１）高収量で高品質な種子の生産を強化し、利用を促進する。 

２）先進的な農業技術の普及のために農民及び普及員への訓練・教育を実施する。 

３）持続可能な農業の発展のための研究・開発を進める。 

４）従来の農業方式から農業機械化、気象条件に適した生産方式への移行及び灌漑面積の

拡大を進める。 

５）従来の農業法規・規則を現状に合わせて改正する。 

 

（２）農業セクターの目標 

１）農産物及び食糧生産に係る競争力の獲得及び保持。 

２）農村部の住民の知識、技術を近隣先進国レベルに向上させる。 

３）地方部の工業及び社会インフラを改善する。 

 

（３）第 5 次短期計画（20011/12～2015/16）の目標 

１）正味耕作面積を 1,360 万 ha まで拡大するとともに作付率を 168%に引き上げる。 

２）稲の平均収量を 4.28t/ha に引き上げ、生産量を 3,300 万 t に増大させる。 

３）灌漑面積を 230 万 ha に拡大する。 

４）農業統計の精度向上の活動を強化する。 

５）国際競争力強化のために高品質で標準化された高付加価値作物の生産を強化する。 

６）農民にとって収益性、持続性のある市場を構築する。 

 

２－３－３ 本計画と上位計画の整合性 

ミャンマー政府は、貧困緩和を最優先課題とするなか、人口の 70%を擁する農村開発を推進
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しなければならないとし、その中心となる農水畜産業を中心に地域経済の振興を図り、農民を

中心とする地域住民の所得向上をめざしている。 

市場経済の導入による新たな農業の発展には、市場のニーズに合った量や質の生産物を競争

力のある価格で供給する必要があり、灌漑面積の拡大や優良種子の普及などとともに、機械化

による生産性の改善や生産物の付加価値の向上が必要であるとし、これの推進を図っている。 

このことから、本 2KR による農業機械の供与計画は、上記のとおり農民を中心とする地域住

民の所得向上と貧困率削減をめざす、ミャンマー農業の機械化政策に合致するものである。 
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第３章 ミャンマーにおける 2KR の実績、効果及びヒアリング結果 
 

３－１ 実 績 

ミャンマーに対するわが国の 2KR は、1988 年以降は、1994 年、1998 年と供与した後、しばら

く供与はなかったが、2012 年に採択され、調達された農業機械類（トラクター、コンバイン）が

2014 年 2 月・3 月にミャンマーに到着予定である。なお、2008 年の 2KR は FAO を通じて供与さ

れたもので、種子、肥料、農薬などの資材が調達されており、農業機械は含まれていない。これ

までの供与金額を整理すると表３－１のとおりである。 

 

表３－１ 対ミャンマー2KR の年度別供与金額と累計 

年 度 1984 1985 1986 1988 1994 1998 2008* 2012 累 計

E/N 額（億円） 25.0 25.0 25.0 24.0 10.0 8.0 2.0 2.3 121.3 

*：FAO（国連食糧農業機関）経由 
出典：JICS 

 

上記の実績における調達資機材の種類と数量は、表３－２に示すとおりである。 

 

表３－２ 年度別調達品目と数量 

調達資機材 1984 1985 1986 1987 1994 1998 

農薬*1 1 ロット 1 ロット 1 ロット 1 ロット - - 

肥料（尿素） 42,274 t - - - 10,500 t 3,400 t 

肥料（TSP） - 28,662 t 32,907 t 32,900 t 5,500 t 1,330 t 

肥料（塩化カリ） - - - - 2,500 t 900 t 

歩行用トラクター - - - - 306 台 222 台 

乗用トラクター（二輪） - - - - 216 台 - 

乗用トラクター（四輪） - - - - - 93 台 

リーパー - - - - - 24 台 

作業機*2 - - 100 台 - 652 台 192 台 

農機（その他）*3 - 1 ロット 1 ロット 1 ロット 1 ロット 1 ロット 

種子選別機 - - 2 台 - - - 

自動脱穀機 - - - - - 12 台 

噴霧器 - 2,000 台 6,000 台 - - - 

灌漑用ポンプ - - - - 104 台 - 

ブルドーザー - - - - - 4 台 

*1：フェンバレレート、チオファネートメチル等、 
*2：タイヤ、ホース、スペアパーツ等 
*3：ディスクプラウ／ハロー、ボトムプラウ等 
備考：2012 年度 2KR は調達中 
出典：JICS 
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３－２ 効 果 

2KR で過去に供与された機材は、1998 年以前にさかのぼり、また実施機関が MOAI ではなく

国境地域・少数民族開発省であったこと、機材の配付が辺境地域であったことから、現地調査期

間で供与機材の現状や利用効果を確認することはできなかった。 

なお、過去の調査では、以下の情報が確認されている。 

 

（１）ミャンマー連邦共和国平成 24 年度貧困農民支援（2KR）準備調査報告書（平成 25 年 2 月） 

Pyinmana の AMD 中級修理センターでは、Naypyitaw に隣接して訪問者も多いことから、

トラクターの修理作業のデモンストレーション用にマッセイファーガソンの 3 台のトラク

ターが利用されており、このトラクターがかつて 2KR で供与されたものだとの説明を受けて

いる。 

AMD の農業機械化ステーション（Agricultural Mechanization Station：AMS）の中心機材は、

いまだに 1960 年代から 1990 年頃までに配置された Zetor 型トラクターで、各地の AMS でみ

ることができる。これらのトラクターがスクラップされる際、AMD は可能な限りの修理を

施して（車体以外のエンジンやギアボックスをはじめほとんどの部品が交換されている例も

少なくない）利用し続けている。ミャンマーでは一般車両も含めて、機材が遊休放置される

ことはほとんどなく、2KR で供与された機材も同様に利用されてきていると考えられる。 

 

（２）農業機械化に関する情報収集・確認調査報告書（平成 24 年 12 月） 

Shan 州南部の Shawenyaung にある AMD No.85 農業機械化ステーション（AMS）で、1994

年度の 2KR で供与されたマッセイファーガソンのトラクター9 台が、まだ現役で機械サービ

スに利用されているのが確認報告されている。AMD は全国にある 99 カ所の AMS のトラク

ターについて、地域のニーズに対応して適宜配置換えを行っており、これらのトラクターに

ついても、当初の辺境地域での役割を終えて、配置換えされたものである。 

 

（３）平成 12 年度ミャンマー連邦 2KR 現地調査報告書（平成 13 年 2 月） 

本報告書で、平成 10 年度 2KR で供与された資機材の利用に関する評価調査が行われてい

る。1998 年度実施の 2KR は通常の 2KR と大きく異なり、「食糧増産」に加え「ケシ栽培撲滅」

に資することも目的とし、ミャンマー国内の Shan 州、Sagaing 管区、Kachin 州、Chin 州を対

象地に、コメ、メイズ、コムギ、ソルガム、ソバ、マメ類の増産のために肥料、農機、建設

機械の購入資金として 8 億円を供与した。その総括内容は以下のとおりである。詳細は当報

告書を参照されたい。 

・複数サイトで 2KR 実施後は実施前に比べコメ等の生産性が向上していたことが確認され

た。理由としては肥料・農機が安価に提供されたことにより、肥料・農機を活用する農民

側のモチベーションが高まったことが挙げられる。生産性向上の要因は 2KR のみではない

が、少なからず貢献したことは間違いないと考えられる。 

・複数のサイトで、農場の立ち上げに 2KR 農機が威力を発揮した例が確認された。 

・ケシ栽培者が他の換金作物に転向するのを支援する農場において、2KR で供与された農機

がその立ち上げに貢献した例が確認された。 
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３－３ ヒアリング結果 

先に述べたとおり、かつて 2KR で供与された機材の配付地域での農家をはじめ利用関係者への

ヒアリング調査は実施できなかった。 
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第４章 案件概要 
 

４－１ 目標及び期待される効果 

 AMD は本計画で導入する農業機械を、計画対象の 5 地域（後述）を所轄する AMS に配置し、

対象地域の農民に圃場準備作業と収穫・脱穀の機械サービスを提供することによって、圃場準備

作業機械化率を 100%とするとともに収穫・脱穀作業の機械化率も向上させることで、対象地域

の土地利用の集約率（雨期作稲、冬作物、夏作稲）を 200%または 300%とすることを目標とし、

結果として小規模・零細農民を含む地域農民の生計向上をめざしている。 

 具体的には、 

① 圃場準備作業の機械化率を 100%とすること、 

② 稲の収穫の機械化率を、20%～100%とすること、 

③ 冬作物（豆類）及び夏作稲の作付率を向上させ土地利用の集約率を 200%または 300%とす

ることである。 

 対象地域の農民ヒアリング及び AMS への調査で確認された、上記の機械サービス強化計画に

よる期待効果は以下のとおり整理される。 

 

現 状  2KR 機械サービス提供後の効果 

1． 地域のトラクター台数が不足しているた

めに機械サービスを受けられない。 

2．AMS が保有するトラクターは古く、2WD

であるため湛水田での使用ができない。 

 

3．圃場準備作業及び収穫作業を畜力・人力で

行うために時間がかかり、播種・田植えの

時期が遅れ減収となる。 

4．農作業を畜力・人力で行うために時間がか

かるため、年間 3 作は難しい。 

5．稲の手刈りによる収穫では収穫ロスに損失

が大きい。 

6．畜力・人力による作業では作業精度にむら

があり、作物の品質確保が難しい。 

7．人件費の高騰により、畜力・人力による農

作業コストが高い。 

8．人手不足により農業労働力の確保が難し

い。 

9．家族労働による農作業は負担となってい

る。 

 1．AMS に新規にトラクターを配備することによ

り広範囲な機械サービスが可能となる。 

2．4WD のトラクターを配備することで湛水田で

の作業が可能となり、代掻き作業にも対応が

可能となる。 

3．機械サービスの強化により、農作業の効率化・

迅速化が図られ、適期内作業が可能となり、

作物収量が増加する。 

4．機械の利用により作業時間が短縮され、年間 3

作が可能となる。 

5．コンバインによる稲の収穫を行うことで、収

穫ロスを 10%程度低減できる。 

6．農作業の機械化により作業精度が向上し、作

物の品質も良くなる。 

7．機械の利用により省力化が図られ、農作業コ

ストが削減される。 

8．機械化により少ない労働力での作業が可能と

なる。 

9．農作業の機械化により家族内労働の負担が軽

減され、就業・就学の機会が増える。 

図４－１ 対象地域への機械サービス提供強化による効果 

 

４－２ 実施機関 

４－２－１ 組 織 

実施機関は、AMD である。 

AMD には次の 6 つの役割が規定されている。 

① 農地開発と基盤整備 
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② 耕作準備、収穫・脱穀の機械サービスの提供 

③ 適正農業機械の生産と販売 

④ 農業機械の研究と開発 

⑤ 山岳地域での畑の開拓 

⑥ 圃場機械利用技術の農民への普及と生産技術の民間への普及 

上記のうち、①～③及び⑤については、何らかの活動が行われているものの、④の活動につ

いては実体がなく、⑥については、農民に対して農業機械の運転、維持管理、修理技術の訓練

コースが強化されている。本 2KR で供与が計画されている機材は、②の役割の強化に資するこ

ととなる。 

 

（１）組織と人員 

AMD は、もともと 1962 年に設立された Agricultural Rural Development Cooperation とい

う組織の傘下の一部門としてとして組織され、1972 年に部局として独立した。 

現在、全国合わせて 6,000 名強のスタッフが在籍しており、16 の地域・州レベルの事務

所、23 の郡（District）レベルの事務所、そして 99 の AMS、3 カ所の農業機械生産工場、

10 カ所の修理センター、2 カ所の訓練センターをもつ。スタッフのうち 315 名が行政官で

あり、他が一般職員である。その詳細は、図４－２に示すとおりである。 

 

（２）予 算 

過去 5 カ年の AMD の予算と経費の実績を表４－１に示す。主な収入は 3 カ所の農業機

械生産工場で生産する機械（主に耕耘機及び交換部品）の売り上げと、全国 99 カ所の AMS

での機械サービスの売り上げである。 

なお、最近は AMD 工場生産品以外の輸入農業機械も、輸入業者からの仕入れ販売を行っ

ている。昨年度は政府の予算執行を受けて行われ、総台数 131 台のトラクターが調達され

た。131 台のインドの Sonalika 製、Agrofarm 製、タイ・クボタ製（5 台のみ）のトラクター

を Good Brothers 社から購入。Sonalika 21 台とクボタ 5 台は、Naypyitaw 地域のモデル機械

化農場の開発地で国の資金で使用され、残りの 105 台はすべて販売する計画である。販売

条件は無利子 3 年ローン（3 回均等払い）である。 

今後全国に 99 カ所ある AMS をどのように再編するのかは、まだ明らかになっていない

が、このネットワークが農業機械の販売会社にとっては魅力のある販売チャネルであるこ

とは間違いない。 

 

表４－１ AMD の予算と経費の実績 

単位：百万チャット 

年 度 配布予算 経費実績 収 入 

2007～08  15,356  15,257  10,135 

2008～09  23,835  23,346  8,207 

2009～10  17,201  16,933  3,794 

2010～11  18,307  18,304  6,576 
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2011～12  17,972  17,853  8,708 

2012～13  22,190  21,821  11,429 

出典：AMD 

 

2013 年から 3 カ年の計画予算は表４－２のとおりである。 

 

表４－２ AMD の収支と予算の 3 カ年計画 

単位：百万チャット 

内 容 2013/14 2014/15 2015/16 

収 入  

 機械販売と機械サービス 9,749 9,879 10,009

 その他 41 45 50

収入合計 9,790 9,924 10,059

支 出  

機械生産と機械サービス経費 15,247 1,538 15,526

 原材料と部品 12,308 12,382 12,465

 サービス経費 598 610 621

その他 2,342 2,390 2,440

 研究開発 100 110 120

 修理、維持管理 2,095 2,117 2,140

 その他 147 163 180

人件費 6,923 6,923 6,923

間接税 （収入税を除く） 60 60 60

支出合計 22,230 22,356 22,509

予 算 22,190 22,190 22,190

出典：AMD 
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４－２－２ 対象 AMS の現況 

AMD は全国に 99 カ所の AMS を配置しているが、本 2KR で調達される農業機械が配付され

る AMS の現況は以下のとおりである。 

 

（１）組織・人員配置 

各 AMS の分野別人員配置は表４－３のとおりである。 

 

表４－３ 対象 AMS の職種別人員配置 

人員配置 
対象 AMS 

No. 45 No. 84 No. 43 No. 98 No. 3 

職 種 Nattalin Pyinmana Madayar Oattwin Shwebo 

＜職種・職位＞  

所長 Staff Officer 1 1 1 1 1

副所長 Assistant Officer 3 3 3 3 3

事務官 Office Staff 5 2 5 4 5

倉庫管理官 Store Keeper 2 2 1 1 2

機械修理技師 Mechanic 2 3 4 3 2

機材オペレータ Operator 21 80 19 21 20

合 計 34 91 33 33 33

＜機械サービス事業内容による分類＞  

管理部門 10 6 6 8 9

機材維持管理部門 3 5 8 4 4

機材オペレータ 21 80 19 21 20

合 計 34 91 33 33 33

出典：AMD 

 

（２）財務概要 

各 AMS の 2012 年の財務内容は次のとおりである。 

 

表４－４ 対象 AMS の財務状況（2012/13 年度） 

単位：百万チャット 

収 入： 

費 目 No. 45 No. 84 No. 43 No. 98 No. 3 備 考 

予算配付 39.14 63.27 37.33 36.24 40.53  

機械サービス収入 15.60 19.74 15.99 18.85 21.84 国庫へ振り込む 

機械販売収入 55.76 65.31 43.88 11.56 65.24 国庫へ振り込む 

機械部品販売収入 0.16 1.21 上に含む 3.07 上に含む 国庫へ振り込む 
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農地整備サービス収入  11.81  国庫へ振り込む 

スタッフ宿舎賃貸収入  0.22 国庫へ振り込む 

    

合 計 110.66 149.54 109.01 69.73 127.83  

経 費： 

費 目 No. 45 No. 84 No. 43 No. 98 No. 3 備 考 

人件費 16.40 46.38 26.14 24.58 28.65  

管理費 22.74 16.70 9.68 11.52 7.17  

機材維持・修理費 上に含む 上に含む 1.31 上に含む 2.68  

合 計 39.14 63.08 37.13 36.10 40.14 ほぼ予算と同額 

上記の費用の内訳（一部） 

費 目 No. 45 No. 84 No. 43 No. 98 No. 3 備 考 

管理事務経費（通信費） 

   （電気代） 

0.17 

0.27 

0.11

0.09

0.14

0.06

0.14 0.14 

0.24 

 

燃料費   本部から 2.5 ガロン/

エーカーで現物支給 

合 計 0.44 0.20 0.20 0.14 0.38  

出典：AMD、各 AMS 

 

（３）農業機械の配備状況 

各 AMS の農業機械の配備状況は次のとおりである。各 AMS とも非常に老朽化したトラ

クターを修理しながら利用している。現状の農業機械サービスは基本的にこれらのトラク

ターによる賃耕または農民へのトラクターの年間貸し出しを行っている。作業期間が雨期

作稲用耕作、冬作物用耕作及び夏作稲用耕作の 1 年に 90 日程度と限定されていることか

ら、機械サービスの拡大には新規トラクターの導入が不可欠な状況である。 

コンバインによる稲の収穫に係るサービスは Pyinmana AMS（No. 84）で韓国製の自脱型

コンバイン（70Hp）を保有している。ほかには各州・地区事務所にてインドの援助による

大型コンバイン（90Hp）各 1 台を保有しているが、タイヤ式で湿田での使用に難があるこ

と、また機材が大型で圃場へのアクセスに問題があることからあまり使用されていない状

況である。 
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表４－５ 対象 AMS の農業機械の配置状況 

Nattalin（No. 45） 

導入年 機械名 台 数 備 考 

1964～1992 1 

Zetor (50) Super 

チェコスロバキア製 

（中古） 

13 

50Hp, 2WD 

油圧システムが旧式で古く、プラウの上下操作

に時間がかかる。ステアリングシステムも古く

ターンが出来ない場合がある。 

1996～1997 2 
Shanghai SH-654 

中国製、（中古） 
5 

65Hp, 2WD 

クランクシャフトが破損しやすい。オイルポン

プの故障が多い。 

  計 16  

（AMS の要望） 

雨期作の稲の圃場準備作業においては、湿田状態での作業となるためギアボックスその他に関しての防水

機能が重要である。湿田での作業では 4WD が必要である。 

Pyinmana（No. 84） 

導入年 機械名 台 数 備 考 

2012 1 
Indo Farm 4190 

インド製 
9 

90Hp, 4WD 

三点リンク金具のチェックチェーン及びドロ

ーバーの材質が悪く、ひび割れや破損が発生す

る。油圧トーションバーのナットの締め付けが

弱い。クラッチボックスとエンジンブロックの

接続、ボルト・ナットのジョイントが弱い。 

2012 2 
Indo Farm 4175 

インド製 
4 

75Hp, 4WD 

同上 

2012 3 
Sonalika Word Trac 90 

インド製 
5 

90Hp, 4WD 

燃料フィルターのインレット・アウトレットパ

イプの径が小さいため、レバー操作が重く、燃

費が悪い。燃料パイプの交換を頻繁に行ってい

る。PTO ドライブのギアメッシュの品質が悪い

（必要な強度に達していない）。 

2012 4 
Kubota L4708 

タイ製 
8 47Hp, 4WD 

2011 5 
DKC combine harvester 

韓国製 
1 70Hp, Head feed type, crawler type 

  計 26(1)  

Madayar（No. 43） 

導入年 機械名 台 数 備 考 

1982～1995 1 
Zetor 7011 

チェコスロバキア製 
12 

70Hp, 2WD 

コネクティングロッドの不具合が多い。機材が

老朽化し頻繁に故障する。ステアリングの油圧

システムに問題があり、急なターンが出来ない

ため旋回に時間がかかる。機材の主な破損・故

障はコネクティングロッドの破損、テーパー軸
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受け部の腐食等によるエンジンのピストン動

作にかかわる部分である。 

1982 2 
Zetor 7045 

チェコスロバキア製 
3 

70Hp, 4WD 

同上 

1984 3 
Zetor 7045 

チェコスロバキア製 
1 

70Hp, 2WD 

同上 

  計 16  

Oattwin（No. 98） 

導入年 機械名 台 数 備 考 

1982 1 

Zetor 7011 

チェコスロバキア製 

（中古） 

4 

70Hp, 2WD 

エンジンスタッドボルト（シリンダヘッド固定

ボルト）の劣化。油圧コントロールシステムの

状態が悪い。 

1984 2 

Zetor (50) Super 

チェコスロバキア製 

（中古） 

1 

50Hp, 2WD 

車軸の破損及び後車軸の劣化がみられる。エン

ジンスタッドボルト（シリンダヘッド固定ボル

ト）の劣化。油圧コントロールシステムの状態

が悪い。 

1996～1997 3 
Shanghai SH-654 

中国製、（中古） 
7 

65Hp, 2WD 

クランクシャフトが頻繁に破損する。 

  計 12  

Shwebo（No. 3） 

導入年 機械名 台 数 備 考 

1982 1 

Zetor 7045 

チェコスロバキア製 

（中古） 

15 

70Hp, 4WD 

トラクターは非常に古く、頻繁に修理を行って

いる。ピストン、スリーブの品質が低く、修理

が必要である。インジェクションポンププラン

ジャー、ノズル、バルブ品質が低く、修理が必

要である。油圧ポンプ、ディストリビュータは

頻繁に修理を行っている。 

  計 15  

 

（４）対象 AMS の機材維持管理状況 

前述したとおり対象 AMS の保有機材は、近年新しい機材が導入された Pyinmana（No.84）

を除いては 1960～90 年代に導入された機材で、いずれも更新の時期を迎えている。AMS

が保有する維持管理のための修理用機材工具・機材も非常に限られており、AMD が各地

に保有するワークショップのサポートを受けながら、古い機材の維持管理を行っている。 

AMS の保有機材は非常に古く、修理用機材工具も少ないが、よくメンテナンスが行われ

ており、壊れたまま放置されている機材はなく、全般的に機材の維持管理状況は良い。各

対象 AMS の機材維持管理状況は以下のとおりである。 

 



－43－ 

１）Nattalin（No.45） 

保有する 16 台の古いトラクターに係る修理、維持管理は、基本的に AMS にて行って

いる。通常のメンテナンス、修理は AMS にてメカニックとトラクターオペレータが行

う。修理用機材工具は古く、非常に少ない。電気溶接機、ハンドグラインダ、ノズルテ

スタ、油圧ジャッキ等を所有。ボックスレンチセットは 1 つであり、工具類は少ない。

油圧ジャッキを使用してギアボックス、エンジン部分の切り離しを人力で行う。エンジ

ンのオーバーホールもここで行う。精密な溶接、削り、部品の製作等は近隣の小さな民

間修理工場（旋盤、ボール盤、溶接機、切断機等所有）にて行っている。 

保有する 16 台のトラクターはすべて 1 年契約にてオペレータ付きで希望する農民に

レンタルされ、現場ではオペレータが運用・維持管理を行っている7。トラクター貸し出

しに係る修理費の負担は、貸し出して最初の修理は AMS が負担するが、2 回目からは農

民側の負担となる。トラクターの年間レンタル価格内訳は以下のとおりである。 

・Zetor（チェコ製）50Hp：200 エーカー x 6,500 チャット/エーカー=130 万チャット/年 

・Shanghai（中国製）65Hp：300 エーカー x 6,500 チャット/エーカー=195 万チャット/年 

トラクターの年間作業状況はおおよそ次のとおり。 

・10～12 月：冬作・裏作の耕耘整地 

・1～2 月：AMS 

・3～4 月：雨期作稲の耕耘整地 

・5～9 月：AMS。7～9 月に全 16 台のトラクターの点検・修理を行っている。 

２）Pyinmana（No. 84） 

首都 Naypyitaw 近郊のモデル農場を対象としている。トラクター26 台、コンバイン 1

台を所有しており、いずれも 2012～2013 年に導入された新しい機材である。また、同一

敷地内に全国に 8 カ所ある AMD の中級ワークショップのひとつである Pyinmana 

Medium Workshop を有する。 

AMS 保有の修理機材工具は古い電気溶接機以外は若干の工具類のみである。修理が必

要な場合には同一敷地内の AMD Pyinmana 中級ワークショップを利用する。同ワーク

ショップはメカニック 10 名、テクニシャン 20 名を擁し、旋盤、スライス盤、ボール盤

等ひととおりの工作機械が揃っており、エンジン、ギアボックス等さまざまな修理に対

応できる。このワークショップは Pyinmana を含む 5 AMS を対象としている。必要なス

ペアパーツは Yangon から取り寄せる。 

本 AMS ではトラクターの年間貸し出しは行っておらず、AMS が各農民に直接賃耕

サービスを行っている。AMS による直接賃耕システムは 2012 年からの新規機材の導入

を受けて開始されたが、モデルファームとしての特別なケースと考えられる。サービス

対象地域内に 2 カ所の地域内サービスステーションを設け、それぞれ 5～10 台のトラク

ターを待機させて、トラクター賃耕サービスを実施している。機材のサービス料金は以

下のとおりである。 

・プラウ耕起＝1 万 8,000 チャット/エーカー（1 回） 

・ ロータリ耕耘＝1 万 8,000 チャット/エーカー（1 回又は 2 回、1 回：9,000 チャット/エー

                                                        
7 AMD 局長によると、年間貸し出しシステムは 2014 年 3 月で終了し、2014 年 4 月以降は AMS が直接賃耕するシステムに戻

るとのこと。 
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カー） 

・コンバイン収穫＝4 万 5,000 チャット/エーカー 

３）Madayar（No. 43） 

AMS の保有機材はトラクター16 台で、1980 年代前半に導入されたチェコ製トラク

ターがほとんどでかなり古いが、塗装し直したボディもきれいで、良く整備されている。

機材の日常のメンテナンス、修理は主にオペレータとメカニックにより行われている。

エンジン、ギアボックス等に係る大修理に関しては AMD の Inngone メインワークショッ

プに機材を輸送して修理を行う。溶接、エンジンヘッド部分等の中修理は近隣の民間ワー

クショップを利用する。 

トラクター作業の少ない 10 月の第 2 週には、AMD の Inngone メインワークショップ

からメカニックを 1 週間派遣して、全トラクターの機能・状況確認及び必要な修理を行っ

ている。この作業は AMS の 20 代の若いメカニック・オペレータへの技術移転の場とも

なっている。スペアパーツは AMD 本部からの供給が 50%程度で残りの半分は Mandalay

のディーラーを通じて供給している。AMD からの供給部品はラジエター、ステアリン

グ関連部品、コネクティングロッド、ピストン・リング、タイヤ、バッテリー等、ディー

ラーからはその他の小部品を供給している。 

現状でのトラクター貸し出し状況は、AMS が直接行う賃耕方式が全 16 台中 14 台（7

台稼働中、7 台は故障し AMD ワークショップにて修理中で 3～6 カ月が必要）、農民へ

の年間貸し出しが 2 台となっている8。支払料金・方式は賃耕がプラウ 1 回で 1 万 3,000

チャット/エーカー、ハロー2 回で 1 万 3,000 チャット/エーカー、作業終了後現金払い。

年間貸し出しは 70Hp クラストラクターで 195 万チャット/年を半額前払い、残りは 12

月に裏作作業終了後に支払いする。貸し出し農家は 25～30 エーカーの農地を所有してい

る。農家の支払が滞ることはなく、回収に問題はない。 

聞き取りによると、機材の修理、維持・管理に係る問題点として以下が挙げられた。 

① 運用・維持管理に係る予算が十分ではない。 

② スペアパーツの品質が低い。 

③ 若いメカニック、オペレータへの技術移転が必要である。 

④ 機材が古く老朽化しているため、更新が必要である。 

⑤ ワークショップの修理用機材・工具の配備が必要である。 

また、ハローディスクプラウ及びロータリティラーの採用に関しての現場の意見とし

ては以下が得られた。 

ハロープラウの使用により作業の効率化が図られ、裏作の豆類の作付を作業適期内に

行える。通常、ロータリで 2 回耕耘またはプラウで 1回耕起後ハローで 1～3 回砕土を行っ

ていた耕耘整地作業をハロープラウにより 1 回の耕耘整地で行える。 

稲作の耕耘整地作業は通常プラウで 1 回耕起後ハローで 2～3 回砕土を行うが、ロー

タリの使用により 1 回の耕耘で行えるため、圃場準備作業時間が短縮される。また、湛

水田での作業となる代掻き・均平作業にも有効である。 

 
                                                        
8 AMD 局長によると、年間貸し出しシステムは 2014 年 3 月で終了し、2014 年 4 月以降は AMS が直接賃耕するシステムに戻

るとのこと。 
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４）Oattwin（No. 98） 

トラクター12 台を保有するが 1980～82 年に 5 台、1995～96 年に 7 台が中古で導入さ

れたものであり、いずれも老朽化した機材である。トラクター用インプルメントも古く、

既に使用できないものもある。AMS が保有する修理用機材・工具は油圧ジャッキ（10t）

と工具セットのみである。AMS では機材のメンテナンスとマイナー修理のみを行ってい

る。エンジン、ギアボックス等の大修理は Yangon の AMD メインワークショップにて行

う。また、一部修理は近隣の民間ワークショップに依頼している。 

現在、トラクター貸し出しサービスは年間貸し出しのみを行っている9。貸出価格は

50Hp クラスで 130 万チャット/年（200 エーカー/年）、65Hp クラスで 195 万チャット/年

（300 エーカー/年）である。支払いはトラクター貸し出し時に 50%、6 カ月後に残りの

50%である。農民の賃貸料の支払いに問題はない。新規に導入されるトラクターに関し

ては、年間貸し出しではなく AMS が直接に賃耕サービスを行う。賃耕料は 9,000 チャッ

ト/エーカー（現行では 6,500 チャット/エーカー）となる。年間貸し出しを行っている農

家は、農地を所有している農家で、所有面積は 5～35 エーカーで、平均で 12 エーカー程

度である。農家への貸し出しサービスは、以下により決定している。 

① 前金 50%の支払いが早いもの 

② より大きな農地を保有するもの（5 エーカー以上） 

③ 村落の行政委員会の承認を得たもの 

農民と AMD 間で結ばれる年間貸し出し契約書には村落行政委員会の承認レターを添

付する。 

５）Shwebo（No. 3） 

トラクターは 1982 年に中古にて導入されたチェコ製の Zetor7045 70Hp、4WD を 15 台

（3 台は AMD 本部修理工場にて修理中）保有しているが、いずれも古い機材で更新の

必要がある。スペアパーツ倉庫は部品保有は少ないが、棚に整然と整理され、各パーツ

を在庫確認カードによりチェックしており、スペアパーツ管理体制もしっかりしている。

AMS 保有の修理用機材は電機溶接機、ハンドドリル、油圧ジャッキ（10t）2 個、ガント

リークレーン 2 t 及びレンチ等の工具類である。 

機材のメンテナンス・修理システムとしては、トラクターオペレータが記入した機材

稼働状況記録をアシスタントオフィサー（機材維持管理責任者）が確認・判断して、必

要と思われる修理に関して所長に報告する。トラクターオペレータとメカニックが機材

のメンテナンス及び修理を行っている。大修理（エンジンクランクシャフト、コネクティ

ングロッド、インジェクションポンプの調整等）が必要な場合には AMD の Monywa 

Medium Workshop にて修理を行う。民間修理工場の利用はほとんどない。他の AMS に

比べてメカニックのレベルが高いことから、メディアムワークショップからの定期的な

メカニックの派遣は必要ないとのこと。修理用機材・工具に関しても十分ではない（不

足してはいるが）が他の AMS に比べて充実している。 

トラクターの貸し出しはオペレータに対しての年間貸出を行っており、AMS とトラク

ターオペレータが年間貸出契約を結んでいる。この方式を始めて 8 年になるが、各オペ

                                                        
9 AMD 局長によると、年間貸し出しシステムは 2014 年 3 月で終了し、2014 年 4 月以降は AMS が直接賃耕するシステムに戻

るとのこと。 
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レータが継続して 1 台のトラクターを使い続けるので、トラクターの維持管理が良くな

り故障が減るとともに、賃耕業務へのモチベーションも上がるメリットがある。他の

AMS でも同様の貸し出し方式で賃耕業務を実施している例もある。トラクター貸出価格

は AMD の標準価格で、支払いは 2 回払いで、5 月と 10 月である。年間貸出契約書には

農民への貸し出しと同様、村落の承認が必要であるとともに他のトラクターオペレータ

の推薦も必要である。 

 

（５）対象 AMS の管轄エリアの機械化事情 

各 AMS の管轄エリアの機械化の概要は、表４－６のとおりである。 

AMS のトラクター作業面積（2012 年実績）は延べ作業面積が調査記録されているのみ

で、同一圃場で複数回の作業が行われている。また民間の所有機材に関してはトラクター

1 台当たりの年間作業面積を 200 エーカー、耕耘機 1 台当たりを 10 エーカーとして、作業

面積を算出した。 

 

表４－６ 対象 AMS 管轄エリアの機械化の概要 

内 容 
No. 45 

Nattalin 

No. 84 

Pyinmana 

No. 43 

Madayar 

No. 98 

Oattwin 

No. 3 

Shwebo 

管轄町（Township）* Nattalin Pyinmana 

1. Madayar 

2. Sint kuu 

3. Thapeikkyin 

Oattwin 

1. Shwebo 

2. Khin Oo 

3. Kyauk myaung

耕作面積（エーカー） 120,595 29,200 

1. 134,389 

2. 65,892 

3. 57,580 

Total：257,861

93,430 

1. 152,354 

2. 206,548 

3. 43,983 

Total：402,885 

AMD の所有機械（台） Tractor：16 
Tractor：26 

Combine：1 
Tractor：16 Tractor：12 Tractor：15 

民間の所有機械（台） 
Tractor：18 

Tiller：3,710 

Tractor：49 

Tiller：1,179 

1. Tractor：25 

  Tiller：3,041

2. Tractor：24 

  Tiller：251 

3. Tractor：71 

  Tiller：94 

（合計） 

Tractor：120 

Tiller：3,396 

1. Tractor：17 

  Tiller：2,729 

2. Tractor：5 

  Tiller：1,148 

3. Tractor：5 

  Tiller：98 

（合計） 

Tractor：27 

Tiller：3,975 

Tractor：49 

Tiller：1,179 

昨年の機械作業延べ

面積（Acre-turn） 

AMD：2,000 

民間：40,700 

合計：42,700 

AMD：2,908 

民間：21,590

合計：24,498

AMD：1,300 

民間：57,960 

合計：59,260 

AMD：2,751 

民間：16,160 

合計：18,911 

AMD：3,604 

民間：45,150 

合計：48,754 

*：各 AMS の管轄は複数の町であるが、AMS が立地し対象村落（Village Tract）を含む町の概況を確認した。 

 

４－２－３ AMD 研修センターの現状 

AMD は Mandalay 地域の Meiktila と Bago 地域の Phayargyi に研修センターを保有しているが、

現在は Phayargyi にある研修センターの利用は少なく、Meiktila の研修センターの活動が中心と
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なっている。 

Meiktila 研修センターは、1964 年に設立された施設であり、1984 年から AMD 職員の研修セ

ンターとして、トラクター及びコンバインを中心とする各種農業機械の運転・メンテナンス・

修理技術の訓練を実施してきている。センターは、35ha の敷地に、13 エーカーの実習農場、修

理工場、教室（5 室）、宿泊施設（男子 160 人、女子 80 人収容可）などがある。施設は維持管

理がよく、さまざまな機材が整備されているが、修理機材や農機は老朽化しており数量も不足

している。また、市場に新しく入ってくるコンバインなど新規機械の導入も進んでいない。な

お、2012 年度 2KR でトラクター、コンバインがそれぞれ 1～2 台、供与される予定である。 

 

（１）組織と人員配置 

部門別の人員配置は表４－７のとおりで、合計 88 名の職員が在籍している。訓練に要

する費用は、センターの一般管理費とは別に配布されており、この訓練費用の 2012/13 年

の予算配布額は約 6,000 万チャットであった。 

 

表４－７ Meiktila 研修センターの部門別人員配置 

部 門 役 割 人 数 

所長・副所長 運営管理 2 

管理部 総務、人事、維持管理など 20 

会 計 会計 3 

訓練部 

訓練の実施、研修生の管理 

（機械専門家 16 名、運転／修理専門家 25 名、一般

事務員 7 名） 

48 

資材部 訓練に必要な資機材のアレンジ 15 

 合 計 88 

出典：AMD 

 

農家向け研修は、ナルギス被災後、被災地に対して大量の農業機械が導入されたのが

きっかけとなり開始された。その後、MOAI 大臣の指示で、2011 年から農民向け「農機運

転管理修理技術訓練」コースの研修を強化している。3 カ月のコースで、トラクター、コ

ンバインを含む主要農機の運転管理修理技術を教えている。昨年は 4 回実施して 445 名の

農民が受講した。当コースは宿泊食事代も含めてすべて無料で行われている。 

受講生は AMD の本部で受け付けており、全国の AMD 事務所で勧誘が行われている。

本研修コースの存在が認知されるにつれて、受講希望者は増加しており、今年は、調査訪

問時点で、既に 3 コース、285 名の農民を訓練し、最終的に年度内に 4 コースの実施を計

画しており、約 400 名の受講が達成できる見込みである。 
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表４－８ Meiktila 研修センターの訓練プログラム実績（1962-2013） 

 
出典：AMD 

 

４－３ 要請内容及びその妥当性 

本 2KR に係る要請内容及びその妥当性は以下のとおりである。 

 

４－３－１ 対象作物 

対象作物は、雨期作の稲、乾期作のマメ類及び夏作の稲である。 

 

４－３－２ 対象地域及びターゲットグループ 

（１）AMS 

AMD は機械化優先地域・州から 5 地域を選定し、AMD の各地域事務所と検討を行い、

本 2KR で調達する機材により機械化を推進する対象村落を選定した。選定時の検討項目は

次のとおり。 

・灌漑用水があり、土地が肥沃で生産性が高い。 

・地域内の小規模農家が機械不足のために機械サービスにアクセスできていない。 

農家訓練

管理職
管理
職補

会計
倉庫
管理

一般
事務

機械
オペレー

タ
溶接 塗装

トラクタ
運転
修理

農業機
械利用

機械
製造

農業機械
運転維持

管理

1962-1988 10 579 956 12,038 55 2,711 16,349

1989/90 33 210 243

1990/91 161 113 274

1991/92 102 157 259

1992/93 19 50 473 542

1993/94 14 9 181 110 314

1994/95 141 12 64 336 553

1995/96 39 6 71 123 935 204 1,378

1996/97 105 12 172 390 90 769

1997/98 18 9 782 809

1998/99 90 288 6 94 103 25 499 120 1,225

1999/00 6 124 25 25 569 48 797

2000/01 41 124 60 235 696 1,156

2001/02 39 210 38 67 100 559 89 1,102

2002/03 14 109 51 114 21 309

2003/04 41 28 32 270 371

2004/05 28 46 48 343 98 385 13 37 998

2005/06 20 40 76 149 206 156 332 979

2006/07 22 26 87 59 292 486

2007/08

2008/09 31 2 150 183

2009/10 9 66 24 258 135 492

2010/11 9 4 33 161 100 282 373 473 181 1,616

2011/12 100 252 352

2012/13 139 445 584

2013/14 268 285 553

合計 32,693

AMD技術職訓練

年度 合計

AMD事務職訓練

トラクター
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・農民が営農に熱心 

・農地へのアクセスがよい 

・裏作の普及率が高い 

なお、Naypyitaw については、大臣の指導の下でモデル機械化農場を急速に拡大してい

るとともに、全国から訪問客も多く、上記に加え宣伝普及効果も考慮されている。 

対象地域に対して、最寄りの AMS から、導入機材による機械サービスを提供し、機械

化率を向上する計画である。裨益するターゲットグループは、次の 5 村落の直接的には農

業機械を所有しない小規模・零細農民を中心とする農民、及び間接的には住民である。 

 

表４－９ 対象地域とターゲットグループ 

対象地 ターゲット（間接） ターゲット（直接） 貧困率*

No. 地域／州 町 村落 人 口 戸 数 農業人口 農家数 % 

1 Naypyitaw Pyinmana Ala-yin-lo 3,655 691 768 270 31.6 

2 Bago(West) Nattalin Kyat-khat-wa-yone 1,875 325 1,462 256 15.9

3 Bago(East) Oattwin Kyat-tat-nyaung-pin 3,732 834 1,642 374 20.1

4 Mandalay Madayar Min-ga-lar Thiri 4,625 860 879 329 31.6

5 Sagaing Shwebo The-lone 3,423 830 1,027 426 14.9

Total     17,310 3,540 5,778 1,655  -

*：IHLCA Poverty Profile 2009-2010, UNDP, June 2011 による対象地域／州の農村（Rural）貧困率 
  ただし、Naypyitaw は Mandalay 地域とした。 
出典：AMD 他関係者から聴取 

 

各対象地域の概況は次のとおりである。 

 

表４－10 各対象地域の概況 

 
町 村落 

農地面積 農地所有者 
農地所有状況等 

エーカー 人 

1 Pyinmana 
Ala-yin-lo 

（Ma-za-li-kone 含む） 
985 270 

平均所有面積 3.6 エーカー（1～

21 エーカー） 

2 Nattalin Kyat-khat-wa-yone 1,855 256 
平均所有面積 7.2 エーカー（2～

15 エーカー）、8 村からなる。 

3 Oattwin Kyat-tat-nyaung-pin 2,000 374 
平均所有面積 5.3 エーカー（2～

26 エーカー）、6 村からなる。 

4 Madayar 
Min-ga-lar Thiri 

（Lantaung 含む） 
2,300 329 

平均所有面積 7.0 エーカー（1～

32 エーカー） 

5 Shwebo The-lone 2,743 426 
平均所有面積 6.4 エーカー（2～

50 エーカー）、3 村からなる。 

合 計 9,883 1,655 

出典：対象地域の AMS 及び農民から聞き取り 
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表４－11 各対象地域の農業機械の所有状況 

 
町 村落 

農業機械数 
備 考 

トラクター 耕耘機

1 Pyinmana 
Ala-yin-lo 

（Ma-za-li-kone 含む） 
-  57 

耕耘整地は耕耘機 7 割、AMS トラクター

3 割、収穫は AMS コンバインがメイン。

2 Nattalin Kyat-khat-wa-yone -  73 耕耘整地は耕耘機 5 割、牛耕 5 割。 

3 Oattwin Kyat-tat-nyaung-pin 3  88 耕耘整地は耕耘機 2 割、牛耕 8 割。 

4 Madayar 
Min-ga-lar Thiri 

（Lantaung 含む） 
- 160 耕耘整地は耕耘機がメイン。 

5 Shwebo The-lone - 160 耕耘整地は耕耘機がメイン。 

出典：AMD 要請書及び対象地域の農民から聞き取り 

 

以下、対象地域について AMS の担当者と農民から聞き取った概要を記載する。 

 

<対象地域の栽培作物> 

 町 村 落 概 要 

1 Pyinmana 
Ala-yin-lo 

（Ma-za-li-kone含む） 

○雨期作の稲、冬作のマメ類及び夏作稲の三作を行っている。

稲は移植・直播が半々である。対象村落は機械化モデル圃場

で肥料・農薬の使用もあり収量は高い。 

2 Nattalin Kyat-khat-wa-yone 

○雨期作の稲、裏作として冬作マメ類または夏作稲の二作であ

る。稲は圃場が均平でないため移植による。灌漑水が豊富な

場合には裏作にマメ類に比べ収入の多い夏作稲を植える。 

3 Oattwin Kyat-tat-nyaung-pin 

○雨期作の稲、冬作のマメ類及び夏作稲の三作または雨期作・

夏作稲の二作。灌漑水が豊富な場合には三作を行う。雑草、

圃場の均平の問題があり、稲はすべて移植による。 

4 Madayar 
Min-ga-lar Thiri 

（Lantaung 含む） 

○雨期作の稲、裏作として冬作マメ類または夏作稲の二作であ

る。一部の乾燥した耕地ではゴマも栽培している。洪水エリ

アでは夏作稲一作のみ。稲は播種による。 

5 Shwebo The-lone 

○雨期作稲、夏作稲の二作である。政府により稲作が奨励され

ており、雨期作稲は輸出用で収益性の高い短粒種を栽培して

いる。機械化が進めば三作も可能である。雨期作稲は移植、

夏作稲は播種を行っている。 

<対象村落の農作業内容> 

 町 村 落 概 要 

1 Pyinmana 
Ala-yin-lo 

（Ma-za-li-kone 含む） 

機械化モデル圃場であり、農作業の機械化が進んでいる。稲作

では耕作の 80%がトラクター又は耕耘機、20%が牛耕による。

 

○耕作方法：稲の場合 

・プラウ耕起 1 回とロータリ耕耘 1 回（70%）またはロータリ耕

耘 2 回（30%）。 

○マメ類の場合 
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・プラウ耕起 1 回とロータリ耕耘 1 回（80%）またはロータリ耕

耘 2 回（20%）。 

○対象村落の 10%で AMS の田植機により、田植えが行われてい

る。 

○対象村落の 90%で MOAI がデモンストレーション用に集めた

コンバインにより、収穫作業が行われている。 

○平均単収は、雨期作稲 80 バスケット（4.1t/ha）、マメ 20 バス

ケット（1.6t/ha）、夏作稲 120 バスケット（6.2t/ha）である。

2 Nattalin Kyat-khat-wa-yone 

地域のトラクター台数は少なく、機械利用は耕耘機による賃耕

が多い。 

 

○稲の耕作は牛耕によるプラウ耕 1 回、耕耘機によるハロー 2

回及び代掻き 2 回を行っている。 

○平均単収は、雨期作稲 60 バスケット（3.1t/ha）、マメ 12 バス

ケット（0.97t/ha）、夏作稲 75 バスケット（3.9t/ha）である。

3 Oattwin Kyat-tat-nyaung-pin 

AMS の農業機械サービスは地域をカバーしていないため、牛耕

がメインで機械は耕耘機を使用している。 

 

○稲の耕作は 80%が牛耕、20%が耕耘機による。冬作のマメ類は

牛耕・耕耘機使用は半々である。収穫はすべて手作業による。

○平均単収は、雨期作稲 70 バスケット（3.6t/ha）、マメ 10 バス

ケット（0.81t/ha）、夏作稲 80 バスケット（4.1t/ha）である。

4 Madayar 
Min-ga-lar Thiri 

（Lantaung 含む） 

AMS の農業機械サービスは地域をカバーしていないため、機械

は耕耘機を使用している。 

 

○雨期稲の耕作は 10%が牛耕、90%が耕耘機による。冬作のマ

メ類及び夏期稲は耕耘機による。収穫はすべて手作業による。

○稲の耕作は耕耘機の場合でプラウ耕 2 回、ハロー 1 回と代掻

き 2 回でエーカー当たり 2 日、牛耕でプラウ耕 1 回、ハロー 7

回、代掻き 1 回で 10 日かかる。 

○平均単収は、雨期作稲 60 バスケット（3.1t/ha）、マメ 12 バス

ケット（0.97t/ha）、夏作稲 90 バスケット（4.6t/ha）である。

5 Shwebo The-lone 

AMS の農業機械サービスは地域をカバーしていないため、機械

は主に耕耘機を使用している。 

 

○稲の耕作は 5%が牛耕、95%が耕耘機による。収穫は雨期作稲

の収穫で 10%が民間のコンバインを使用しているが残りはす

べて手作業による。 

○稲の耕作は耕耘機でロータリ耕耘 3 回、約 8 時間の作業であ

る。 

○平均単収は、雨期作稲 70 バスケット（3.6t/ha）（輸出用短粒種）、

夏作稲 90 バスケット（4.6t/ha）である。 

<対象地域の機械サービス> 

 町 村 落 概 要 

1 Pyinmana 
Ala-yin-lo 

（Ma-za-li-kone含む） 

各種作業のサービス料（チャット/エーカー） 

○稲及びマメのトラクターによる耕耘整地（ロータリ耕耘 2 回）

 AMS：36,000、民間：50,000 
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○田植え 

 AMS：45,000（田植機）、手植え：50,000 

○稲の収穫 

AMS：45,000（コンバイン）、手刈り：90,000（刈り取り：25,000、

結束・運搬：45,000、脱穀：20,000） 

○人手不足と傭人費の高騰により、人力による作業は割高と

なっている。 

○機械サービス料は使用後 1 週間以内、1 回払い。 

○支払いは、ミャンマー農業開発銀行（MADB）のクレジット

を利用可能なので問題はない。 

○機械サービス料は現状で若干高いとしている。 

2 Nattalin Kyat-khat-wa-yone 

○プラウ耕及びハロー整地 

 AMS：13,000、牛耕：15,000 

○稲の収穫 

AMS：40,000（コンバイン）、手刈り：78,000（刈り取り：15,000、

結束・運搬：50,000、脱穀：13,000） 

○機材サービス料は 2 回の分割払いで、使用後に半額、残りの

半額は 1 カ月後。 

○支払いは MADB の融資を利用している。 

○機械サービス料は妥当な額である。 

3 Oattwin Kyat-tat-nyaung-pin 

○稲の耕耘整地 

 耕耘機（民間）：45,000、牛耕：45,000 

○マメの耕耘整地 

耕耘機（民間）：30,000（プラウ耕 1 回、ハロー 2 回、1 日）

牛耕：25,000（プラウ耕 1 回、ハロー 2 回、4 日） 

○田植え 手植え：45,000 

○稲の収穫 

手刈り：52,000（刈り取り・結束・運搬：40,000、脱穀：12,000）

○機械サービス料は作業後 20 以内、1 回払い。 

○支払いはミャンマー農業開発銀行（MADB）のクレジットを

利用可能なので問題はない。 

○機械サービス料は妥当な額である。 

4 Madayar 
Min-ga-lar Thiri 

（Lantaung 含む） 

○稲の耕耘整地 

耕耘機（民間）：45,000（プラウ耕 2 回、ハロー 1 回、代掻き

2 回、2 日）、牛耕：75,000（プラウ耕 1 回、ハロー 7 回、代

掻き 1 回、7 日） 

○マメ類の耕耘整地 

耕耘機（民間）：20,000（ハロー 1 回、ロータリ 1 回、1 日）、

牛耕：35,000（プラウ耕 1 回、ハロー 1 回、3 日） 

○稲の播種 

播種機：3,000（2 人、2 時間）人力：3,000（1 人、1 日） 

○稲の収穫 

手刈り：60,000（刈り取り：20,000 結束・運搬：20,000、脱穀：

20,000） 

○機材サービス料は 2 回の分割払いで、使用後に半額、残りの

半額は 15 日後。 

○支払いは MADB の融資を利用しているが十分ではないため、

民間のローンも利用している。民間のローンは利率が高いが

支払いに問題はない。 
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5 Shwebo The-lone 

○稲の耕耘整地 

耕耘機（民間）：35,000（ロータリ耕 3 回、1 日） 

○雨期作稲の田植え 

手植え：50,000（苗抜き取り 4 人、運搬 4 人、移植 15 人：女

性、2-3 日） 

○夏作稲の播種（ブロードキャスト） 

人力：3,500（1 人、半日） 

○稲の収穫 

民間コンバイン：50,000、手刈り：65,000 

○機械サービス料は使用後、1 回払い。 

○支払いは MADB の融資を利用しているが十分ではないため、

民間のローンも利用している。民間のローンは利率が高いが

支払いに問題はない。 

注）ミャンマー農業開発銀行（MADB）のクレジット 
MOAI を通じて行う農民への融資で、稲の場合エーカー当たり 10 万チャット（最大 10 エーカーで 100 万チャット）の融
資を行っている。支払いは収穫後で利子は 0.72 チャット/100 チャット/月である。ケツルアズキ等のマメ類でエーカー当
たり 2 万チャット（最大 10 エーカーで 20 万チャット）。雨期作稲または冬作マメ類の支払が終了すれば、夏作稲に係る
融資を受けられる。 

<対象地域における機械サービスへのニーズ> 

 町 村 落 概 要 

1 Pyinmana 
Ala-yin-lo 

（Ma-za-li-kone 含む） 

○機械サービス（農業機械化）は耕耘整地作業、収穫作業を含

めすべての農作業に必要である。 

○機械化により作業時間が短縮され、適期作業が可能となる。

農作業コストも削減される。 

○コンバイン収穫により稲の収穫ロスをエーカー当たり 10-15

バスケット減少できる。 

2 Nattalin Kyat-khat-wa-yone 

○トラクターが不足しているためにタイムリーなサービスが受

けられない。 

○機械の利用により農作業コストが削減され、収入増につなが

る。 

○トラクターが利用できれば適期作業が可能になり、稲でエー

カー当たり 50 バスケット、マメで 5 バスケットの増収が可能

である。また、コンバイン収穫により稲の収穫ロスを 10%削

減できる。 

3 Oattwin Kyat-tat-nyaung-pin 

○牛耕に使用する牛は午前中しか作業できないが、機械はいつ

でも作業が可能である。 

○トラクターの利用により適期作業が可能になれば、稲でエー

カー当たり 15 バスケット、マメで 2 バスケットの増収が可能

である。また、コンバイン収穫により稲の収穫ロスをエーカー

当たり 3-4 バスケット削減できる。 

○機械化により作業時間の短縮が可能である。牛耕で 4 日かか

る耕耘作業は耕耘機で 1 日、トラクターでは 3 時間で可能と

なる。 

○作業時間・負荷が軽減され、就業・就学が可能となる。 

4 Madayar 
Min-ga-lar Thiri 

（Lantaung 含む） 

○家族労働力、雇用労働力ともに不足している。農作業による

収入が低いため、人手不足が大きな問題である。 

○作業コストは稲の場合でトラクターの利用によりエーカー当

たり 30,000 チャット、コンバイン収穫により 20,000 チャット

削減できる。 
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○トラクターの利用により適期作業が可能になれば作物の品質

の向上、収量の増加が期待できる。マメ類でエーカー当たり 5

バスケットの収量増、75,000 チャットの増収が可能である。

また、コンバイン収穫により稲の収穫ロスをエーカー当たり

10 バスケット減少できる。 

○所有する中国製耕耘機の品質が悪く、メンテナンスコストが

高い。 

5 Shwebo The-lone 

○機械の利用により作業時間の短縮、コスト削減、収穫ロスの

減少が可能である。適期作業により収量増が可能である。逆

に作業が遅れた場合には 50-100%の収量減となる。 

○収穫ロスは手刈りでエーカー当たり 12 バスケットであるが、

コンバインの利用で 3 バスケットに削減でき、9 バスケットの

収量増となる。 

○機械化は人件費の削減につながる。牛耕の場合 1 日当たり 4

人必要だが、耕耘機では 1 人で作業可能である。 

○トラクターにより土壌を反転することで病害虫を予防できる。

○田植えの作業時間削減及び適期作業実現のために田植機を使

用したいが、導入のためには圃場整備、均平性確保が重要で

ある。 

 

４－３－３ 要請品目・要請数量 

2013 年度 2KR 機材は、AMD から対象 5 カ所の AMS に配送され、対象村落の雨期作稲、冬

作豆類及び夏作稲のための機械サービスに利用される。AMD 本部での協議によると、エーカー

当たりの機械サービス料金は、以下の一律の料金とされる。 

トラクターのハローディスクプラウによる耕起作業は 1 万 3,000 チャット、ロータリティラー

による砕土作業及び代掻き作業は 1 万 3,000 チャット、コンバインによる収穫・脱穀作業は 4

万チャットである。これらの価格設定は、民間トラクターの賃耕価格（おおむね 1 万 8,000 チャッ

ト/エーカー）及び民間コンバインによる収穫・脱穀作業価格（おおむね 4 万 5,000 チャット/

エーカー）より低く抑えられている。また、農民からの聞き取り調査によるとこれらの価格設

定は牛耕及び人力による作業価格より低い価格となる（農民ヒアリング調査によると牛耕作業

は 1 万 5､000～2 万 5,000 チャット、人力による収穫・脱穀作業は 5 万 2,000～9 万チャットで

ある）。 

対象地域の何れの AMS でも、トラクターの台数不足や老朽化など、対象地域のニーズをま

かなうには能力が不足しており、他方、乾期作用耕作を中心に、積極的に機械サービスを利用

したいという対象村落の農民の意向、さらには人手不足の傾向を反映して、コンバインによる

収穫・脱穀サービスの提供への強い要望があることから、本支援内容は妥当であると判断され

る。 

 

（１）計画機械化率と対象面積 

計画機械化率と対象面積は表４－12 に示すとおりである。トラクターによる耕耘整地作

業に関してはいずれの地域でも 100%の機械化をめざしている。コンバインによる収穫作

業に関しての目標機械化率は各地域の現状での圃場へのアクセス性を考慮した数字であ

る。  
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表４－12 AMD の対象地域における機械化強化計画 

 対象地域 計画機械化面積 集約率 目標機械化率（%）

 州・地域 町 村 落 

耕作面積

（エー

カー） 

収穫面積

（エー

カー） 

% 耕 作 
収穫 

脱穀 

1 Naypyitaw Pyinmana 
Ala-yin-lo 

（Ma-za-li-kone 含む）
985 985 300 100 100 

2 Bago(West) Nattalin Kyat-khat-wa-yone 1,855 720 200 100 39 

3 Bago(East) Oattwin Kyat-tat-nyaung-pin 2,000 400 200 100 20 

4 Mandalay Madayar 
Min-ga-lar Thiri 

（Lantaung 含む） 
2,300 530 300 100 23 

5 Sagaing Shwebo The-lone 2,743 540 300 100 20 

 合 計 9,883 3,175    

出典：AMD 

 

（２）必要台数 

上記の目標を達成するための必要機械台数を下表のとおり算定した。50 馬力クラスのト

ラクターと 70 馬力クラスのコンバインの利用実績から、トラクター1 台、コンバイン 1 台

がカバーできる平均圃場面積を、それぞれ 80 エーカー、100 エーカーとした。 

 

表４－13 トラクターとコンバインの必要台数 

対象地 計画機械化面積 必要台数 

No 町 村落 
耕 作 収 穫 トラクター コンバイン

エーカー エーカー 台数 台数 

1 Pyinmana 
Ala-yin-lo 

（Ma-za-li-kone 含む） 
985 985 12 10 

2 Nattalin Kyat-khat-wa-yone 1,855 720 23 7 

3 Oattwin Kyat-tat-nyaung-pin 2,000 400 25 4 

4 Madayar 
Min-ga-lar Thiri 

（Lantaung 含む） 
2,300 530 29 5 

5 Shwebo The-lone 2,743 540 34 5 

9,883 3,175 123 31 

出典：AMD 

 

（３）各農業機械化ステーション（AMS）への配備計画 

上記数量のトラクターが必要な作業期に関しては、対象地域は二作または三作を行って

おり、非常に限られた期間内に次作物のための耕耘整地を行う必要がある。各トラクター

は同時期に同様の作業を行うケースが多くなるため、各トラクターに個別のインプルメン

トセット（ハローディスクプラウ１、ロータリ１）を付属することとしている。各 AMS

別の配備計画は表４－14 のとおりとなる。 
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表４－14 要請機材の AMS 別の配備計画 

No. 

AMS 

州／地域 

配備計画 

No. 町 
トラクター ハロープラウ ロータリ コンバイン 

主仕様 台数 主仕様 台数 主仕様 台数 主仕様 台数

1 84 Pyinmana Naypyitaw 50hp class 12 6 Disc 12 W=170cm 12 70hp 10 

2 45 Nattalin Bago (West) 50hp class 23 6 Disc 23 W=170cm 23 70hp 7 

3 98 Oattwin Bago (East) 50hp class 25 6 Disc 25 W=170cm 25 70hp 4 

4 43 Madayar Mandalay 50hp class 29 6 Disc 29 W=170cm 29 70hp 5 

5 3 Shwebo Sagaing 50hp class 34 6 Disc 3 W=170cm 34 70hp 5 

Total 123 123 123 31 

出典：AMD 

 

また、計画機械化面積へトラクターとコンバインによる機械サービスを提供することに

よって、AMD が得ることのできる年間売上金額を概算すると、表４－15 のとおりとなり、

年間約 9 億 4,000 万チャットの売り上げが見込まれる。 

【概算条件】 

・トラクター（50Hp クラス）の平均カバー面積（80 エーカー/台/作期）に対する平均耕作

回数を 6 回（雨期作稲、冬作物、夏作稲に関してそれぞれハロープラウ 1 回、ロータリ

1 回で計 2 回を三作で合計 6 回の作業を行う）とした。〔トラクター（50Hp クラス）の 1

日当たり作業面積を AMS 調査より 8 エーカーとすると、各作期ごとの対象面積 160 エー

カーは 20 日間で作業可能であり、適期内作業は可能である。〕 

・冬作に関しては稲二期作を行っている Shwebo に配備される 34 台を除いた 89 台で計算

した。 

・コンバインの平均カバー面積（100 エーカー/台/作期）に対する年間作業回数を 2 回（雨

期作稲及び夏作稲の収穫）とした。（コンバインの 1 日当たり作業面積を AMS 調査より

6 エーカーとすると、各作期ごとの対象面積 100 エーカーは 17 日間で作業可能であり、

適期内作業は可能である。） 

・サービス価格単価は、現行の AMD が決めている標準価格を用いた。 

 

表４－15 要請機材による AMD の年間サービス収入の概算 

No. 機械名 台数 作 物 
作業名 

（作業機名）

サービス単価 

（チャット/エーカー）

作業面積

（エーカー） 

サービス収入

（チャット） 

1 トラクター 
123 

(89) 

雨期作稲 
ハロープラウ 13,000 80 127,920,000 

ロータリ 13,000 80 127,920,000 

冬作物 

（マメ類） 

ハロープラウ 13,000 80 92,560,000 

ロータリ 13,000 80 92,560,000 

夏作稲 
ハロープラウ 13,000 80 127,920,000 

ロータリ 13,000 80 127,920,000 

2 コンバイン 31 
雨期作稲 収穫・脱穀 40,000 100 124,000,000 

夏作稲 収穫・脱穀 40,000 100 124,000,000 

 944,800,000 

出典：JICA 調査団 
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以上のとおり、当初の AMD の要請内容を現地のニーズや実態に即して確認検討を行っ

た結果、表４－16 に示す最終要請内容が決定した。 

 

表４－16 最終要請機材 

No. 品 目 主仕様 要請台数 優先順位 調達先国 

1 トラクター 50Hp クラス 123 1 日本、タイ、

ヨーロッパ 
2 ハローディスクプラウ 6 枚 123 1 

3 ロータリティラー 耕幅 170cm 以上 123 1 

4 コンバイン 70HP クラス 31 1 日本、タイ 

出典：AMD 

 

なお、原産国の指定については、長年使用してきた経験から中国製品の品質の悪さ、耐

久性への不満からの強い嫌悪意識が AMD のみならず農民にもあることが、多くの AMD

関係者及び農民への聞き取り調査によって聞き取ることができた。 

また、工業省で販売しているトラクターを除く民間輸入販売業者のトラクターの販売

は、最近始まったばかりであり、日本製、インド製や中国製が販売されており、品質への

信頼性は日本、インド、中国の順である。耕耘機のように安価であるという理由で中国製

に人気があるわけではなく、信頼性からインド製や日本製へのニーズが高い傾向にある。 

ミャンマーで普及し始めているインド製のトラクターについては、もともと畑作用機械

として開発されているため、湛水田での作業や低湿地での作業については、防水対策上の

問題が懸念される。対象地域では、代掻き作業のほか、湛水田での耕作を行う地域も多く、

トラクターの防水対策は不可欠である。 

近年 AMD においてもインド製 80Hp クラスのトラクターが導入されているが、先に述

べた本件の対象 AMS である Pyinmana（No.84）においては昨年度に 14 台のインド製トラ

クターが導入されたが、導入直後にもかかわらず材質の弱さ、燃料系統の問題により、頻

繁に部品交換、修理が必要になってきている。 

他方、コンバインの民間での販売や普及は端緒に就いたばかりであり、民間での販売台

数は少ない。AMD では近年、韓国製（自脱型）及びインド製のコンバイン（汎用型）が

援助により導入されているが、以下の理由により本 2KR においては汎用型コンバインが適

していると考えられる。 

・田植えは日本のように条植えではないうえに密植であり、直播も普及し始めていること

から条植え用の自脱型では十分な性能が発揮できない。 

・インディカ米（長粒種）は一般に穂離れが良いので自脱型の必要性は低い。 

・圃場の均平性に問題が有る場合には自脱型による対応が難しい。 

・自脱型は構造が複雑で汎用型に比べメンテナンスが難しい。 

また、雨期作の稲の収穫は、乾期作マメ類の耕作を急ぐあまり、圃場の乾燥前、時には

湛水している状態で行うことも多く、防水対応のある接地圧の少ないクローラ型が望まし

いと考えられる。 
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（４）機材仕様 

本件当初要請時の機材品目及び仕様は、トラクター47Hp、付属作業機としてディスクプ

ラウ（6 ディスク）、ディスクハロー（18 連）、ロータリティラー及びコンバイン 70Hp で

あったが、協議議事録（Minutes of Discussion：MD）協議を通じて、トラクター50Hp クラ

ス、ハローディスクプラウ（6 ディスク）、ロータリティラー及びコンバイン 70Hp クラス

に変更された。また、MD 協議において、トラクターの詳細仕様に関しては、①燃料効率

の高さ、②水田での作業を考慮して防水・防泥性、③軽量性が、コンバインに関しては、

①接地圧が小さいこと、②収穫ロスが少ないこと、③軸流脱穀方式、④排出オーガタイプ

（もみタンク式）が重要項目であることが AMD より述べられた。 

トラクターの仕様に関しては対象圃場が最大で 1 エーカー区画程度であり、より小さな

圃場も対象となる、また水田での代掻き作業が重要となることを考慮して、中型の 50Hp

クラスの 4WD トラクターの導入は妥当である。より大型のトラクターでは重量が重く、

水田での作業の際に耕盤を破壊してしまう可能性がある、またより小型のトラクターでは

賃耕サービス業務に支障があるとともに畑地での耕耘・整地作業の能率が低下する。50Hp

クラスの日本製トラクターは既に一部の AMS に導入されており、使用実績の面からも問

題はない。 

トラクターアタッチメントに関しては AMD としてはプラウとハローの機能を併せもっ

たハローディスクプラウを使用することで耕耘整地作業の回数を減らし、効率化を図る狙

いがある。また総じて対象地域の水田は排水状況が悪く、収穫時期を迎えても水が抜けず

湿田状態のケースが多い。湿田状態ではトラクターに負荷がかかるプラウ／ハロー体系で

の耕耘整地が難しいという事情も考慮される。これらの事情によりトラクターアタッチメ

ントとしてのハローディスクプラウ及びロータリティラーの採用は妥当と判断される。 

コンバインに関しては上述のとおり、対象地域の状況を踏まえ、汎用型／クローラタイ

プの導入は妥当である。また、現場での使用実績のある 70Hp クラスの採用に関しても作

業内容、圃場区画、圃場へのアクセス等を考慮すると適切な仕様規模と判断する。 

以上の理由により、本 2KR にて調達する機材の概略仕様は以下のとおりとする。 

 

番号 機材名 概略仕様 

1 トラクター 50Hp クラス、４WD 

2 ハローディスクプラウ 6 連 

3 ロータリティラー 耕幅: 170cm 以上 

4 コンバイン 70Hp クラス、汎用型、クローラタイプ 

注）2、3 の仕様はトラクター仕様（50Hp クラス）より選定 

 

トラクター作業機のハローディスクプラウは前述のとおり通常のディスクプラウとは

異なる機材である。ディスクプラウ（6 ディスク）とした場合には 100Hp 以上の大型のト

ラクター用の作業機と混同する可能性があるため、機材仕様作成にあたってはハローディ

スクプラウ（6 ディスク）と明記する必要がある。 

本体機材とともに調達するスペアパーツに関しては、調達機材は導入当初は故障が少な

く、主な維持管理作業は消耗品、定期交換部品の交換である。調達スペアパーツは燃料フィ
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ルタ、オイルフィルタ、エアクリーナエレメント、V ベルト、ブレーキシュー等日々の運

用に必要な定期交換用のスペアパーツ（消耗品）を中心とすることが望ましい。また、対

象 AMS からの要望としては燃料噴射系の故障が多いため、インジェクションノズル及び

インジェクションノズルチップが必要とのことであった。ノズルチップは価格が安いこと

から多めに調達することが望まれる。 

 

４－３－４ スケジュール案 

対象地域における栽培カレンダーを図４－３に示す。対象地域では、主に雨期作の稲、冬作

のマメ類（ケツルアズキ等）及び夏作稲が栽培されている。雨期作稲の収穫後、わずかな期間

で冬作のマメ類用の耕耘整地を行わなければならず、雨期作の収穫と冬作の耕作が重なる 11～

12 月に、農機の需要が最も高くなる。 

今回、耕起・砕土・代掻き用にトラクターが、収穫用にコンバインハーベスタが要請されて

いる。平成 25 年度は手続きが円滑に進み、夏期稲作の耕耘整地作業が行われる 2015 年 2 月末

に間に合うように、これら機材が調達されることが望ましい。今回要請された機材の納期は約

4 カ月を要する。輸送期間として 1 カ月を加味すると、夏期稲作の耕耘整地に間に合うよう 2015

年 2 月末までに機材を到着させるためには、2014 年 7 月までに調達業者を決定し、生産に取り

掛かる必要がある。 

 

 
図４－３ 栽培カレンダーと調達スケジュール 

 

４－３－５ 調達先国 

AMD からは、日本製品の調達に強い要望が出された。これは、長年にわたる中国製品に対

する不信感及び、日本製品の品質の高さとその信頼によるものである。 

ミャンマー国内の農機市場では、その価格の安さから中国製品が最も流通しており、それに

インド製品が続く。しかし、作業中に頻繁に故障する、販売後の品質保証がないなど、中国製

品の品質評価は非常に低い。インド製品に関しては近年 AMD でも導入され始めているが、材

料品質及び燃料系統に関して問題があり、部品交換・修理が必要になるケースが多いとのこと

年
月

耕耘整地
収穫

耕耘整地
収穫

耕耘整地
収穫

月
月数

▼
▼

作物名 作業名
2014年

3 4 5 6 7 28 9 10 11 12 1
7 8 9 10 111 2 3 4 5

8. 調達業者契約
9. 資機材製作（第三国調達）
10. 資機材輸送

1. 交換公文/贈与契約
2. 調達代理契約
3. 入札図書協議
4. 実施設計入札図書確定
5. 入札図書承認

雨期稲作

冬期豆類

夏期稲作

実施工程

2015年

11. 現地検収、引渡

6. 入札公示
7. 入札

126

9 10 11 12 1 23 4 5 6 7 8
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である。 

AMD をはじめ農民からは、2KR では日本製品の調達を望む声が多く聞かれた。日本製品は

中国製品・インド製品に比べて価格こそ高いものの、耐久性があり、かつ品質における信頼が

高いことから、ミャンマーの民間市場では近年その販売台数を増やしている。AMS でも日本製

品は使用されており、使用上の問題はない。 

また、本 2KR では対象作物がコメ・豆類であり、水田作業用に設計された稲作畑作両用の機

材であることが必須である。日本製品は水田対応の設計となっており、本件における調達機材

としては最も適した機材といえる。 

ミャンマーの農機市場における現状と AMD の要望にかんがみると、品質面・技術面・適正

において日本製品を調達することは妥当といえる。なお、日本メーカーは近年、生産拠点を海

外に展開しており、輸出先により生産・出荷国が異なる。ミャンマーの場合、日本もしくはタ

イが生産拠点となることから、調達先国にタイを加えることとした。また、近年ヨーロッパメー

カーのトラクターも販売を伸ばしてきている。ヨーロッパ製品に関しては品質・耐久性につい

て問題はないことから、調達先国は日本、タイ、ヨーロッパとすることで合意した。 

 

４－４ 実施体制及びその妥当性 

４－４－１ 配付・販売方法・活用計画 

本章４－３節で述べたとおり、本 2KR で調達される機材は、AMD 内の組織を通じて利用さ

れ、販売の計画はない。配備先は 5 カ所の AMS である（詳細は表４－14 を参照）。5 カ所の

AMS は、配備された機材による耕作サービスと収穫・脱穀サービスを対象村落の農民に提供す

る計画である。その対象面積は表４－17 に示すとおりである。 

なお、各 AMS の機材の増加に伴い必要となるオペレータや機械工の対応については、基本

的に機械の運転や維持管理を行っている地域の農民のなかから新規雇用する計画であり、事前

に Meiktila の AMD 中央訓練センターにて、機材の運転・維持管理に係る研修を受講させて準

備するとのことである。 

 

表４－17 各 AMS での機械サービス計画内容 

No. AMS 
対象地域 計画機械化面積（エーカー）

町 村 落 耕 作 収穫・脱穀 

1 Pyinmana (84) Pyinmana 
Ala-yin-lo 

（Ma-za-li-kone を含む） 
985 985 

2 Nattalin (45) Nattalin Kyat-khat-wa-yone 1,855 720 

3 Oattwin (98) Oattwin Kyat-tat-nyaung-pin 2,000 400 

4 Madayar (43) Madayar 
Min-ga-lar Thiri 

（Lantaung を含む） 
2,300 530 

5 Shwebo (3) Shwebo The-lone 2,743 540 

合 計 9,883 3,175 

出典：AMD 

 

４－４－２ 技術支援の必要性 

新たに供与予定の機材については、ほぼ新規導入となるコンバインを中心に、既に経験蓄積
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のあるトラクターのリフレッシュ・トレーニングを加えて、対象 5 カ所の AMS のオペレータ

と機械工（維持管理、修理担当）、研修センターの指導員に対して、運転・維持管理・修理技

術に関する、メーカーの技術者による短期トレーニングの提供が望ましい。 

これに対して、AMD は Meiktila の研修センターに関係者を集めて研修することが可能であ

る。具体的には、関係者を Meiktila の研修センターに集合させるに要する旅費、滞在費等の経

費は AMD で負担する。 

・時期：機材のミャンマーへの到着後 

・場所：Meiktila 研修センター注） 

・対象者：研修センターの指導員、配付計画先の 5 カ所の AMS のオペレータとメカニック（維

持管理修理）担当者 

・研修内容：導入機械（トラクターとコンバインを予定）の運転、維持管理、修理技術の研修 

・指導員：納入機械メーカーの技術者（本 2KR で派遣） 

・費用負担：対象者の出張滞在費用は、AMD が負担する。 

注）Meiktila の訓練センターでは耕作実習用の圃場はあるものの、実習用栽培圃場をもたな

いため、代掻きや収穫・脱穀作業は近隣の圃場を利用する必要がある。研修時期に該当

する圃場がない場合は、Naypyitaw の機械化モデル農場など、実習圃場を検討する必要

がある。 

 

４－４－３ 他ドナー・技術協力等との連携を通じたより効果的な 2KR の可能性 

関連する他ドナーの動向としては、①韓国国際協力団（KOICA）の Pyinmana 地区における

農業機械研修センター設立支援の計画、②国際農業開発基金（IFAD）の圃場整備支援プロジェ

クト、③世銀（WB）で形成中の灌漑事業内での圃場整備支援計画が挙げられる。今後の情報

共有、連携が重要である。 

他方、わが国の協力事業としては、対象地域のひとつ Bago 地域 Nattalin タウンシップにおい

て、有償資金協力事業「バゴー地域西部灌漑開発事業」が実施予定であり、同事業対象地域に

おいて 2KR で調達される農業機械が活用される可能性がある。 

 

４－４－４ 見返り資金の管理体制 

ミャンマーでは、1977（昭和 52）年度から 1987（昭和 62）年度までに 11 回、1994（平成 6）

年度と 1998（平成 10）年度の 2 回、二国間供与による 2KR が実施されている。1998 年度 2KR

については、2001 年に JICA によるフォローアップ調査が行われており、同調査報告によると、

同年度の見返り資金に係る責任機関は国境地域・少数民族開発省国境開発部（Progress of Border 

Areas and National Races Department, Ministry of Progress of Border Areas and National Races and 

Development Affairs：BRANRDA）で、見返り資金積立口座はミャンマー経済銀行に開設されて

いる。 

本 2KR では、AMD が見返り資金の積立・管理責任機関となる。ここでは、本 2KR が実施さ

れた際の AMD による見返り資金の管理体制を中心に報告する。 

 

（１）見返り資金管理体制 

本 2KR が実施された場合の見返り資金回収フローを図４－４に示す。見返り資金積立口
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座は、AMD がミャンマー経済銀行本店に開設する。調達機材の配布対象となる AMS は、

ミャンマー経済銀行支店に 2KR の専用口座を開設し、2KR で調達した機材を使用して得

た機械サービス料を専用口座に積み立てる。積立金は、定期的に同銀行本店の見返り資金

積立口座に送金される。2KR で調達した機材以外で得た機械サービス料は、従来どおり、

ミャンマー経済銀行支店にある AMD 名義の口座に振り込まれ国の歳入となり、財務省の

管理下におかれる。AMD は、AMS から提出される会計報告（農機の使用報告含む）と銀

行の口座取引明細書をチェックすることにより、見返り資金の積立状況を適切に管理する

ことができるとのことである。 

 

 

 
図４－４ 見返り資金回収フロー 

 

（２）見返り資金積立方法 

本 2KR の見返り資金は、機械サービスにより得た収入を基本とする。トラクターによる

AMD 機械化ステーション 
(Pyinmana, Nattalin, Oattwin, Madayar, Shwebo)
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農業機械サービスは耕起、代掻きとも 1 万 3,000 チャットで農民に提供され、見返り資金

口座には諸経費（燃料代、等）を除いた 9,000 チャットが単価として積み立てられる。同

様にコンバインによるサービスでは、農民には 4 万チャットで提供され、見返り資金口座

には 2 万 5,000 チャットが単価として積み立てられる。試算した結果、計画機械化面積ど

おり農業機械が活用されれば、指定期間内〔贈与契約（G/A）署名から 4 年間、機材稼働

期間 3 年〕に FOB 機材価格の 1/2 以上の積み立ては可能である。 

 

表４－18 見返り資金積立義務額の試算（FOB 機材価格の 1/2） 

単位：千円 

No. 品 目 主仕様 台数 CIP 単価
FOB 単価

（-5%）

FOB 機材

価格 

調達国 

1 トラクター 50Hp クラス 123 1,815 1,724 212,083 日本、タイ、

ヨーロッパ 
2 ハローディスクプラウ 6 枚 123 231 219 26,992 

3 ロータリティラー 耕幅 170cm 以上 123 273 259 31,877 

4 コンバイン 70HP クラス 31 3,878 3,684 114,207 日本、タイ 

FOB 機材価格総額    385,159  

FOB 機材価格総額の 1/2    192,579  

FOB 機材価格総額の 1/2（千チャット）    1,848,763  

注）機材価格は見積価格を査定、本体と部品の総額。換算レート：1 円=9.6 チャット（2014 年 1 月 29 日、東京三菱 UFJ 銀行
の TTS レートより算出） 

出典：JICA 調査団 

 

表４－19 見返り資金積立可能額の試算 

No. 機械名 台 数 作 物 
作業名 

（作業機名）

サービス単価 

（チャット/エーカー）

作業面積

（エーカー） 

サービス収入

（千チャット）

1 トラクター 
123 

（89）

雨期作稲 
ハロープラウ 9,000 80 88,560 

ロータリ 9,000 80 88,560 

冬作物 

（マメ類） 

ハロープラウ 9,000 80 64,080 

ロータリ 9,000 80 64,080 

夏作稲 
ハロープラウ 9,000 80 88,560 

ロータリ 9,000 80 88,560 

2 コンバイン 31 
雨期作稲 収穫・脱穀 25,000 100 77,500 

夏作稲 収穫・脱穀 25,000 100 77,500 

年間サービス収入総額 637,400 

3 年間サービス収入総額（見返り資金積立額）   1,912,200 

注）積算条件は表４－15 に準ずる。サービス単価は諸経費を除いた単価である。 
出典：JICA 調査団 

 

（３）見返り資金積立状況 

1977 年度から 1987 年度の見返り資金積立状況は表４－20 のとおりである。見返り資金

は全額使用されており、見返り資金残高は 0 である。 
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表４－20 見返り資金積立状況（1977 年度～1987 年度 2KR） 

（1998 年 3 月末現在） 

年 度 
E/N 額 

（百万円） 

積立義務額 

（チャット） 

積立額 

（チャット） 

積立率

（％）

使用額 

（チャット） 

残 高 

（チャット）

1977 600.0 17,990,000.00 12,970,000.00 72.1% 12,970,000.00 0.00 

1978 1,900.0 63,450,000.00 64,430,000.00 101.5% 64,430,000.00 0.00 

1979 2,000.0 69,990,000.00 52,240,000.00 74.6% 52,240,000.00 0.00 

1980 2,099.9 70,350,000.00 59,950,000.00 85.2% 59,950,000.00 0.00 

1981 2,200.0 72,380,000.00 67,170,000.00 92.8% 67,170,000.00 0.00 

1982 2,400.0 77,280,000.00 65,610,000.00 84.9% 65,610,000.00 0.00 

1983 2,477.1 85,710,000.00 69,290,000.00 80.8% 69,290,000.00 0.00 

1984 2,500.0 90,000,000.00 80,680,000.00 89.6% 80,680,000.00 0.00 

1985 2,500.0 89,990,000.00 83,710,000.00 93.0% 83,710,000.00 0.00 

1986 2,500.0 99,990,000.00 88,500,000.00 88.5% 88,500,000.00 0.00 

1987 2,400.0 117,600,000.00 93,800,000.00 79.8% 93,800,000.00 0.00 

合 計 738,350,000.00  738,350,000.00 0.00 

出典：旧農業公社（Myanmar Agriculture Service：MAS） 

 

なお、積立金はコメ生産開発計画に使用されており、主に肥料の国内調達（約 41％）、

食糧援助により購入された資機材の関税（約 41％）、国内輸送（約 9％）等に使用されて

いる。わが国の援助により購入された資機材は免税もしくは先方政府負担が原則である。 

ミャンマーでは規定により実施機関が関税を負担する形式を取っており、積立金の 4 割

が関税に充当されていた。同調査では、積立金の 4 割が関税に充当されていることについ

て、1998 年に実施された見返り資金現況調査では「ミャンマーの農業開発に直接貢献し得

ず、積立金の使途として決して満足し得ない」としつつも、「全般的に積立金の使用状況

は良好といえよう」との報告がなされている。 

1994 年度・1998 年度 2KR では、表４－21 に示すとおり、積立義務額 100％を達成して

いる。1998 年度については、見返り資金を積み立てる体制になっていないことが確認され

たが10、予算措置により義務額全額が積立てられている。現在、表４－21 に示すとおり、

約 550 万チャットの見返り資金が残っており、2012 年 10 月に当該見返り資金の責任機関

である BRANRDA 担当官に確認したところ、全額指定銀行口座残高に残っていることが報

告されている。2008 年度以降使途申請が行われていないため、早期に見返り資金プロジェ

クトとして有効活用されることが望まれる。 

 

 

 

 

  

                                                        
10 調達品である肥料は対象地域までの輸送費、農機について燃料費といった実費程度しかエンドユーザーから徴収していな

かった（国際協力事業団：平成 13 年、平成 12 年度ミャンマー連邦 2KR 現地調査報告書）。 
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表４－21 見返り資金積立状況（1994 年度・1998 年度 2KR） 

2012 年 10 月現在 

年 度 
E/N 額 

（百万円） 

積立義務額 

（チャット） 

積立額 

（チャット）

積立率 

（%） 

使用額 

（チャット） 

残高累計 

（チャット）

1994 1,000.0 39,045,722.00 39,045,722.00 100.0% 0.00 39,045,722.00

1998 2,400.0 23,200,000.00 23,200,000.00 100.0% 0.00 62,245,722.00

1999 

 

22,000,000.00 40,245,722.00

2001 13,640,240.00 26,605,482.00

2002 20,826,000.00 5,779,482.00

2012 278,915.70 5,500,566.30

合 計 62,245,722.00  56,745,155.70 5,500,566.30

出典：在ミャンマー日本国大使館 

 

（４）見返り資金プロジェクト策定方法 

見返り資金プロジェクトは、以下のような策定フローを経て申請される予定である。 

１）各 AMS が、管轄するタウンシップ（3～4 カ所）の農家などから要望を聴取し、ベー

シックプランを策定する。 

２）各 AMS が、ベーシックプランを AMD 本部に提出する。 

３）AMD 本部は提出されたプランを検討し、適当な見返り資金プロジェクトを選定する。

各部署の局長・副局長から成る執行委員会（Executive Committee）が最終的に決定する。 

４）AMD は見返り資金プロジェクトの要請書を JICA へ提出すると同時に、農業計画局

（Department of Agriculture Planning：DAP）へ報告する。 

 

４－４－５ モニタリング・評価体制 

本 2KR が実施された際には、AMD がモニタリング・評価の責任機関となり、各 AMS がモ

ニタリングを行う。調達機材を実際に運用し、農家へ機材サービスを提供する AMS が、機材

の運用状況、作物の収量や農家の収入の改善状況を定期的にチェックし、AMD に報告する。

AMD に設置する運営委員会（Steering Committee）が各 AMS から提出された報告やデータを評

価分析し、モニタリング結果を管理する体制を構築する。 

本準備調査においては 2013 年 11 月 21 日及び 22 日の 2 日にわたり、Meiktila 研修センター

において、AMD の地方事務所長、対象 AMS の所長らプロジェクト関係者 43 名に対して 2KR

プロジェクトのモニタリング・評価方法に関する研修を実施した。本研修を通じて、モニタリ

ング項目及び指標の入手方法に関して、グループディスカッションによる検討を行った結果は

以下のとおりである。 

 

（１）モニタリング項目 

43 名を 5グループに分けて行ったグループディスカッションにより得られたモニタリン

グ指標及び優先順位は以下のとおりである。 

 

  



－66－ 

表４－22 モニタリング指標及び優先順位 

優先順位 モニタリング指標 指標入手手段 

1 農機利用面積（エーカー） AMS 機材作業記録 

2 農機稼働率（%） AMS 機材作業記録 

2 受益者数（農機利用農家数）（nos.） AMS 機材作業記録 

4 農業機械化率（%） AMS 機材作業記録 

5 耕作面積（エーカー） AMS 機材作業記録 

6 農作業精度 農家調査 

7 各作物の収量（バスケット） 農家調査 

8 各作物の単収（バスケット/エーカー） 農家調査 

9 作物の品質 農家調査（G5 より提案） 

10 作物生産による収入贈（チャット） 農家調査（G5 より提案） 

 

優先順位が高いとされたモニタリング指標（1～5 位）はトラクター・コンバインの機械

サービスによる直接的にインパクトが見込まれる項目で、指標の入手に関しても日々の機

材作業記録から入手可能であることから妥当な結果といえる。 

 

（２）指標入手方法 

１）AMS 機材作業記録 

AMS 機材作業記録に関しては、現状で各 AMS の機材オペレータが各機材の日々の作

業に関して、対象農家名、作業面積・時間、作業内容、対象作物等を記録している。基

本的にこの作業記録の内容を整理・分析することでモニタリング指標の入手が可能であ

る。 

対象 AMS は機材作業記録を毎月 AMD 本部に送付し、本部の機材利用部門担当者が

データシートへの入力・データ分析を行う。 

 

２）農家調査 

モニタリング指標データ入手のための農家調査の方法に関して行ったグループディ

スカッションの結果は以下のとおりである。 

 

表４－23 農家調査方法検討結果 

農家調査方法 討議内容・結論 

実施者 AMS スタッフで実施可能である。（全グループ） 

サンプル数 50=G1、100=G2、G5、150=G3、G4 

G5 は受益農家の 25%程度（100 農家）を所有面積別（-5 エーカー、5-10 エーカー、10

エーカー-）に選定して実施するとしている。 

実施時期 雨期作稲収穫後：G4（雨期作稲が主要作物）、G5（一部対象地域が雨期作稲一作であ

るため、半分の 50 サンプルはこの時期に行う） 
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乾期作物収穫後：G2（対象農家へのアクセスが容易）、G3（1 回の調査で二作の調査が

可能）、G5（乾期作に係る調査 50 サンプル） 

 

夏作稲収穫後：G1（1 回の調査で全三作の調査が可能） 

実施要員数 3 人=G1、G2、4 人=G5、5 人=G3、6 人=G4 

調査期間 2 週間=G1、G4、G5、3 週間=G2、G3 

 

上記の結果を整理すると、以下のとおりとなる。 

・農家調査は AMS スタッフにより実施する。 

・サンプル数は 100 または 150 程度とする。 

・実施時期は乾期作物収穫後または夏作稲（三作の場合）収穫後 

・実施要員は 4、5 名 

・調査期間は 2～3 週間 

対象 AMS は毎年農家調査終了後に調査結果を AMD 本部に送付し、本部の機材利用部

門担当者がデータシートへの入力・データ分析を行う。 

 

（３）モニタリングシート 

グループディスカッションを踏まえた調査団としてのモニタリングシート（案）のとお

り作成した。2014 年中に実施される見込みの、平成 24 年度 2KR の第 1 回協議会（コミッ

ティ）において、本シートについて先方と協議し、最終化を図る。 

 

４－４－６ 広 報 

過去に実施された 2KR に関して、具体的な広報活動は確認できなかった。本 2KR が実施さ

れた際には、マスメディア等を通じて 2KR を広く周知させるなど、積極的な広報に努めていく

ことを確認した。 

 

４－４－７ その他（新供与条件等について） 

2KR 実施にあたり新供与条件について説明し、AMD からそれらの受入れに同意を得た。 

 

（１）見返り資金の外部監査の導入 

ミャンマーでは、会計検査院による会計監査が全省庁に対して実施されている。調査団

から、見返り資金の収支について外部監査の必要性を説明したところ、民間の監査法人に

よる監査を導入することは可能であるとの確認を得た。 

 

（２）貧困農民・小規模農民支援への優先使用 

調達された機材は対象の各 AMS において賃耕、賃収穫サービスに利用されるが、AMD

は、貧困農民・小規模農民に優先して機械サービスを提供するとしている。 

また、見返り資金は貧困農民・小規模農民の支援へ優先的に使用することを確認した。 

 

（３）半期に 1 度の連絡協議会の開催 

政府間協議会の設置、2KR 実施に係る協議会を半期に 1 度開催することについて同意を
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得た。 

 

（４）ステークホルダーの参加機会の確保 

AMD には現在、ステークホルダーと意見交換を行うようなシステムはない。そのため、

今後 2KR を実施するにあたっては、ステークホルダーとの意見交換・情報共有等ができる

ような制度づくりに努めるよう要請し、同意を得た。 
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第５章 結論と提言 
 

５－１ 結 論 

本調査を通じて得られた農業機械化のニーズは以下のとおり。 

 

（１）労働力不足・労賃の高騰 

畜耕と手作業では時間がかかり、収穫から次期の作付けまでを適期に終了させることがで

きていない。加えて、都市への労働力流出、それに伴う労務単価の上昇により状況は悪化し

ている。また、三期作が行える地域でも、上記要因により二期作にとどまっているケースは

多い。農業機械を農民自身が調達することは、たとえそれが中国製の安価なものであっても

困難。民間より安価な AMS からのレンタルへのニーズは高い。ミャンマー政府も農業機械

化（含む圃場整備）を積極的に推進している。 

 

（２）畜耕に比べた収量増 

トラクターでの作業では畜耕に比して、例えば、細かい砕土が可能となり作物の生育が向

上するといわれており、農民へのヒアリングでも 2～3 割の増収が期待されるとの声も多かっ

た。 

 

（３）信頼性の高い農業機械の不足 

現在使用されている農機のほとんどは自国製、東欧製、中国製のいずれかであり、部材の

耐久性が低く、老朽化もあいまって故障が頻発しているとのこと。中国製は表示されている

馬力が実際は出ていないという指摘もあり、信頼性が低い。そうしたなか、インド製はそれ

らに比べると信頼性は高いが価格も高い。日本製はインド製に比べ信頼性／価格ともに更に

高いという評価を得ている。作付け適期までに準備するには短期間で作業を終わらせる必要

性があり、重量が軽く、パワーもある日本製（特にクボタ）の評価は非常に高い。ただし、

日本製はまだ現場ではそれほど見かけず、期待が先行している感もあり、今後日本製農機が

入ったのちのメーカーによるアフターサービスの質によっては評価を下げることにつながり

かねず注意が必要である。 

調達される農業機械は 5 つの対象村落区の農民に対し、地域を管轄する AMD 傘下の AMS

により、耕作・砕土・代掻き・収穫等の農業機械サービス提供に活用される。 

上述のとおり、対象地域では農業機械化のニーズが高まっており、農民へのヒアリングに

おいても、近年の農村における労働力不足及び労賃の高騰から農作業の機械化へのニーズが

高いこと、農業機械の利用により適期作業が可能となり単収が増加すること、コンバインの

利用による収穫ロスの低減などから、AMS の農業機械サービスへの高い期待が確認されてい

る。AMS は農業機械サービスを長年実施しており、機械の活用、維持・管理、資金回収手続

きに関する懸念は少ない。本事業は、農業機械化を推進するミャンマー政府の開発政策に資

することはもとより、適正価格での農業機械サービスを促進することで、農民の生計向上に

も資することから、わが国の援助方針にも合致している。以上より、本事業の妥当性は高い

と判断される。 
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５－２ 課題・提言 

（１）見返り資金について 

計画機械化面積どおり活用されれば、プロジェクト期間内に FOB 機材価格の 2 分の 1 以上

の見返り資金の積み立ては可能。農民の農業機械サービスへのニーズは高く、仮に対象村落

区での稼働が想定を下回った場合でも、それ以外の地域での活用が充分に見込まれるため、

計画機械化面積の達成は可能と判断される。ただし、故障など不測の事態も想定され、連絡

協議会を通じ積み立て状況を確認し、要すれば機械の販売による回収、あるいは積み立て期

限の延長を検討する。 

 

（２）アフターサービス 

コンバインは農民のニーズが非常に高く、有効な農業機械サービスとなるが、ミャンマー

では導入期にあたるため、オペレータ・農民ともその使い方に習熟していない。初期導入研

修は提供されるものの、その後のアフターサービスも重要である。 

 

（３）スケジュール 

平成 24 年度 2KR では、E/N 締結から G/A 締結までに 5 カ月近くかかり、納期が大幅に遅

延する見込み。平成 24 年度 2KR により、大臣を含めた先方政府の理解も深まったことから、

平成 25 年度は手続きが円滑に進み、2015 年 2 月末には納品され、夏期稲作の耕耘・整地作

業に間に合うことが期待される。 

 

（４）今後の協力の可能性 

ミャンマーにおける 2KR による農業機械化支援は、当該案件による効果のみならず、灌漑

整備等農業基盤整備への支援（及び先方政府自助努力による圃場整備等）と組み合わせるこ

とによる効果も狙ったもの。 

ただし、農業機械化支援という観点から補完的な協力を今後検討していくことは可能。例

えば、農業機械の整備、そして農業機械を効率的に使用した営農形態の導入普及に係る研修

は有効であると思料。先方からは農業機械の検定に係る制度構築が要望されている。これは

主に中国製品の場合、表示されているスペックに見合った能力が発揮されないものが多いこ

とを憂慮したことによるもの。今後農業機械が富農以外にも広がっていくことを踏まえると、

推奨機種や非推奨機種の選定といった活動を行うための協力は短期的にも必要となってくる

ものと考えられる。 
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３．対象国農業主要指標

 
 

 

Ⅰ．国名     

正式名称 ミャンマー連邦共和国 
The Republic of the Union of Myanmar 

Ⅱ．農業指標  単位 データ

年 

データ出典 

 総人口 6,038 万人 2011年 *1 

 農村人口 4,184 万人 2011年 *1 

 農業労働人口 3,031 万人 2011年 *1、*2より計算 

 農業労働人口割合 50.2 % 2010年 *2 

 農業セクターGDP割合 26.0% % 2011/12年 *3 

 耕作面積/トラクター一台当たり 1,132 ha 2011/12年 *1 

Ⅲ．土地利用   

 総面積 6,766 万ha 2011/12年 *1 

 陸地面積 6,766 万ha 2011/12年 *1 

 耕作面積 1,358 万ha 2011/12年 *1 

 永年作物面積 N/A 万ha 2011/12年 *1 

 灌漑面積 212 万ha 2011/12年 *1 

 灌漑面積率 15.6 % 2011/12年 *1 

Ⅳ．経済指標   

 1人当たりGDP 868.1 ドル 2012年 *4 

 対外債務残高 2,653 百万ドル 2012年 *4 

 対日貿易量 輸出 238 億円 2010年 *5 

 対日貿易量 輸入 363 億円 2010年 *5 

Ⅴ．主要農業食糧事情   

  FAO食糧不足認定国 N/A    

 穀物外部依存量 11 万t 2008/09年 *6（穀類のみ） 

 1人当たり年間食糧消費量 152.5 Kg 2008/09年 *6 (穀類のみ) 

 穀物輸入 11 万t 2008/09年 *6（穀類のみ） 

 食糧援助（穀物） 1 万t 2006年 *6  

 食料輸入依存率 0.5 ％ 2008/09年 *6 (穀類のみ) 

 カロリー摂取量／人日 2,493 kcal 2008/09年 *6 

Ⅵ．主要作物単位収量   

 コメ 3.83 ﾄﾝ/ha 2011/12年 *1 

 トウモロコシ 3.61 ﾄﾝ/ha 2011/12年 *1 

 コムギ 1.81 ﾄﾝ/ha 2011/12年 *1 

 ソルガム 1.00 ﾄﾝ/ha 2011/12年 *1 

 ケツルアズキ 1.26 ﾄﾝ/ha 2011/12年 *1 

 リョクトウ 1.22 ﾄﾝ/ha 2011/12年 *1 

 マンゴー 6.64 ﾄﾝ/ha 2011/12年 *1 

 オレンジ 30.28 ﾄﾝ/ha 2011/12年 *1 

 キャベツ 14.57 ﾄﾝ/ha 2011/12年 *1 

 トマト 11.95 ﾄﾝ/ha 2011/12年 *1 

*1 “Myanmar Agriculture at Glance 2012” 

*2 IHLCA Poverty Profile 2009-10, UNDP 2011 

*3 Myanmar Agriculture in Brief, U Soe Hlaing, 2013 

*4 IMF”World Economic Outlook Database” 2013 

 

**5 外務省ホームページ国別情勢                    

**6 FAOSTAT database-Trade-Food Balance Sheet  
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１．農業機械ディーラー、Yangon 

面談相手先 Good Brothers Co., LTD. 

出席者 【面談者】U Win Maw, Senior Marketing Manager 

【調査団】本間、Tin Win（通訳） 

日 時 2013 年 10 月 21 日（月） 16:30～17:30 

場 所 Good Brothers Co., LTD. （Yangon 市内） 

面談内容 

（１） 会社概要：タイ製クボタ製品、中国製農機の販売代理店、ミャンマーでは最大規模 

・設立後 25 年間営業 

・従業員数：1,200 人（全国） 

・技術スタッフ：64 人（全国） 

・本店を含め全国で 12 店舗を展開 

 

（２） 販売実績（年間）：中国製トラクター200～300 台、クボタトラクター20 台、クボタコン

バイン 50 台、耕耘機クボタ 2,000～3,000 台（全国）、中国製 4,000～5,000 台（本店のみ）

 

（３） アフターサービス：修理サービスはサイトイン、必要に応じて現場にメカニックを送っ

て修理を行っている。 

 

（４） 販売価格：（Kyat） 

クボタトラクター4WD 47Hp：19,500,000 

中国製 4WD 50Hp：8,500,000、55Hp：9,500,000、85Hp：15,000,000、90Hp：16,000,000 

クボタコンバイン 60Hp（ホッパータイプ）：27,000,000、70Hp（もみタンク）：36,000,000、

95Hp（もみタンク）：47,000,000 

耕耘機クボタ 10Hp：2,400,000、12Hp：2,500,000、14Hp：2,600,000、中国製 10Hp：1,500,000

・耕耘機はクボタ等で 10、12、14Hp があるが、パワーのある 14Hp が人気が高い。 

 

２．AMS Nattalin (No.45) 

面談相手先 AMS Nattalin (No.45), Bago (West) 

出席者 【面談者】U Win Shwe, Staff officer, No.45 AMS, Nattalin 

【調査団】本間、Tin Win（通訳）、Daw Ei Ei Khin（AMD） 

日 時 2013 年 10 月 22 日（火）14:00～14:30、25 日（金）11:30～12:30 

場 所 AMS Nattalin (No.45), Bago (West) 

面談内容 

（１） 所有機材 

トラクターZetor チェコ製 13 台 1968～1991 年導入（中古） 

トラクターShanghai 中国製 3 台 1997 年導入（中古） 

 

（２） Nattalin Township 

82 村、40,434 家族（１村平均 493 家族）、人口 157,763 人、農家数 24,312 
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（３） 対象地域（村落）の選定根拠： 

① 貧困であること 

② 現在 Paddy と裏作の二作または三作（灌漑状況による）が行われているが、トラク

ター・コンバインによる機械化のニーズが高い。 

③ 土地が肥沃であり、灌漑用水があり生産性の高い地域である。 

④ 農作業の機械化で播種（田植え）、収穫作業が作業適期内で行える（増収が見込まれる）。

 

（４） 機材維持管理状況 

トラクターはすべて 1 年契約にて貸し出しを行っている。トラクターの修理は基本的に

AMS にて機材の修理を行っている。通常のメンテナンス、修理は AMS にてメカニック、

トラクターオペレータが行う。所有する機材・工具は古く、少ないなかでトラクターの分

解修理、エンジンオーバーホール、ギアボックス関連の修理等も AMS にて行っている。10t

油圧ジャッキを使用してトラクターシャシを分離する。部品の製作、溶接・削りが必要な

場合には近隣の民間修理・製作・加工業者に依頼する。16 台のトラクターはオペレータ付

きでレンタルされ、オペレータが運用・維持管理を行っている。 

 

・トラクターの年間作業状況はおおよそ以下のとおり。 

10～12 月：冬作・裏作の耕耘整地、1～2 月：AMS、3～4 月：Paddy の耕耘整地、5～9

月：AMS。7～9 月に全 16 台のトラクターの点検・修理を行っている。 

・トラクター貸し出しにかかる修理費の負担 

貸し出して最初の修理は AMS が負担するが、2 回目からは農民側の負担となる。 

・現在の圃場作業料金（農民年間レンタルによる）は妥当な金額であり、価格競争がある

ため高騰することはない。年間レンタル価格内訳は以下のとおり。 

Zetor（チェコ製）50Hp：200acre x 6,500Kyat/acre = 1,300,000Kyat/year 

Shanghai（中国製）65Hp：300acre x 6,500Kyat/acre = 1,950,000Kyat/year 

 

（５） その他 

インド政府給与機材 

インド政府により 2012 年に（Bago West）各 Township に対してコンバイン 95Hp とトラクター

40Hp 各 1 台が供与されている。コンバインは大型で車輪式のため水分の多い圃場には入れず、

圃場の乾燥待ちの状況である。収穫作業料金は 40,000 Kyat/acre である。トラクターは馬力が小

さく使いにくい。 

AMS の要望等 

・修理用の工具・機材が不足している。 

・コンバインの輸送のためのトラックまたはトレーラがない。 

・インジェクションノズルチップの交換部品が必要。 

・2KR 機材トラクター30 台等のための屋根付きガレージを整備する必要がある。 

 

３．AMD Bago West Regional Office 

面談相手先 AMD Bago West Regional Office 

出席者 【面談者】U Khin Maung Lin, Regional Head Officer, AMD, Pyay、U Kyaw Min 

Aung, Township Manager, Staff Officer、 U Aung Myo Lwin Oo, Township Manager, 
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Staff Officer、 U Ye Min Hld, Bago Region West, Assistant Officer 

【調査団】本間、Tin Win（通訳）、Daw Ei Ei Khin（AMD） 

日 時 2013 年 10 月 22 日（火） 16:50～17:20 

場 所 AMS Nattalin (No.45), Bago (West) 

面談内容 

（１） 活動概要 

Regional Office は事業計画達成のために Township エリアを監督する立場にある。 

傘下に 2 District office 及び 9 AMS Station（Township Level）を抱えており、対象の AMS 

Nattalin を含む。 

 

（２） 職員数等 

・所属職員は地域全体で Officer クラス 13 人、Staff クラス 362 人で計 375 名である。 

・昨年農民 30 人に対してトラクターの運用・維持管理に係る研修を行った。 

 

４．Nattalin AMS コンバイン使用農家 

面談相手先 AMS コンバイン使用農家 

出席者 【面談者】U Maung Maung Thar, Assistant staff officer（AMS）（農家） 

【調査団】本間、Tin Win（通訳）、Daw Ei Ei Khin（AMD） 

日 時 2013 年 10 月 24 日（木） 10:15～11:30 

場 所 Kan NYI KO 村,  Nattalin 

面談内容 

（１） コンバイン収穫作業内容等 

自脱型コンバインによる稲の収穫作業。対象地域では今年初めてのコンバインによる収

穫。使用機材：DKC685 70Hp 韓国製、 Bago West Region では唯一のコンバインである。

AMS、AMD 保有。 

・農家所有面積：22acre、雨期作 Paddy:22acre 裏作：ケツルマメ 22acre 

・作業能力：50～60 分/acre、単収：80basket/acre 

・販売価格：3,300Kyat/acre、乾燥機を所有していないので収穫後すぐにブローカーに販売。

 

（２） 耕作方法等 

・Paddy：牛耕 Plow、耕耘機による砕土 Harrow 

・裏作：基本的に所有する耕耘機による。トラクターが借りられればトラクターを使用し

たい。 

 

（３） 賃貸価格 

コンバイン賃貸料： 40,000 Kyat/acre 

マニュアルの場合： 60,000 Kyat/acre 

刈り取り： 18,000 Kyat/acre 

脱穀： 20,000 Kyat/acre 

クリーニング／運搬： 10,000 Kyat/acre 

食事、飲み物： 12,000 Kyat/acre 
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（４） コンバイン使用者の意見 

メリット： 

・収穫ロスが少ない 

・作業効率が良いので時間の節約・創出が可能である。作業日数 7 日→1 日 

・収穫コストの削減 

・新しい技術による新しい知識が得られる。 

問題点： 

・アクセス道路状況が悪い。道幅が狭く奥まで入れない。 

・コンバイン運搬用のトレーラが不足している。 

・乾燥機が必要である（乾燥機があればすぐに安い値段でブローカーに売るのではなく、

保存しておいて値段が上がってから販売できる）。 

・圃場の基盤整備が必要。均平化、区画の整備、大区画にするなど。 

 

（５） その他 

・所有機材：耕耘機 18Hp AMD 製、灌漑用ポンプ 5Hp 中国製 

・6 人家族（両親、妻、子供 2 人）、収入の 8 割は農業から得ている。ATS 給与は 2 割。子

供の学費等は農業収入による。 

・道路脇での脱穀作業を各所にて行っている。農民所有のミャンマー国産脱穀機による。

脱穀料金：150Kyat/ basket（コンバイン作業とは別） 

 

５．Nattalin 地域灌漑用のダム（Taung Nyo Dam） 

面談相手先 Taung Nyo Dam Office 

出席者 【面談者】U Than Win, Assistant Officer, Irrigation Department, MAI 

【調査団】本間、Tin Win（通訳）、Daw Ei Ei Khin（AMD） 

日 時 2013 年 10 月 24 日（木） 13:30～14:00 

場 所 Taung Nyo Dam Office, Nattalin Township 

面談内容 

（１） ダム施設概要等 

ダムの水源は Pho Thar Aung Kone 川（Stream）と天水による。1994～95 年に建設。96

年 3 月 27 日より使用開始。灌漑専用ダムで、Ze Gone、Nattalin の 2 Township の農地に送水。

使用開始から 18 年の間、水不足はなく水量は豊富である。 

 

（２） ダム容量 

・255fr/ton-210,000fr3 

・260fr/ton-258,000fr3 

・水面積：8,600acre-fr2 

・受益面積：30,000～40,000acre 
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６．Nattalin トラクター借入農家 

面談相手先 AMS トラクター借入農家 

出席者 【面談者】U Ye Win 

【調査団】本間、Tin Win（通訳）、Daw Ei Ei Khin（AMD） 

日 時 2013 年 10 月 25 日（金） 11:00～12:00 

場 所 Kin Pon Chone Naung Wine 村,  Nattalin 

面談内容 

（１） トラクター借入概要 

・Zetor トラクター64Hp、1964（中古）導入を 2 年間使用借入。 

・所有面積：5acre、作付作物：Paddy、Pulse & Bean 各 5acre 

・AMS トラクター使用料：1,300,000Kyat/year 

 

（２） トラクター貸出状況 

・Plow=18,000Kyat/acre、耕起 1 回、約 2.5 時間 

・Harrow=18,000 ～19,000Kyat/acre、砕土 2 回（9,000Kyat/1 回）、約 2 時間 

 （AMS 独自のトラクター使用料） 

・Plow=13,000Kyat/acre、Harrow=13,000Kyat/acre 

・AMS のトラクター使用料に比べて高い設定であるが、この地域での相場であり、借り手

は多い。 

・トラクターの貸し出しに関しては、他者との競合はあるが、18,000Kyat/acre の価格は妥

当である。他のトラクター貸し出し業者も同様の方法にて営業している。 

 

（３） トラクター貸出方法 

直接個々の農民に貸すのではなく、5 名の農民のリーダー（仲介者、ブローカー）を通

して農民に貸し出している。年間貸し出し面積：裏作が対象。 

トラクター使用料の支払い：支払期限は作業終了後 7 日～1 カ月で 1 回払いによる。農

民リーダーが集金を行うが、農民の支払が遅れることはない。 

 

（４） 収入・支出の概算 

収入 

 Plow=300acre/year 300acre x 18,000Kyat= 5,400,000Kyat 

 Harrow=25acre/year 25acre x 18,000Kyat= 450,000Kyat 

 収入計＝5,850,000Kyat 

 

支出 

 トラクターオペレータ 1,000Kyat/acre 

 仲介者 1,000Kyat/acre 

 燃料代 9,000Kyat/acre（2 GL/acre, Plow, Harrow x 4,500Kyat/GL） 

 運用・維持管理コスト（修理費等） 100,000～500,000Kyat/year 

 支出＝11,000Kyat x 325acre + 500,000 =4,075,000Kyat 

 収益=5,850,000－4,075,000=1,775,000Kyat 

 ・よって、単純計算で年 2,000,000Kyat 程度の収入が見込まれる。 
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（５） その他 

・トラクターを借りた理由としては裏作の耕耘整地の適期に作業を行いたいことである。

・貸出価格に他社との競合はあるが、トラクターが不足していることから、需要はある。

古いトラクターなのでトラブルは多いが AMS のオペレータが修理等に関して対応して

いる。 

・Nattalin Township 内のトラクター数は現状で民間で 18 台と AMS の 16 台で計 34 台であ

る。彼の村では 70 戸の農家のうち 20 戸が耕耘機を所有していることから、耕耘機の所

有率は 40%程度と見込まれる。 

・耕耘機の価格は、 

   民間業者 1,800,000～2,200,000Kyat 中国製 

   AMD 1,400,000Kyat 2 年間の 3 回分割払いが可能 

   農機使用状況（彼の村における）村の農地面積 400acre 

   耕耘・整地： 

   Paddy：牛耕による。水田が乾かず、農機が入れない。 

裏作：50acre はトラクターによる。（村外から多くのトラクターが入ってくる。シーズン

には 40 台）、350acre は Plowing は牛耕、Harrowing は耕耘機による。 

 

７．Nattalin、米仲買・精米業者 

面談相手先 Nattalin、米仲買・精米業者 

出席者 【面談者】U Myint Soe：オーナー 

【調査団】本間、Tin Win（通訳）、Daw Ei Ei Khin（AMD） 

日 時 2013 年 10 月 25 日（金） 13:00～14:00 

場 所 米仲買・精米業者事務所、 Tegontaing 村 

面談内容 

（１） 会社概要等 

米仲買人、乾燥・精米施設所有、2003 年創設、従業員 15 名、米運搬用トレーラ 3 台所

有 

精米機 2 台所有（1 台は乾燥機付属、1 台は精米機のみ）、乾燥機 1 台、精米機能力＝

1,200basket/day、朝 6～夕 6 時 

 

（２） コメの購入・販売 

米購入先：農民から 1/2、ブローカーから 1/2、買い入れ価格 3,500Kyat/basket、年間

1,200,000basket 購入。 

現在は主に中国国境から中国に輸出している。15,500Kyat/bag（108pound/bag） 

販売先は販売時のマーケット状況（価格）で決める。 

 

（３） その他 

・Nattalin 周辺には多くのブローカーが営業している。 

・問題点としては、夏場に停電が多いことである。 
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８．Nattalin、民間修理工場 

面談相手先 Nattalin、民間修理工場 

出席者 【面談者】U Aung Kyaw Hoo  

【調査団】本間、Tin Win（通訳）、Daw Ei Ei Khin (AMD) 

日 時 2013 年 10 月 25 日（金） 14:30～15:00 

場 所 Nattalin 町、民間修理工場 

面談内容 

（１） 会社概要等 

金属加工、修理工場、従業員 4 人、20 年以上営業、オーナーの妹 2 人は AMS の職員。

旋盤、ボール版、溶接機、切断機、グラインダ等の工作機械を保有。 

 

（２） 機材修理・部品製作等 

Nattalin AMS からエンジンヘッド、スリーブ等、年 30 回ほどの修理・部品製作を依頼さ

れる。プラウ、ハロー等のディスクの削りも多く行っている。 

 

９．Pyay、農業機械ディーラー 

面談相手先 Pyay、農機ディーラー、New Holland 

出席者 【面談者】Thant Sin Oo, Showroom Manager 
【調査団】本間、Tin Win（通訳）、Daw Ei Ei Khin（AMD） 

日 時 2013 年 10 月 25 日（金） 15:30～16:00 

場 所 Pyay、農機ディーラー（New Holland）事務所 

面談内容 

（１） 会社概要等 

Pyay に出店して約 1 年。これまでにトラクター3 台を販売（75、90、95Hp 各 1 台）。New

Holland 製トラクター35、48、65、75（インド製）、90、95、97 Hp（トルコ製）を販売して

いる。 
 
（２） トラクター販売価格（Kyat） 

28Hp 11,100,000 

35Hp 15,600,000 

48Hp 18,000,000 

65Hp 20,100,000 

75Hp 22,200,000 

90Hp 27,800,000 

 

10．AMS Pyay (No.30) 

面談相手先 AMS Pyay (No.30), Bago (West) 

出席者 【面談者】U Aung Myo Lwin Oo, Staff officer, No.30 AMS, Play 

【調査団】本間、Tin Win（通訳）、Daw Ei Ei Khin（AMD） 

日 時 2013 年 10 月 25 日（金）16:30～17:30 

場 所 AMS Pyay (No.30), Bago (West) 
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面談内容 

（１） 人員・保有機材 

AMS スタッフ：53 名 

所有トラクター：21 台（SH654＝5 台、Zetor7011＝16 台ともに 70Hp クラス、老朽化）

 

（２） トラクター貸出状況 

トラクターの貸し出しは現在 11 台が年間貸し出し、10 台が AMS から直接賃耕を行って

いる。シーズン当初は年間貸し出しは 5 台であったが、貸し出し希望者が多く現在は 11 台

を年間貸し出しとしている。現時点で直接賃耕を行っている 10 台に関しても希望者があれ

ば年間貸し出しとする。 

 

（３） トラクターサービス料金 

賃耕料金は AMS の基本料金で以下と決められている。AMS には本部より燃料の配給が

あり、民間価格に比べて安い設定となっている。オペレータ込み。 

・プラウ耕起（1 回）：13,000Kyat/acre、ハロー砕土（2 回）：13,000Kyat/acre 

年間貸出料金は上記の基本料金のハロー砕土 1 回分 6,500Kyat/acre を基本とし、65Hp ト

ラクターは 300acre、50Hp クラスまたは年式の古いトラクターは 200acre 分を年間貸出料金

としている。（各 AMS 共通） 

・50Hp クラスまたは年式の古いトラクター＝6,500Kyat/acreｘ200acre＝1,300,000Kyat/year

・65Hp クラストラクター＝6,500Kyat/acreｘ300acre＝1,950,000Kyat/year 

 

（４） 年間貸し出し契約／支払い方法 

年間貸し出し契約は AMS（AMD）と農民の契約による。契約の条件としては、5acre 以

上の農地を所有していること及び村の運営委員会（Village administrative committee）の承認

を得ていることの 2 点である。契約書には運営委員会の承認証明書が必要となる。基本的

には農民が望めば毎年継続しての契約は可能であり、長期に借りている農民も多い。 

支払いは年間貸出料金の 40%を前払い（通常雨期作稲耕耘整地にかかる前の 2 月または

3 月）、60%は裏作の耕耘整地作業後の 12 月としている。 

 

11．AMD 協議記録 

協議相手先 農業潅漑省機械化局（AMD） 

出席者 【面談者】U Soe Hlain Director General AMD、U Pale Maung Dy. Director General、

U Myint Zaw Director, Repair and Maintenance Department、U Yuu Kyi Director, 

Utilization Department、U Naung Win Director, Land Reformation、Daw Ei Ei Khin 

Staff Officer（本件担当）ほか 

【調査団】鈴木、本間、U Myo Zaw Shein（通訳） 

日 時 2013 年 10 月 28 日（月）12:50～14:00 

場 所 AMD 会議室 

協議内容 

 鈴木氏より本年度 2KR プロジェクト概要に関して説明後、質疑応答。 

・MD に関しては事前に農業灌漑省（MOAI）大臣の承認が必要である。 

・Natalin AMS サイトに関しては Naypyitaw近郊の Oattwin AMS サイトに変更することとしたい。
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（１） AMS の機械サービス方法の変更に関して 

・AMS 所有のトラクター賃貸システムの年間賃貸方式は今年度で終了し、来年度からは

AMS が直接農民に対して賃耕を行う方式に統一する方向である。 

 トラクター5 台を 1 チームとして管理者（マネジャー）を配置し、チームにてトラクター

賃耕サービスを必要とする村落に対して巡回していく方式である。来年の夏作稲より活

動を開始する。AMS 所有のトラクターは民間を含めたトラクターサービスの行われてい

ない地域において貧困農民を対象として活動を行う。民間のトラクターサービス活動に

配慮し、活動地域に民間サービスがいきわたった段階で活動拠点を他の地域に移動して

いくこととする。 

  機械賃貸サービスの変更理由 

① 従来の年間貸し出しサービスでは農民への機材に貸し出しに関して不平等となるケー

スがある。 

② トラクター及びオペレータを長期にわたってフィールドに貸し出す方式では機材のメ

ンテナンス不足になりがちで、トラクターにダメージを与える可能性がある。 

③ 長期に渡り若いオペレータをフィールドに出す場合には、ベテランから若手への技術

移転ができない。 

 

（２） 機材仕様等 

・AMDが希望する 6連のディスクプラウはプラウとハローの機能を併せもった形式で主に

稲作での使用を念頭に置いている。 

・6 連ディスクプラウはタイ製品のみではなく、他のブランドも多く存在する。 

・入札の競争性を考慮し、4 連ディスクプラウに関しても許容する。 

・シバウラトラクターはミャンマーでは一般的ではない。 

・指摘のあった対象 AMS に配備する運用・維持管理／修理用工具・機材に関してはミャン

マー側で調達する。 

 

（３） モニタリング／評価に関して 

・対象農家に対するヒアリング調査は AMS（AMD）スタッフにより実施する。 

・AMS で行っている機材作業記録はトラクターサービスに係る分析・評価に活用されてい

る。ターゲット面積の充足率（満たしていない場合には原因を分析し、対応を検討する）、

トラクター稼働／修理状況、トラクター稼働率の指標に用いられる。 

・何人からデータを取得するか検討する必要があるが。→人数ではなく、大～中～小規模

農家のバランスを考慮し、面積比率にて決めたい。 

・指標に関しては、定量的な指標のみではなく、定性的な指標も考慮する。 

・AMS スタッフ、農民ともに調査に慣れていないため、農民に対する質問票はできるだけ

シンプルにした方がよい。 

 

（４） その他 

・DG 出張予定：11 月 11 日～23 日 
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12．AMS Pyinmana (No.84) 

面談相手先 AMS Pyinmana (No.84), Naypyitaw 

出席者 【面談者】U Kyaw Soe Deputy Director, Naypyitaw AMD、U Tun Tun Oo,  Township 

officer, No.84 AMS, Pyinmana township 

【調査団】本間、Tin Win（通訳）、Daw Ei Ei Khin（AMD） 

日 時 2013 年 10 月 29 日（火）8:30～9:00、13:30～15:00、31 日（木）14:30～15:30 

場 所 AMS Pyinmana (No.84), Naypyitaw 

面談内容 

（１） 対象地域 

首都 Naypyitaw 近郊のモデル農場を対象としている。対象地域はもともと 8 集落により

構成されていたが、モデルファームとして農地集積・改変が行われ、4 集落ごとに集約さ

れ Alayinlo 村（517acre）及び Mazalikone 村（415acre）の 2 村落に改変された（総農地面積

985acre）。 

 

（２） AMS 概要 

トラクター26 台、コンバイン 1 台を所有しており機材は 2012-2013 年に導入されたもの

で、新しい機材である。また、同一敷地内に全国に 8 カ所ある AMD の中級ワークショッ

プの 1 つである Pyinmana Medium Workshop を有する。AMS に所属する人員は、総員で 91

名で機械部門ではトラクターオペレータ 80 名、メカニック 3 名となっている。 

所有機材はトラクター26 台、コンバイン 1 台でいずれも新しい機材である。トラクター

5 台（インド Sonalika 社製、90Hp）は本年度に日本の援助により MOAI、灌漑部に供与さ

れたものである。また、モデル農場用機材として主に韓国製のコンバイン 15 台を所有する。

Naypyitaw エリアには本件の対象地域を含め、5 カ所のモデル農場が存在し、それらを管

轄する AMS としては、対象の Pyinmana のほか、Laiway 及び Thatkong の 3 AMS となって

いる。 

 

（３） トラクターサービスシステム 

本 AMS ではトラクターの年間貸し出しは行っておらず、AMS が各農民に直接賃耕サー

ビスのみを行っている。AMS による直接賃耕システムは 2012 年からの新規機材の導入を

受けて開始されたが、モデルファームとしての特別なケースと考えられる。サービス対象

地域内に 2 カ所の地域内サービスステーションを設け、それぞれ 5-10 台のトラクターを待

機させて、トラクター賃耕サービスを実施している。 

  サービス料金 

  プラウ耕起＝18,000Kyat/acre（1 回） 

  ロータリ耕耘＝18,000Kyat/acre（1 回又は 2 回、1 回：9,000Kyat/acre） 

  コンバイン収穫＝45,000 Kyat/acre 

  耕耘整地作業内容 

・雨期作稲及び夏作稲 

プラウ耕起 1 回＋ロータリ耕耘 1 回＝70%、ロータリ耕耘 2 回＝30% 

・冬作ブラックグラム（ケツルアズキ） 

プラウ耕起 1 回＋ロータリ耕耘 1 回＝80%、ロータリ耕耘 2 回＝20% 
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（４） 機材メンテナンス・修理体制 

・AMS 保有の修理機材工具は古い電気溶接機以外は若干の工具類のみである。 

・修理が必要な場合には同一敷地内の AMD Pyinmana 中級ワークショップを利用する。同

ワークショップはメカニック 10 名、テクニシャン 20 名を擁し、旋盤、スライス盤、ボー

ル盤等ひととおりの工作機械が揃っており、エンジン、ギアボックス等さまざまな修理

に対応できる。このワークショップは Pyinmana を含め 5 AMS を対象としている。 

・必要なスペアパーツは Yangon から取り寄せる。 

 

（５） マーケティング 

対象地域全体がモデルファームとなっており、一般的に農民は作付前に米ブローカーと

契約し、収穫後 4,000Kyat/basket で販売している。収穫後のコメは農民がブローカーの倉庫

まで輸送する。 

 

（６） その他 

機材用の燃料は AMD 本部よりの支給で、3,000Kyat/GL である。また、市場価格は

3,900Kyat/GL となっている。 

 

13．AMS Oattwin (No.98) 

面談相手先 AMS Oattwin (No.98), Bago (East) 

出席者 【面談者】U Win Aunng, Township Officer, No.98 AMS, Oattwin township、U Tun 

Tun Win, Tractor operator leader 

【調査団】本間、Tin Win（通訳）、Daw Ei Ei Khin（AMD） 

日 時 10 月 30 日（水）9:15～12:00 

場 所 AMS Oattwin (No.98), Bago (East) 

面談内容 

（１） AMS 概要 

AMS のスタッフは総数 31 名、そのうちトラクターオペレータは 21 名でメカニック 4 名

である。トラクター12 台を所有するが 1980～82 年に 5 台、1995～96 年に 7 台が中古で導

入されたものであり、いずれも老朽化した機材である。トラクター用インプルメントも古

く、既に使用できないものもある。 

 

（２） 耕耘機の販売 

AMS では中国からエンジン、ギアボックス等の主要部品を輸入して AMD が製作してい

る耕耘機 20Hp を販売している。価格は 1,632,000Kyat で 5 年間のローンでの購入が可能と

のことである。2013 年度で 60 台を販売済みである。 

 

（３） 機材メンテナンス・修理体制 

AMS が保有する機材は油圧ジャッキ（10 t）と工具セットのみである。AMS では機材の

メンテナンスとマイナー修理のみを行っている。エンジン、ギアボックス等の大修理は

Yangon の AMD メインワークショップにて行う。また、一部修理は近隣の民間ワークショッ

プに依頼している。 
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（４） トラクターサービスシステム 

・現在は年間貸し出しのみを行っている。貸出価格は 50Hp クラスで 1,300,000Kyat/year

（200acre/year）、65Hp クラスで 1,950,000Kyat/year（300acre/year）である。 

・支払いはトラクター貸し出し時に 50%、6 カ月後に残りの 50%である。農民の賃貸料の

支払いに問題はない。 

・新規に導入されるトラクターに関しては、年間貸し出しではなく AMS が直接に賃耕サー

ビスを行う。賃耕料は 9,000Kyat/acre（現行では 6,500 Kyat/acre）となる。 

・現在、トラクターの年間貸し出しを行っている農家は、農地を所有している農家で、所

有面積は 5～35acre、平均で 12acre 程度である。 

・農家への貸し出しサービスは、以下により決定している。 

① 前金 50%の支払が早いもの 

② より大きな農地を保有するもの 

③ 村落の行政委員会の承認を得たもの 

農民と AMD 間で結ばれる年間貸し出しの契約書には③の承認レターを添付する。 

 

（５） マーケティング 

コメは雨期作、夏作ともに通常ブローカーが圃場にて買い取る形式である。買い取り価

格は 4,000Kyat/basket 程度である。近隣には多くの米ブローカーが存在する。小規模の米ブ

ローカーから近隣に 20 カ所ほどある精米工場に集められ、乾燥・精米後に Yangon または

近隣の市場に出荷される。一部の農家（20%程度）はもみを自宅の倉庫に保管し、半年後

の６月に高値（6,000Kyat/basket 程度）で販売している。 

ブラックグラム（ケツルマメ）は一般的に圃場で取り引きされ、販売価格は 10,000 

Kyat/basket 程度である。小規模のブローカーから地元の大手ブローカー（ローカルマーケッ

ト）に集められ、輸出または Yangon 市場へ出荷される。一部の農家（20%程度）はマメを

自宅の倉庫に保管し、高値（17,000Kyat/basket 程度）になるのを待って販売している。 

 

14．MD Mandalay Regional Office 

面談相手先 AMD Mandalay Regional Office 

出席者 【面談者】U Han Khin, Head of Regional Office、U Than Tun, Head of District Office, 

Pyin Oo Luin & Mandalay、U Aye Ko, Head of Base Store Department、Daw Soe Soe 

Nwe, Staff Officer、U Aung Thu Khe, Staff Officer、U Aung Myint Than, Staff 

Superintendent、Daw Sandar, Staff Superior 

【調査団】本間、Tin Win（通訳）、Daw Ei Ei Khin（AMD） 

日 時 2013 年 11 月 1 日（金）11:30～12:30 

場 所 AMD Mandalay Regional Office 

面談内容 

 Mandalay AMD 事務所にてプロジェクト概要の説明を受けた。 

（１） 対象地域の概要 

・対象村落は 2 村落で約 800 家族、人口は約 3,200 人 

・作付けは雨期作稲―マメ―夏作稲の三作であり、地域には 3 本の幹線用水路が通っている。

・地域の所有機材は耕耘機 160 台、脱穀機 26 台、精米機 3 台 

・集落エリアは 62acre 
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・対象地域には現場のトラクターステーション建設用地が確保されている。 

・対象面積は 2 村合計で約 2,200acre 

・耕耘機が普及したことで年間三作が可能となったことから農業機械化は需要である。 

・収穫作業には人手がかかり、人件費も高騰していることから、コンバインの必要性は高

い。 

 

（２） 機械化のメリット 

・機械化のメリットとしては、以下が挙げられる。 

耕作面積の拡大、単収の増加、作付け回数の増加、作物の品質の向上（コメに小石が入

らない、作物へのダメージが少ない）、収穫ロスの減少 

 

（３） 農業機械化研究所建設計画 

AMD, Mandalay では以下の計画を推進している。各種農業機械に係る性能試験の実施及

び認証システムの構築はミャンマーにおける農業機械化の推進に非常に重要である。 

  （農業機械化研究所建設計画） 

輸入及び国産農業機械に係る性能試験及び機械化のための研究を行う。耕耘機、トラク

ター等が機材仕様に見合った性能を有しているか確認するため、圃場試験を含めた各種性

能試験を実施する試験・研究機関を設立する構想。 

中国製等輸入農業機械及び国産農業機械において、表示された仕様に見合った性能を有

せずにミャンマー国内で販売されている機材があるため、購入した農業者からクレームが

出ている現状がある。スペアパーツの品質においても低品質の製品が出回っている。 

これらの状況を解決することで、高品質の農業機械の流通を促し、ミャンマーの農業機

械化をより効率的に促進させることが重要である。 

 

15．Mandalay 農業機械ディーラー 

面談相手先 農機代理店 Farmers Choice、インド製 Sonalika 社代理店 

出席者 【面談者】U Nyi Nyi Phyo, Sales Manager, Mandalay Branch Office 

【調査団】本間、Tin Win（通訳）、Daw Ei Ei Khin（AMD） 

日 時 2013 年 11 月 1 日（金） 14:20～14:50 

場 所 農機代理店、Farmers Choice 事務所 

面談内容 

（１） 会社概要等 

Mandalay 支店は 2 年前に設立したが、現在までに 30～40 台のトラクターを販売してい

る。この地域では 75Hp クラスが人気がある。Mandalay 支店の従業員は 5～10 名。トラク

ターは Sonalika 社製のみの取り扱いであるが、他社製品のスペアパーツも扱っている。 

 

（２） トラクター販売価格等 

ハロープラウは 1 回の作業で耕耘・砕土（プラウ、ハロー）の作業が行えるメリットが

ある。価格は 60-70Hp クラスのトラクター用の７連ハロープラウで 2,000,000Kyat。50Hp

クラスのトラクターは 13,000,000Kyat 程度である。 
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16．Mandalay 米仲買業者 

面談相手先 米仲買業者、Mandalay 市場 

出席者 【面談者】Daw San Yin オーナー 

【調査団】本間、Tin Win（通訳）、Daw Ei Ei Khin（AMD） 

日 時 2013 年 11 月 1 日（金） 14:20～14:50 

場 所 米仲買業者、Mandalay Zay Cho 市場 

面談内容 

（１） 会社概要等 

商売を始めて 10 年、15 種類のコメを取り扱う。従業員 3 名、コメの輸送は必要に応じ

てトラックをチャーターする。近隣で集荷した精米を Madayar、Monywa、Shwebo、Yangon

等に配送する。 Mandalay 市場の平均より若干小規模の米ディーラーと思われるか、商売

は比較的順調なので長く続けたいとのことであった。 

 

（２） マーケット 

米の価格は種類によりさまざまで 15,000～25,000Kyat/bag 程度で、20,000～25,000Kyat/bag

が多い。近隣のブローカーが売りにきたコメをローカルマケットまたはディーラーに販売

する。Mandalay 市場には 100 以上のもの米ディーラーが存在する。 

コメの売買による収益は 300～500Kyat/bag 程度としている。取引量は月当たり 3,000bag

で、年間で 36,000bag、収益を 400Kyat/bag とすると年間 14,4000,000Kyat で 150 万円程度の

利益となる。（1bag=104pound、1basket=46pound、1pound=0.4536kg） 

 

17．AMS Madayar (No.43) 

面談相手先 AMS Madayar (No.43), Mandalay 

出席者 【面談者】U Kyau Soe Hwe, Agricultural Mechanization Officer、U Myo Myint Aung, 

Assistant Officer 

【調査団】本間、Tin Win（通訳）、Daw Ei Ei Khin（AMD） 

日 時 2013 年 11 月 5 日（火）8:30～12:00 

場 所 AMS Madayar (No.43), Mandalay 

面談内容 

（１） AMS 概要 

本 AMS は 1972 年に設立されたが設立当時は 100 台のトラクターを保有していた。現在

は Madayar を含む 5 Township を管轄しており、総カバーエリアは約 100,000acre である。

AMS スタッフは総勢 32 名、そのうちトラクターオペレータは 19 名、メカニックが 4 名で

ある。保有機材は 1980 年代前半に導入されたチェコ製トラクターがほとんどでかなり古い

が、塗り直したボディもきれいで、良く整備されている。 

  保有機材 

トラクター70Hp クラス（チェコ、Zetor 社製）16 台 

プラウ 13 台（4Disc＝10 台、3Disc＝2 台、ボトムプラウ＝1 台） 

18 枚刃ディスクハロー＝8 台、16 枚刃ディスクハロー＝1 台 
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（２） 耕耘機の販売 

AMS では耕耘機の販売を行っている。販売価格は以下のとおり。 

中国製 22Hp、ロータリ付き＝1,320,000Kyat 

AMD 製 20HP、ロータリ付き＝1,160,000Kyat 

水田車輪＝120,000Kyat 

駆動式ディスクプラウ＝185,000Kyat 

耕耘機用スペアパーツの販売も行っているが、良く整理されている。今年度は 35 台を販

売したが、すべて中国製で現在在庫切れの状態である。AMD 製に比べて品質が良く、人気

がある。耕耘機等を製造していた AMD の工場は工業省に移管されたとのことである。 

 

（３） ハローディスクプラウとロータリの導入に関して 

ハロープラウの使用により作業の効率化が図られ、裏作のマメ類の作付けを作業適期内

に行える。通常、ロータリで 2 回耕耘またはプラウで 1 回耕起後ハローで 1～3 回砕土を行っ

ていた耕耘整地作業をハロープラウにより 1 回の耕耘整地で行える。 

稲作の耕耘整地作業は通常プラウで 1 回耕起後ハローで 2～3 回砕土を行うが、ロータリ

の使用により 1 回の耕耘で行えるため、圃場準備作業時間が短縮される。また、代掻き・

均平作業にも有効である。 

 

（４） 機材メンテナンス・修理体制 

機材の日常のメンテナンス、修理は主にオペレータとメカニックにより行われている。

エンジン、ギアボックス等にかかる大修理に関しては AMD の Inngone メインワークショッ

プに機材を輸送して修理を行う。溶接、エンジンヘッド部分等の中修理は近隣の民間ワー

クショップを利用する。 

トラクター作業の少ない 10 月の第 2 週には、AMD の Inngone メインワークショップか

らメカニックを 1 週間派遣して、全トラクターの機能・状況確認及び必要な修理を行って

いる。この作業は AMS の 20 代の若いメカニック・オペレータへの技術移転の場ともなっ

ている。 

 

（５） スペアパーツの供給 

スペアパーツは AMD 本部からの供給が 50%程度で残りの半分は Mandalay のディーラー

を通じて供給している。AMD からの供給部品はラジエター、ステアリング関連部品、コネ

クティングロッド、ピストン・リング、タイヤ、バッテリ等、ディーラーからはその他の

小部品を供給している。 

 

（６） トラクターの作業時期 

12 月～3 月：ハイシーズン、裏作の耕耘整地作業の時期で、2WD トラクターの作業も可

能である。 

4 月～7 月：ローシーズン、雨期作の圃場準備作業、4WD トラクターのみ作業可能。 

8 月～11 月：ローシーズン、2WD トラクターでは作業できない。 

 

（７） トラクターサービスシステム 

現状でのトラクター貸し出し状況は、AMS が直接行う賃耕方式が全 16 台中 14 台（7 台

稼働中、7 台は故障し AMD ワークショップにて修理中で 3-6 カ月が必要）、農民への年間
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貸し出しが 2 台となっている。 

  支払方式 

賃耕がプラウ 1 回で 13,000Kyat/acre、ハロー2 回で 13,000Kyat/acre、作業終了後現金払い。

年間貸し出しは 70Hp クラストラクターなので 1,950,000Kyat/year で前払いで半額支払い、

残りは 12 月に裏作作業終了後に支払いを行う。貸し出し農家は 25～30acre の農地を所有し

ている。農家の支払いが滞ることはなく、支払に問題はない。 

AMD 本部からの正式の通達によると年間貸し出しシステムは今年度で終了し、2014 年 4

月から AMS 直接の賃耕システムに統一される。 

 

（８） 運用・維持管理上の問題点 

・運用・維持管理上の問題点は以下のとおり 

① 運用・維持管理に係る予算が十分ではない。 

② スペアパーツの品質が低い。 

③ 若いメカニック、オペレータへの技術移転が必要である。 

④ 機材が古く老朽化しているため、更新が必要である。 

⑤ ワークショップの修理用機材・工具の配備が必要である。 

 

（９） その他 

・近年ミャンマーでは若い世代が農作業を嫌う傾向があり、農業の人手不足の一因となっ

ている。 

・Pyinmana を除く対象の AMS では現状でハローディスクプラウをほとんど所有していな

い。必要な場合には、機材を民間から借りて作業を行っている。 

 

18．Madayar、米仲買・精米業者／トラクター借入農家 

面談相手先 Madayar、米仲買・精米業者／トラクター借入農家 

出席者 【面談者】U Nay Win：オーナー 

【調査団】本間、Tin Win（通訳）、Daw Ei Ei Khin（AMD） 

日 時 2013 年 11 月 6 日（水） 9:30～11:30 

場 所 Madayar、米仲買・精米業者／トラクター借入農家 

面談内容 

（１） 営農／会社概要等 

営農 

所有農地面積：200acre（Paddy 100、サトウキビ 70、マンゴー30）、使用人：稲 5 人、畑 2 人

＋季節労働者、耕耘機 5 台所有。20 年前から農業を始めたが 20acre からスタートし現在 200acre

所有。家族：妻、子供 6 人の計 8 人家族 

精米業／米仲買人（メインビジネス） 

 父親の代から 35 年の商売、従業員 5 人、5～10 人の労働者、家族労働で行っている。Mandalay

大学で伝統薬の製造を学ぶ。 

 精米機能力：1,000basket/day（24ｈ）、平均して 300-400basket/day で年 6 カ月稼働。 

精米、取扱量 

① 自家生産＝雨期作稲 10,000basket、夏作稲 5,000basket、合計 15,000basket 

② 購入＝10,000basket 
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③ 農民が自家消費用に持ち込みの場合にはくず米を代金として支払う。2,000～3,000 basket

・この地域には 20 余りの精米所が存在する。米仲買人は Township 内に 150 余り営業してい

る。 

・コメの販売先は Mandalay 市場が 7 割、Mandalay 北部または Sagaing が 3 割である。輸送用

のトラックを 1 台所有している。コメの買い付けは、農家側から連絡を受け、圃場にて買

い付ける。圃場買い取り価格は 3,500Kyat/basket 程度である。（Paddy 1basket=46pound, 

1pound=0.4536kg）乾燥は天日で 3 日、ローカルメイドの乾燥機で 2 時間行う。天日乾燥と

乾燥機使用の比率は半々である。 

・コメの販売価格は Mandalay 市場で 15,000Kyat/bag（1bag=104pound）程度である。コメの単

収は雨期作で 80-90basket/acre、夏作で 120basket/acre である。 

 

（２） AMS からのトラクター借入れ 

AMS より 20 年にわたってトラクター（Zetor7011）を借りている。20 年前の貸出価格は

5,000Kyat/month であったが、現在は 1,000,000～1,200,000Kyat/year（燃料なし）である。（通

常の AMS 価格は燃料込み価格、375GL/Tractor＝300acre＝1,950,000Kyat）トラクターは自

家用に使用しており、農民への貸し出しは行っていない。 

 

（３） 機械利用の問題点 

・主に裏作の作付けのためのハイシーズン（10 日間）にはトラクターが不足する。 

・機材が古く、頻繁に故障する。修理代の約半分は自己負担で年間 500,000Kyat 程度の負担

となる。 

・中国製のスペアパーツの品質が悪く、頻繁に交換する必要がある。スペアパーツの調達

先は主に Mandalay である。 

・プラウ／ハローによる耕耘整地は手間がかかるためロータリが必要である。ロータリを

使用すれば 1 回の耕耘で作業は終了する。三作のための灌漑水は十分にあるので、ロー

タリの有効な利用が必要である。 

 

（４） その他（必要機材） 

・4WD トラクター80-90Hp、コンバインハーベスタ、高品質の乾燥機（もみの天日干しを

圃場にて行うと農地を占有してしまう。乾燥機を使用すれば、農地を裏作物の耕作に有

効利用できる）。 

 

19．Madayar、民間修理工場 

面談相手先 Madayar、民間修理工場 

出席者 【面談者】U Aung Ko Phyo オーナー 

【調査団】本間、Tin Win（通訳）、Daw Ei Ei Khin（AMD） 

日 時 2013 年 11 月 6 日（水） 14:30～15:00 

場 所 Madayar 町、民間修理工場 

面談内容 

（１） 会社概要等 

金属加工、修理工場、創業して 2 年、従業員は 5 人、旋盤 2 台、グラインダ、切断機、

ボール盤 2 台等ひととおりの工作機械を保有する。 
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（２） 機材修理・部品製作等 

Madayar AMS ではエンジンヘッド、バルブシート等の修理のために、トラクター1 台当

たり年 2 回程度利用する。 

 

20．AMS Shwebo, (No. 3) 

面談相手先 AMS Shwebo, (No. 3), Sagaing 

出席者 【面談者】U Tun Shwe, Head of District Office、U Than Htike, Staff Officer, Head of 

AMS、U Than Taw, Staff Officer 

【調査団】本間、Tin Win（通訳）、Daw Ei Ei Khin（AMD） 

日 時 2013 年 11 月 11 日（月）8:30～12:00 

場 所 AMS Shwebo, (No. 3), Sagaing 

面談内容 

（１） AMS 概要 

Shwebo AMS のスタッフは所長を含めて、総勢 33 名で機材関連の人員はトラクターオペ

レータ 20 名（7 名は非常勤）、メカニックが 2 名となっている。トラクターは 1982 年に中

古にて導入されたチェコ製の Zetor7045 70Hp、4WD を 15 台（3 台は AMD 本部修理工場に

て修理中）保有しているが、いずれも古い機材で更新の必要がある。スペアパーツ倉庫は

部品保有は少ないが、棚に整然と整理され、各パーツを在庫確認カードによりチェックし

ており、スペアパーツ管理体制もしっかりしている。 

1985 年より Tarry Card（部品在庫管理票）によるスペアパーツの管理を行っている。数

は少ないもののスペアパーツは専用の棚にきちんと整理されている。レンチ等の工具に関

しても十分ではないがボックスに入れて良く管理されている。 

  保有機材 

トラクター15 台 Zetor7045 70Hp、4WD（3 台は AMD 本部修理工場にて長期修理中） 

インプルメント 3 連ディスクプラウ 16 台、16 連ディスクハロー5 台、ロータリ 3 台（修

理中または修理不能を除く）、ハローディスクプラウに関しては 1 台を AMS で独自製作し

て圃場で使用しており、さらに 1 台製作中である。必要な場合には州政府から借りている。

 

（２） 機材メンテナンス・修理体制 

トラクターオペレータが記入した機材稼働状況記録をアシスタントオフィサー（機材維

持管理責任者）が確認・判断して、必要と思われる修理に関して所長に報告する。トラク

ターオペレータとメカニックが機材のメンテナンス及び修理を行っている。大修理（エン

ジンクランクシャフト、コネクティングロッド、インジェクションポンプの調整等）が必

要な場合には AMD の Monywa Medium Workshop にて修理を行う。 

民間修理工場の利用はほとんどない。他の AMS に比べてメカニックのレベルが高いこと

から、Medium Workshop からの定期的なメカニックの派遣は必要ないとのこと。修理用機

材・工具に関しても十分ではない（不足してはいるが）が他の AMS に比べて充実している。

AMS 保有の修理用機材は電機溶接機、ハンドドリル、油圧ジャッキ（10 t）2 個、ガントリー

クレーン 2 t 及びレンチ等の工具類である。 

 

（３） トラクターサービスシステム 

トラクターの貸し出しはオペレータに対しての年間貸出を行っており、AMS とトラク
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ターオペレータが年間貸出契約を結んでいる。この方式を始めて 8 年になるが、各オペレー

タが継続して 1 台のトラクターを使い続けるので、トラクターへの維持管理が良くなり故

障が減るとともに、賃耕業務へのモチベーションも上がるメリットがある。他の AMS でも

同様の貸出方式で賃耕業務を実施している例もある。 

トラクター貸出価格は AMD の標準価格で、支払は 2 回払いで、5 月と 10 月である。年

間貸出契約書には農民への貸し出しと同様、村落の承認が必要であるとともに他のトラク

ターオペレータの推薦も必要である。 

 

（４） 新規要請機材台数の必要性 

現状で 15 台のトラクターを所有しているが、2KR で 30 台が必要な理由は何か。 

地域内の灌漑エリアは 114,869acre であるが、トラクターのカバーエリアを 300acre とす

ると、30 台で約 9,000acre をカバーできる。 

要請書における対象サイトのトラクターカバーエリアは、Madayar 対象面積 705→

2,300acre*/15 台＝153.3acre/tractor、Pyinmana 対象面積 985acre/15 台＝65.7 acre/tractor とな

る（DG は対象サイトのトラクターの配分に関して見直しが必要との見解であった）。 

*：要請書には 705 acre と記載されていたが、正しくは 2,300 acre。 

 

（５） 新規要請機材に係る運用・維持管理要員の確保 

トラクター台数が既存の 15 台と合わせて、45 台となるが、運用・維持管理の対応はど

うするのか。 

AMS として AMD 本部に既に 11 名のトラクターオペレータの増員を要請し、本部承認を

受けている。本部は採用した 11 名のトラクターオペレータの給与を支給する。新オペレー

タに関して Meiktila においてトラクターの運転、維持管理、修理に係る研修の申込みを行

い、承認待ちである。来年度にはさらに必要なオペレータに関して本部に要請する。現在

AMS に所属しているトラクターオペレータはの年齢は 24-45 歳でベテランから若手への技

術移転に問題はないとのこと。 

 

（６） 耕耘機の販売 

AMS では耕耘機及びスペアパーツの販売を行っている。中国製 22Hp クラスが

1,510,00Kyat で、2 年間で 3 分割ローンにて販売。本年度で 50 台販売済みと売れ行きは好

調であり、農民の機械化への意欲が感じられる。AMD 製耕耘機（1,150,000Kyat）も販売し

ているが、こちらは性能が劣り、売れていない。既に製造は終了している。中国製田植機

（2,000,000Kyat）の販売も行っており、3 年間で 8 台を販売。 

 

（７） その他 

・Shwebo AMS のカバーエリアは Shwebo（196,337acre）及び Khinoo（206,548acre）の 2 

Township で合計で 402,885acre である。2KR 対象の The-lone 2,743acre はモデル地区では

ない。モデル地区は Pyinmana と Oattwin の 2 カ所である。 

・州政府が貧困農民対策のために準備した灌漑用ポンプ 50 台、耕耘機（22Hp）12 台を倉

庫に保管している。 

・AMS でハローディスクプラウの製造を行っている。1 台は製作済みで、既に圃場にて稼

働中、現在 2 台目を製作中である。ハロープラウのメリットとしては、1 回の耕耘でプ

ラウとハローの作業が行えるため効率的であるとのこと、農民にも人気があるという。
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21．Shwebo 農業機械ディーラー 

面談相手先 農機代理店、 Good Brothers Shwebo 支店 

出席者 【面談者】Daw Thwe Khaing, Sales division 

【調査団】本間、Tin Win（通訳）、Daw Ei Ei Khin（AMD） 

日 時 2013 年 11 月 11 日（月） 13:30～14:00 

場 所 農機代理店、 Good Brothers Shwebo 支店 

面談内容 

（１） 会社概要等 

設立して 4 年、従業員は 8 名である。広い倉庫のようなスペースで展示販売をしている。

トラクター、コンバイン、灌漑用ポンプ、小型のワンパス式精米機、発電機等を取り扱う。

販売実績としては耕耘機が多いようである。交換部品も取り扱う。修理工場は併設してな

く、修理専門のスタッフは置いていない。トラクター販売実績 3 台、耕耘機は 35 台/年程

度。トラクターは中国製及びクボタ製を扱う。店の年間売り上げ額は約 1.5 億 Kyat。機材

販売価格は以下のとおり。 

 

（２） 機材販売価格等 

中国製トラクター4WD50Hp：10,700,000Kyat 

クボタ製 4WD47Hp：20,200,000Kyat、60Hp：28,700,000Kyat 

中国製コンバイン 18Hp：4,200,000Kyat 

クボタ製 70Hp：32,800,000Kyat 

中国製耕耘機 25Hp：2,500,000Kyat 

 

22．AMS Shwebo トラクター使用農家 

面談相手先 AMS トラクター使用農家 

出席者 【面談者】U Zaw Min Hlaing, Kyarpinaing Village, Khin Oo Township 

【調査団】本間、Tin Win（通訳）、Daw Ei Ei Khin（AMD） 

日 時 2013 年 11 月 12 日（火） 9:00～10:00 

場 所 Kyarpinaing Village, Khin Oo Township 

面談内容 

（１） トラクター作業内容等 

AMS のトラクター（Sonalika 90Hp）のハロープラウによる耕耘作業。7 枚刃ハローディ

スクプラウを使用。（トラクターは州 AMD 事務所が本年度 5 台導入して、AMS に貸与して

いる。現在、Shwebo AMS ではその内の 4 台を使用しているが、2KR 機材導入を見込み貸

し出しは今年度のみとしている。） 

対象農家は 3.5acre を保有し、今回はそのうちの 1acre 分の作業で、Tobacco の作付けの

ための耕耘整地（ハロープラウ 1 回、ディスクハロー1 回）を行う。土は水分が多く硬い

ため通常のディスクプラウより、ハロープラウによる耕起が効率的である。賃耕料金はハ

ロープラウ 22,000Kyat/acre、ディスクハロー15,000Kyat/acre である。 

昨年までは牛耕にて行っていたが、作業に 3、4 日は要していた。プラウ耕起は 2 頭立て

牛鋤 3 セットにて 1 日かけて行ったあと、砕土を牛鋤 2 セットにて 2 日で行う。彼は牛鋤

1 セットを有しているが、残りは賃耕による。賃耕料は 4,000Kyat/pair/day である。3 年前
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に購入した中国製耕耘機 22Hp を所有しているが、現在の圃場状況では土が水分を含んだ粘

土状で硬く使用できない。 

 

（２） トラクターサービスに関して 

圃場の土壌が硬く、保有する耕耘機の使用は難しい。周辺には 180 戸の農家があるが、

牛鋤の所有は全体で 10 セットのみで、ハイシーズンにおいては牛鋤も不足する。今年は雨

が多く、一作のみの作付けであったが、来年は野菜やトマトの作付けも行いたい。灌漑水

は豊富にあるので、トラクターサービスの普及により耕耘整地作業を適期内に行えれば増

収につながる。 

この地域ではトラクターが少ないこととともに牛鋤も不足する状況で、多くの農民がト

ラクターの使用を望んでいる。牛耕用のウシの価格は 2 頭で 1,200,000～2,000,000Kyat であ

る。2KR 対象地域外ではあるが、AMS のカバーエリアで、対象地域も似た状況である。 

 

23．Shwebo 大手精米・米仲買業者 

面談相手先 大手精米・米仲買業者、Shwebo 

出席者 【面談者】U Soe Myint Aung, Shwebo Township, オーナー 

【調査団】本間、Tin Win（通訳）、Daw Ei Ei Khin（AMD） 

日 時 2013 年 11 月 12 日（火） 10:55～11:30 

場 所 大手精米・米仲買業者事務所、Shwebo 

面談内容 

（１） 会社概要等 

精米業は義理の父が 1979 年に始めた商売で、大型倉庫のような建物に大型の精米施設を

設置している。精米されたコメを袋詰めし、そのままトラックに詰め込み出荷する。従業

員は 32 名である。 

精米機（中国製）の能力は 60t/24hr、乾燥機（ローカルメイド）は 200basket/1 回（4 時

間）である。12～1 月は天日乾燥を行うが、天日の方が時間をかけて乾燥するためコメの

品質がよい。乾燥機は 7～9 月の夏作稲（多収米）の乾燥に使用する。コメの年間取扱量は

700,000basket/year である。（100basket の籾米が 1.3t の精米になる。1basket=46puond） 

 

（２） マーケット 

Shwebo Township 周辺にてエージェント（小規模米ブローカー）を通してもみ米を購入す

る。彼は 10 業者程度のエージェントを抱えている。エージェントに支払う手数料は

5,000Kyat/100basket である。コメの輸送は買い取り圃場に保有するトラックを派遣する。

コメの販売は Yangon 市場がメインで他のローカルマーケットにも販売している。輸出は

していない。Shwebo では最大規模の精米業者であるが、各村落にも多数の精米業者があり、

Shwebo 全体では 100 以上の精米業者が存在する。できればより高性能の精米機を導入した

い。 
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24．Madayar 対象地域、ATS 訪問 

面談相手先 Madayar Target Village, AMS-Madayar 

出席者 【AMD】AMD District Manager、AMS Madayar: Agricultural mechanization 

officer、Assistant Agricultural mechanization officer、Office staff 

【調査団】小林、鈴木、U Tun Win（通訳） 

日 時 2013 年 11 月 17 日（日）9:00～12:15 

場 所 Madayar TS, Mandalay 

（１） 対象村（Min-ga-lar Thiri）を訪問し、農家約 40 名からヒアリング。主な確認事項は以下

のとおり。 

・耕耘機よりトラクターの方がよい。理由は、作業時間の短縮と、作業の質が上がり圃場

の状況がよくなるため。 

・乾期作（Summer Paddy）は、328 戸の対象農家全員が栽培できており、乾期の灌漑水の

供給に大きな問題はない。 

・三作〔乾期稲→雨期稲（Monsoon Paddy）→冬期マメ類（チックビーンが主）〕は可能。

その制限要因は農業機械の不足なので、2KR により三作が可能になると考えている。 

・三作を行った場合、AMD には乾期稲 4 回（耕起 1 回、砕土 2 回、収穫 1 回）、雨期稲 4 回

（乾期作と同じ）、冬期マメ類1～2回の計9～10回作業を依頼することになると考えている。

・農機のメーカーによる違いはよく分からないが、中国製は壊れやすく、希望しない。 

・希望する仕様は、①四輪駆動、②耐久性（継続して稼働するものを希望とのこと）、③燃費

の低さ、④防水性、⑤パワー（中国製は 70 馬力でも圃場では 35 馬力しかでないとのこと）。

 

（２） AMS-Madayar における主な確認事項 

（大型ではなく中型でいいのかという問いに対し）、馬力はクボタなら 47 馬力で充分でそ

れ以上は不要。 

・コンバインハーベスターは、現地生産の台車に載せて輸送可能と考えている。 

・農機の保管は、繁忙期は対象村において 2 acre 程度の土地を提供してもらい、そこに保

管予定。必要に応じ、屋根、フェンスを設置予定。閑散期は、AMD で保管。AMD-Madayar

の保管庫は 40 台保管可能（20 台×2 保管庫）であり、充分保管可能と考えている。 

・賃耕の単価は AMD 本部で決められる。現在、AMD の賃耕費は民間の賃耕費の半分程度

で、農家には魅力的な金額と考える。 

・Attachment は、ハローディスクプラウと Rotavator の 2 つが適切。 

・期待される 2KR 農機の作業面積は、雨期稲の耕起（by ハローディスクプラウ）：100 acre、

代掻き（by rotavator）：150、乾期稲の耕起：100、代掻き 200、冬期マメ類の耕起：100

（以上、トラクター）、雨期稲の収穫:120-150、乾期稲の収穫：100-120（以上、コンバイ

ン）と推定。 

・AMS-Madayar では、賃耕費を MEB Madayar の銀行口座に入れている。昨年同様の賃耕

費＝見返り資金の回収方法について問題ない。 

・農機が配分される際には、オペレータも確保する。 

・現状、農民は中国製とインド製を使用。壊れやすさ、作業の質、燃費、耐水性ともイン

ド製の方がよい。インド製では、マヒンドラ社製が Sonalika 社製より良い印象。Sonalika

社製は、70 馬力以上で四輪駆動はあるが、50 馬力以下は二輪駆動のみ。韓国製について

は、耕耘機は知っているが、トラクターは知らない。 
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写真 1：対象村でのヒアリング 写真 2：対象地の水田。雨期作の収穫が近い。 

写真 3：AMS-Madayarでは耕耘機の販売も行っている。 写真 4：AMS-Madayar での協議風景 

写真 5：所有するチェコ製 1982 年のトラクター 写真 6：20 台保管可能な保管庫 

 

25．AMD 本部での協議 

面談相手先 AMD 本部 

出席者 【AMD】U Pale Maung（DDG）、U Mya Thway（DDG）、U Yuu Kyi（Director, 

Utilization Div.）、U Khun Aye Naing（Director, Financial Div.）、U Myint Zaw

（Director, Machinery Div.）、U Nyo Win（Director, Administration Div.）、U Aye 
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Min（Director, Planning Div.）、U Ko Ko Maung（Director, Research Div.）、U Aung 

Win（Dy Director, Researh Div.）、U Hla Wai（Dy Director）、U Win Myaing

（Assistant Director, planning Div.）、Daw Eri Ei Khin（Staff Officer） 

【調査団】小林、鈴木、本間、U Myo Zaw（通訳） 

日 時 2013 年 11 月 18 日（月）10:00～13:00 

場 所 AMD HQs Meeting 

鈴木より協議議事録（MD）案を説明。以下、主な質疑 

・（AMD）開設する口座は、貯蓄口座（利子がたまるが引出制限がある）と送金口座がある

が、どちらがよいか。 

→（調査団）JICA としては、振り込み、払い出しができればどちらでもよい。 

・（AMD）調達先国から、インドを外してほしい。インド製は機械重量が重く、圃場で扱い

にくいと聞いている。 

→（調査団）了解。MD に記載する。 

・（調査団）各対象地域に必要な台数を計算するにあたり、トラクター・コンバインそれぞれ

の稼働面積を検討する必要があるが、それぞれ 80acre/台、100acre/台と設定してよいか？ 

→（AMD）問題ない。 

・（調査団）見返り資金（CPF）積算の推定上、想定している賃耕費を確認したい。 

→（AMD）グロスで Harrow Plow、Rotavating は 13,000Kyat/acre、Harvesting は 40,000Kyat/acre

を想定している。 

・（AMD）CPF を積み立てる際は、グロス賃耕費から燃料代、運転手費用などの必要経費を

差し引いたネットの金額で積み立てることは可能か。ネットはハロープラウ、Rotavating

が 9,000Kyat/acre、25,00Kyat/acre と考えている。 

→（調査団）CPF の積み立ては原則、販売代金、もしくは賃耕費すべてを積み立てること

としており、設定した賃耕費代金分を積み立てる必要がある。必要経費を事前に予算化

しておくことはできないか。 

→（AMD）予算は賃耕費回収を前提に申請、承認されている。例えば、他用途経費として

承認されたものを燃料費等に流用し、CPF 使途申請後、CPF を他用途経費に使うことは

可能か？ 

→（調査団）CPF は貧困農民に資することが原則。また、申請した内容で使用せねばなら

ない。 

→（AMD）では、必要経費を差し引いた金額を本プログラムにおける賃耕費とし、同金額

を収める形ではどうか。 

→（調査団）期限内に CPF がためられるなら、可能（試算したところ、積み立て可能）。

なお、昨年度 2KR ではグロスの賃耕費で CPF を積み立てる予定と聞いていたが（ただし、

MD に詳細な記載はない）、昨年度 2KR の賃耕費も同様の考え方となるのか。 

→（AMD）できればそうしたい。 

→（調査団）昨年度 2KR 分について、必要経費を差し引いた単価で期限内に CPF がたまる

か試算し、明日協議したい。 

・（調査団）MD 案で 6-6 記載のとおり、必要となる仕様を記載する予定だが、記載内容に過

不足はあるか？ 

→（AMD）コンバインは掃出し口が上部についているものがよい。他は記載どおりで問題

ない。 
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・（調査団）賃耕として長く使うのはスペアアーツが必要と思うが、昨年度より多くのスペア

パーツの購入を希望するか。また、必要なスペアパーツの品目に関して希望はあるか。 

→（AMD）昨年どおりで問題ない。必要と思われるスペアパーツのリストを作成して提出

する。 

→（調査団）リストを基に、希望するスペアパーツを和文報告書に記述する形で反映する。

・調達条件について、メーカー代理店はミャンマー国内に 1 カ所、もしくは複数箇所必要か。

→（AMD）ミャンマー国内に 1 カ所あれば問題ない。 

 

26．Oattwin 対象地域、AMS 訪問 

面談相手先 Oattwin Target Village、AMS-Oattwin 

出席者 【AMD】U Win Aunng, AMS-Oattwin Manager 

【調査団】小林、鈴木、本間、U Tun Win（通訳） 

日 時 2013 年 11 月 18 日（月）16:00～18:00 

場 所 AMS-Oattwin, Ohn Pin Village（湛水被害地域）, Oattwin Township 

（１） AMS-Oattwin における主な確認事項 

・三作（雨期稲作→冬期マメ類→乾期稲作）は可能だが、農民次第。課題は適期に作業が

できるかどうか。賃耕が普及すれば、三作を始める農家も増えると思う。 

・灌漑用水は充分ある。 

・農民の多くは耕耘機を所有しているが、トラクターのニーズは大きい。代掻き

（Rotavating）は、農民は自身で所有する耕耘機で行うかもしれない。 

・コンバインの輸送には、民間トラックを借りる予定。また、対象村のうち 75%程度はコ

ンバインによりアクセス可能と考えている。 

・コンバインのタイプは自脱型の方が、汎用型より良いと考える。自脱型は稲わらを回収

できるため、家畜を所有する農家は自脱型を望むのでは。 

 

（２） Oattwin 地域での洪水について 

・今年起きた洪水は、3 年に 1 回程度の規模のもの。AMS がある北 Oattwin 地区に被害は

ないが、東 Oattwin 地区では農地 90,000acre 中 10,000acre が湛水した（稲の多くは壊死し

たが、回復したものもあるとのこと）。 

・湛水被害地域に対しては、政府がマメの種子を補償として提供している。 

写真 1：AMS-Oattwin 事務所外観 写真 2：AMS 代表との協議 
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写真 3：機械倉庫 写真 4：AMS が現在所有する古いトラクター 

写真 5：湛水した地域。収穫前の稲が倒伏している。 写真 6：湛水により壊死した稲 

 

27．AMD 本部での協議 

面談相手先 AMD 本部 

出席者 【AMD】U Pale Maung（DDG）、U Mya Thway（DDG, Mechanization）、U Yuu Kyi

（Director, Utilization Div.）、U Myint Zaw（Director, Machinery Div.）、U Nyo Win

（Director, Administration Div.）、U Aung Win（Dy Director, Researh Div.）、U Win 

Myaing（Assistant Director, planning Div.）、Daw Eri Ei Khin（Staff Officer） 

【調査団】小林、鈴木、本間、U Myo Zaw（通訳）、U Tin Win（通訳） 

日 時 2013 年 11 月 19 日（火）10:00～12:00 

場 所 AMD HQs Meeting 

（１） 調査団より MD 案の昨日からの改定点を説明。以下主な質疑。 

・（調査団）昨日予算が不足した場合は、Nattalin を外すことで合意したが、さらに不足す

る場合はどのように考えるか。 

→（AMD）残る 4 サイトから、割合に応じて削減することとしたい。 

・（調査団）昨年の 2KR 機材の見返り資金（CPF）積み立てについて、昨年確認したところ、

対象村落は雨期作→冬期マメ類の二期作と聞いており、機材が雨期稲の圃場準備＋収穫、

冬期マメ類の圃場準備のみに使われる形だとネットでの賃耕費では充分な積み立てがで

きない。 
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→（AMD）2KR で調達される農機は、対象村落で優先的に使われるが、余力があれば対

象地域外にも使われる。対象 AMS には、三作を行っている地域もあり、農機は三作分

稼働する予定。 

→（調査団）了解した。試算すると、調達した農機が三作分稼働すると、3 年間で CPF

は積み上がる予定。納品後 1 年を目途にその時の積み立て状況をみて、その後賃耕に

より積み立て続けるか、販売するかなど検討できればと思う。 

→（AMD）了解。 

 

（２） 小林団長、U Pale Maung 副局長が到着し、署名式へ。署名に先立ち、小林団長、U Pale Maung

副局長よりスピーチがあった。副局長のスピーチ内容は以下のとおり。 

・JICA の援助に感謝 

・農機は、プロジェクト対象地域だけでなく、余力があればプロジェクト対象地域以外で

も活躍する予定。 

・JICA は農業のみならず、Yangon の交通渋滞の解消や水衛生などさまざまな支援をしてく

れており、感謝している。 

・10 年位前まで農業機械の研修があり、AMD 職員も多く参加した。また、そのような機

会があることを期待している。 

 

28．AMD Meiktila 研修センター 

面談相手先 AMD Meiktila 研修センター 

出席者 【面談者】U Soe Soe Headmaster、U Tun Htein lin Deputy Headmaster、Daw Myo 

Thida San Staff Officer 

【調査団】本間、Tin Win（通訳）、Daw Ei Ei Khin（AMD） 

日 時 2013 年 11 月 20 日（水）11:30～12:30 

場 所 AMD Meiktila 研修センター 

面談内容 

（１） 組織・業務概要等 

・1984 年に設立され、現在スタッフは 88 名である。 

・現在行っている研修は AMS の機材オペレータ向け研修及び農民向け研修である。両研修

の内容はほぼ同じで、トラクター、耕耘機、コンバイン、リーパー、田植機等の構造、

運転、維持管理に係るトレーニングである。研修期間は両研修とも 3 カ月のコースとなっ

ている。 

・今年度（2013/14）は現在までに、機材オペレータコースが 268 名（3 コース）修了済み

で最終的に 300 名（4 コース）修了の予定で、農民向けコースが現時点で 285 名（3 コー

ス）修了で今期中に 400 名（4 コース）修了する計画である。 

・訓練部門に属する 48 名の内訳は、教室で講義を行う機械専門家が 16 名、野外またはワー

クショップで機材の運転・修理を指導する専門家が 25 名及び一般事務員 7 名となってい

る。 

 

（２） 予算・経費 

最近 3 年間の予算・経費の内訳は概算で以下のとおりとなっている。研修は宿泊費を含

め無料で行われるため、すべての経費は AMD 本部により支出される。研修費用は近年は
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毎年 6,000 万 Kyat となっている。昨年度の経費が多くなっているのは、研修センター内の

道路・建物・フェンス等の建設・改修を行ったことによる。 

 

年度 収入・支出（百万 Kyat） 研修経費（百万 Kyat） 

2011/12 140 60 

2012/13 260 60 

2013/14 160 60 
 

 

29．AMD No.1 ベースワークショップ、Yangon 

面談相手先 AMD No.1 ベースワークショップ、Yangon 

出席者 【面談者】U Kyan Tun Aya, Factory Manager、U Zaw Win Naing, Head Officer, 

Yangon Region 

【調査団】本間、Tin Win（通訳） 

日 時 2013 年 11 月 25 日（月）9:40～11:00 

場 所 AMD No.1 ベースワークショップ、Yangon 

面談内容 

（１） 組織・業務・施設概要等 

AMD が有する最大のベースワークショップである。（ベースワークショップ全 2 カ所の

うちの 1 つ）業務内容としては 8 カ所の中級ワークショップと同様、AMS で修理できない

機材の修理であるが、受け持ち範囲が広く、業務量が多い。修理用機材も中級に較べて充

実している。ワークショップ関連職員は 160 名、旋盤、スライス盤からインジェクション

ポンプテスターまで機材修理に必要な機材・工具及びスタッフともに充実しているが、修

理用機材等古い機材が多く、更新が必要な機材も多い。 

同一コンパウンド内に農業機械研究所と大型の倉庫エリアを有しており、敷地も広いこ

とから、機材の引渡場所としては問題ない。また、必要に応じて 20km 北にある他の AMD

の倉庫エリアも機材引渡場所としての利用が可能である。 

 

（２） 技術サポート 

中級ワークショップ、AMS への技術サポートとして以下の業務を行っている。 

・中級ワークショップへの技術指導：中級ワークショップの要請の応じて最大 1 週間程度

メカニックを派遣する。年間 6 回程度。 

・AMS への技術指導：受けもち地域の AMS に必要な時にメカニックを派遣する。必要に

応じて、回数は多い。 

・毎年受けもちの AMS の機材の巡回修理を行っている。メカニック 1 名と助手 2 名、年 1

回。最大 1 週間程度。 

 

（３） その他 

・AMD 所有の旧式のトラクターはスペアパーツの入手が難しい。 

・インジェクションポンプテスター及びインジェクションノズルテスターの更新が必要で

ある。 

・機材の運用・維持管理に係るトレーニングが重要である。 
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30．Yangon 農業機械ディーラー 

面談相手先 Convenience Prosperity Co., LTD.（CPCL）New Holland 販売代理店 

出席者 【面談者】U Min Min Khaing, General Manager 

【調査団】本間、Tin Win（通訳） 

日 時 2013 年 11 月 25 日（月） 14:30～15:30 

場 所 Convenience Prosperity Co., LTD.（CPCL）New Holland 販売代理店 

面談内容 

（１） 会社概要等 

New Holland トラクター販売代理店、1998 年設立、2011 年までは国営工場で生産された

農業機械を販売していたが、2011 年より New Holland の販売代理店となる。現在では国内

有数の輸入トラクター販売店に成長している。 

従業員数は 35 名でそのうち技術スタッフは 20 名である。2012 年のトラクター販売台数

は 100 台、2013 年は現在までに 153 台を売り上げている。最近新設した Yangon サービス

センターはスペースは広く、スペアパーツ倉庫もコンピュータにより在庫管理を行ってお

り、充実している。修理・メンテナンスのサービスは現場にメカニックを派遣して行って

いる。 

訪問した際も駐車スペースに 30Hp～100Hp クラスまで 50 台程度のトラクターが配置さ

れていた。トラクターインプルメントの販売も行っているが、通常のプラウ、ハロー以外

にドーザーやバケット等圃場整備用のインプルメントをトラクターと合わせて購入する

ケースが多いようである。 

 

（２） その他 

・50Hp クラスのトラクターは韓国またはインド製である。 

・ヨーロッパ製品の場合には機材価格がかなり高めになる。 

 



５．対象地域調査結果 
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A. Nattalin 

AMS：No.45 調査日：2013 年 10 月 22～25 日 

Bago (West), Nattalin 町 対象地：Kyat-khat-wa-yone 村（8 村落からなる）

 

＜AMS＞ 

１．人員配置 

職種・職位 人 数 

所長 Staff Officer 1 

副所長 Assistant Officer 3 

事務官 Office Staff 5 

倉庫管理官 Store keeper 2 

機械修理技師 Mechanic 2 

機材オペレータ Operator 21 

合 計 34 

＜機械サービス事業内容による分類＞ 

管理部門 10 

機材維持管理部門 3 

機材オペレータ 21 

合 計 34 

 

２．所有機械の現況 

（１）所有機械 

導入年 機械名 台 数 備 考 

1964～1992 1 

Zetor (50) Super 

チェコスロバキア製 

（中古） 

13 

50Hp, 2WD 

油圧システムが旧式で古く、プラウの上下

操作に時間がかかる。ステアリングシステ

ムも古くターンができない場合がある。 

1996～1997 2 
Shanghai SH-654 

中国製、（中古） 
5 

65Hp, 2WD 

クランクシャフトが破損しやすい。オイル

ポンプの故障が多い。 

  計 16  

（AMS の要望）  

雨期作の稲の圃場準備作業においては、湿田状態での作業となるためギアボックスその他に関

しての防水機能が重要である。湿田での作業では 4WD が必要である。 

 

保有する 16 台の古いトラクターに係る修理、維持管理は、基本的に AMS にて行っている。

通常のメンテナンス、修理は AMS にてメカニック、トラクターオペレータが行う。修理用
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機材工具は古く、非常に少ない。電気溶接機、ハンドグラインダ、ノズルテスタ、油圧ジャ

ッキ等を所有。ボックスレンチセット 1、工具類は少ない。油圧ジャッキを使用してギアボ

ックス、エンジン部分の切り離しを人力で行う。エンジンのオーバーホールもここで行う。

精密な溶接、削り、部品の製作等は近隣の小さな民間修理工場（旋盤、ボール盤、溶接機、

切断機等所有）にて行っている。 

（２）機械サービス状況 

保有する 16 台のトラクターはすべて 1 年契約にてオペレータ付きで希望する農民にレン

タルされ、現場ではオペレータが運用・維持管理を行っている。トラクター貸し出しにかか

る修理費の負担は、貸し出して最初の修理は AMS が負担するが、2 回目からは農民側の負担

となる。トラクターの年間レンタル価格内訳は以下のとおりである。 

・Zetor（チェコ製）50Hp：200acre x 6,500Kyat/acre = 1,300,000Kyat/year 

・Shanghai（中国製）65Hp：300acre x 6,500Kyat/acre = 1,950,000Kyat/year 

トラクターの年間作業状況はおおよそ次のとおり。10～12 月：冬作・裏作の耕耘整地、1

～2 月：AMS、3～4 月：paddy の耕耘整地、5～9 月：AMS。7～9 月に全 16 台のトラクター

の点検・修理を行っている。 

 

３．財務状況（昨年実績） 

収 入：  

費 目 実績（百万 Kyat） 備 考 

予算配付 39.14  

機械サービス収入 15.60 国庫へ振り込む。 

機械販売収入 55.76 国庫へ振り込む。 

機械部品販売収入 0.16 国庫へ振り込む。 

農地整備サービス収入 -  

スタッフ宿舎賃貸収入 -  

   

合 計 110.66  

経 費： 

費 目 実 績 備 考 

人件費 16.40  

管理費 22.74  

機材維持・修理費 上記に含む  

合 計 39.14 ほぼ予算と同額 

上記の費用の内訳（一部） 

費 目 実 績 備 考 

管理事務経費 （通信費） 0.17  
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  （電気代） 0.27 

燃料費  
本部から 2.5gal/acre で現物

支給。 

合 計 0.44  

 

４．対象地域の概況（農民からの聴取内容） 

対象村落 
農地面積 

（acre） 

土地所有農

家 
農地所有状況等 

Kyat-khat-wa-yone 1,855 256 人 
平均所有面積 7.2 acre（2～15acre）、8 村から成

る。耕耘整地は耕耘機 5 割、牛耕 5 割。 

 

栽培作物 

○雨期作の稲、裏作として冬作マメ類または夏作稲の二作である。稲は圃場が均平でないた

め移植による。灌漑水が豊富な場合には裏作にマメ類に比べ収入の多い夏作稲を植える。 

作業内容 

○地域のトラクター台数は少なく、機械利用は耕耘機による賃耕が多い。 

○稲の耕作は牛耕によるプラウ耕 1 回、耕耘機によるハロー2 回及び代掻き 2 回を行ってい

る。 

○平均単収（acre 当たり）は、雨期作稲 60 basket、豆 12 basket、夏作稲 75 basket である。 

機械サービス（Kyat/acre） 

○プラウ耕及びハロー整地＝AMS：13,000、牛耕：15,000 

○稲の収穫＝AMS：40,000（コンバイン）、手刈り：78,000（刈り取り：15,000、結束・運搬：

50,000、脱穀：13,000） 

○機材サービス料は 2 回の分割払いで、使用後に半額、残りの半額は 1 カ月後。 

○支払いはミャンマー農業開発銀行（MADB）の融資を利用している。 

○機械サービス料は妥当な額である。 

 

＜機械サービス利用のメリット＞ 

現 状  2KR 機械サービス提供後のメリット 

トラクターが不足しているためにタイ

ムリーなサービスが受けられない。 

 

農作業労働者が不足しており、人件費が

高騰し、農作業コストが高い。 

 

家族内労働は負担となっている。 

 

 

機械の利用により農作業コストが削減され、収入増につ

ながる。 

 

トラクターが利用できれば適期作業が可能になり、稲で

acre 当たり 50 basket、豆で 5 basket の増収が可能である。

また、コンバイン収穫により稲の収穫ロスを 10%減少で

きる。 

 

家族内労働の負担が軽減され、農業外収入のための他の

仕事への就業機会が増える。 
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B. Pyinmana 

C. AMS：No.84 調査日：2013 年 10 月 29、31 日 

Naypyitaw, Pyinmana 町 対象地：Ala-yin-lo 村（Ma-za-li-kone 含む） 

 

＜AMS＞ 

１．人員配置 

職種・職位 人 数 

所長 Staff Officer 1 

副所長 Assistant Officer 3 

事務官 Office Staff 2 

倉庫管理官 Store keeper 2 

機械修理技師 Mechanic 3 

機材オペレータ Operator 80 

合 計 91 

＜機械サービス事業内容による分類＞ 

管理部門 6 

機材維持管理部門 5 

機材オペレータ 80 

合 計 91 

 

２．所有機械の現況 

（１）所有機械 

導入年 機械名 台 数 備 考 

2012 1 
Indo Farm 4190 

インド製 
9 

90Hp, 4WD 

三点リンク金具のチェックチェーン及び

ドローバーの材質が悪くひび割れや破損

が発生する。油圧トーションバーのナット

の締めつけが弱い。クラッチボックスとエ

ンジンブロックの接続、ボルト・ナットの

ジョイントが弱い。 

2012 2 
Indo Farm 4175 

インド製 
4 

75Hp, 4WD 

同上 

2012 3 
Sonalika Word Trac 90 

インド製 
5 

90Hp, 4WD 

燃料フィルターのインレット・アウトレッ

トパイプの径が小さいため、レバー操作が

重く、燃費が悪い。燃料パイプの交換を頻

繁に行っている。PTO ドライブのギアメッ
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シュの品質が悪い（必要な強度に達してい

ない）。 

2012 4 
Kubota L4708 

タイ製 
8 47Hp, 4WD 

2011 5 
DKC combine harvester

韓国製 
1 70Hp, Head feed type, crawler type 

  計 26（1）  

 

首都 Naypyitaw 近郊のモデル農場を対象としている。トラクター26 台、コンバイン 1 台を

所有しており、機材は 2012-2013 年に導入されたもので、新しい機材である。また、同一敷

地内に全国に 8 カ所ある AMD の中級ワークショップの 1 つである Pyinmana Medium 

Workshop を有する。 

AMS 保有の修理機材工具は古い電気溶接機以外は若干の工具類のみである。修理が必要な

場合には同一敷地内の AMD Pyinmana 中級ワークショップを利用する。同ワークショップは

メカニック 10 名、テクニシャン 20 名を擁し、旋盤、スライス盤、ボール盤等ひととおりの

工作機械が揃っており、エンジン、ギアボックス等さまざまな修理に対応できる。このワー

クショップは Pyinmana を含め 5 AMS を対象としている。必要なスペアパーツは Yangon から

取り寄せる。 

 

（２）機械サービス状況 

本 AMS ではトラクターの年間貸し出しは行っておらず、AMS が各農民に直接賃耕サービ

スを行っている。AMS による直接賃耕システムは 2012 年からの新規機材の導入を受けて開

始されたが、モデルファームとしての特別なケースと考えられる。サービス対象地域内に 2

カ所の地域内サービスステーションを設け、それぞれ 5-10 台のトラクターを待機させて、ト

ラクター賃耕サービスを実施している。機材のサービス料金は以下のとおりである。 

・プラウ耕起＝18,000Kyat/acre（1 回） 

・ロータリ耕耘＝18,000Kyat/acre（1 回又は 2 回、1 回：9,000Kyat/acre） 

・コンバイン収穫＝45,000Kyat/acre 

 

３．財務状況（昨年実績） 

収 入：  

費 目 実績（百万 Kyat） 備 考 

予算配付 63.27  

機械サービス収入 19.74 国庫へ振り込む。 

機械販売収入 65.31 国庫へ振り込む。 

機械部品販売収入 1.21 国庫へ振り込む。 

農地整備サービス収入 -  

スタッフ宿舎賃貸収入 -  
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合 計 149.54  

経 費： 

費 目 実 績 備 考 

人件費 46.38  

管理費 16.70  

機材維持・修理費 上記に含む  

合 計 63.08 ほぼ予算と同額 

上記の費用の内訳（一部） 

費 目 実 績 備 考 

管理事務経費 （通信費） 

  （電気代） 

0.11 

0.09 
 

燃料費  
本部から 2.5gal/acre で現物

支給。 

合 計 0.20  

 

４．対象地域の概況（農民からの聴取内容） 

対象村落 
農地面積 

（acre） 
土地所有農家 農地所有状況等 

Ala-yin-lo 

（Ma-za-li-kone 含む） 
985 270 人 

平均所有面積 3.6 acre（1～21 acre）。耕耘

整地は耕耘機 7 割、AMS トラクター3 割、

収穫は AMS コンバインがメイン。 

 

栽培作物 

○雨期作の稲、冬作のマメ類及び夏作稲の三作を行っている。稲は移植・直播が半々である。

対象村落は機械化モデル圃場で肥料・農薬の使用もあり収量は高い。 

作業内容 

○機械化モデル圃場であり、農作業の機械化が進んでいる。稲作では耕作の 80%がトラクタ

ーまたは耕耘機、20%が牛耕による。 

○耕作方法：稲の場合、プラウ耕起 1 回とロータリ耕耘 1 回（70%）またはロータリ耕耘 2

回（30%）。 

○マメ類の場合、プラウ耕起 1 回とロータリ耕耘 1 回（80%）またはロータリ耕耘 2 回（20%）。 

○移植は 10%が AMS の田植機を利用している。 

○収穫は 90%が AMS のコンバインによる。 

○平均単収（acre 当たり）は、雨期作稲 80 basket、マメ 20 basket、夏作稲 120 basket である。 

機械サービス（Kyat/acre） 

○稲及びマメのトラクターによる耕耘整地（ロータリ耕 2 回）＝AMS：36,000、民間：50,000 

○田植え AMS：45,000（田植機）、手植え：50,000 
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○稲の収穫＝AMS：45,000（コンバイン）、手刈り：90,000（刈り取り：25,000、結束・運搬：

45,000、脱穀：20,000） 

○人手不足と傭人費の高騰により、人力による作業は割高となっている。 

○機械サービス料は使用後 1 週間以内、1 回払い。 

○支払いはミャンマー農業開発銀行（MADB）のクレジットを利用可能なので問題はない。 

○機械サービス料は現状で若干高いとしている。 

 

＜機械サービス利用のメリット＞ 

現 状  2KR 機械サービス提供後のメリット 

耕耘整地作業を畜力で行っているため

割高である。 

 

年間に 3 回の作付け（雨期作稲、冬作物、

夏作稲）を行うためには圃場準備作業と

収穫作業を適期内に終了する必要があ

る。 

 

農作業に必要な労働力の確保が難しい。 

 

農民の収入が低い。 

 機械サービス（農業機械化）は耕耘整地作業、収穫作業

を含めすべての農作業に必要である。 

 

機械化により作業時間が短縮され、適期内作業が可能と

なる。農作業コストも削減される。 

 

農機の利用により、農作業労働者の雇用を低減すること

で、コスト削減が可能となり収入が増加する。 

 

コンバイン収穫により稲の収穫ロスを acre 当たり 10-15 

basket 減少できる。 

 

C. Madayar 

D. AMS：No.43 調査日：2013 年 11 月 4～7 日 

Mandalay, Madayar 町 対象地：Min-ga-lar Thiri 村（Lantaung 含む） 

 

＜AMS＞ 

１．人員配置 

職種・職位 人 数 

所長 Staff Officer 1 

副所長 Assistant Officer 3 

事務官 Office Staff 5 

倉庫管理官 Store Keeper 1 

機械修理技師 Mechanic 4 

機材オペレータ Operator 19 

合 計 33 

＜機械サービス事業内容による分類＞ 

管理部門 6 

機材維持管理部門 8 

機材オペレータ 19 
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合 計 33 

 

２．所有機械の現況 

（１）所有機械 

導入年 機械名 台 数 備 考 

1982～1995 1 
Zetor 7011 

チェコスロバキア製 
12 

70Hp, 2WD 

コネクティングロッドの不具合が多い。機

材が老朽化し頻繁に故障する。ステアリン

グの油圧システムに問題があり、急なター

ンができないため旋回に時間がかかる。機

材の主な破損・故障はコネクティングロッ

ドの破損、テーパー軸受け部の腐食等によ

るエンジンのピストン動作にかかわる部

分である。 

1982 2 
Zetor 7045 

チェコスロバキア製 
3 

70Hp, 4WD 

同上 

1984 3 
Zetor 7045 

チェコスロバキア製 
1 

70Hp, 2WD 

同上 

  計 16  

 

AMS の保有機材はトラクター16 台で、1980 年代前半に導入されたチェコ製トラクターが

ほとんどでかなり古いが、塗装し直したボディもきれいで、良く整備されている。機材の日

常のメンテナンス、修理は主にオペレータとメカニックにより行われている。エンジン、ギ

アボックス等に係る大修理に関しては AMD の Inngone メインワークショップに機材を輸送

して修理を行う。溶接、エンジンヘッド部分等の中修理は近隣の民間ワークショップを利用

する。 

トラクター作業の少ない 10 月の第 2 週には、AMD の Inngone メインワークショップから

メカニックを 1 週間派遣して、全トラクターの機能・状況確認及び必要な修理を行っている。

この作業は AMS の 20 代の若いメカニック・オペレータへの技術移転の場ともなっている。

スペアパーツは AMD 本部からの供給が 50%程度で残りの半分は Mandalay のディーラーを通

じて供給している。AMD からの供給部品はラジエター、ステアリング関連部品、コネクテ

ィングロッド、ピストン・リング、タイヤ、バッテリ等、ディーラーからはその他の小部品

を供給している。 

聞き取りによると、機材の修理、維持・管理に係る問題点として以下が挙げられた。 

１．運用・維持管理に係る予算が十分ではない。 

２．スペアパーツの品質が低い。 

３．若いメカニック、オペレータへの技術移転が必要である。 

４．機材が古く老朽化しているため、更新が必要である。 

５．ワークショップの修理用機材・工具の配備が必要である。 
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（２）機械サービス状況 

現状でのトラクター貸し出し状況は、AMS が直接行う賃耕方式が全 16 台中 14 台（7 台稼

働中、7 台は故障し AMD ワークショップにて修理中で 3-6 カ月が必要）、農民への年間貸し

出しが 2 台となっている。支払料金・方式は賃耕がプラウ 1 回で 13,000Kyat/acre、ハロー2

回で 13,000Kyat/acre、作業終了後現金払い。年間貸し出しは 70Hp クラストラクターなので

1,950,000Kyat/year で前払いで半額支払い、残りは 12 月に裏作作業終了後に支払いを行う。

貸し出し農家は 25～30acre の農地を所有している。農家の支払いが滞ることはなく、支払い

に問題はない。AMD 本部からの正式の通達によると年間貸し出しシステムは今年度で終了

し、来年 4 月から AMS 直接の賃耕システムに統一される。 

また、ハローディスクプラウ及びロータリーティラーの採用に関しての現場の意見として

は以下が得られた。 

ハロープラウの使用により作業の効率化が図られ、裏作のマメ類の作付けを作業適期内に

行える。通常、ロータリで 2 回耕耘またはプラウで 1 回耕起後ハローで 1～3 回砕土を行って

いた耕耘整地作業をハロープラウにより 1 回の耕耘整地で行える。 

稲作の耕耘整地作業は通常プラウで 1 回耕起後ハローで 2～3 回砕土を行うが、ロータリ

の使用により 1 回の耕耘で行えるため、圃場準備作業時間が短縮される。また、代掻き・均

平作業にも有効である。 

 

３．財務状況（昨年実績） 

収 入：  

費 目 実績（百万 Kyat） 備 考 

予算配付 37.33  

機械サービス収入 15.99 国庫へ振り込む。 

機械販売収入 43.88 国庫へ振り込む。 

機械部品販売収入 上に含む 国庫へ振り込む。 

農地整備サービス収入 11.81 国庫へ振り込む。 

スタッフ宿舎賃貸収入   

   

合 計 109.01  

経 費： 

費 目 実 績 備 考 

人件費 26.14  

管理費 9.68  

機材維持・修理費 1.31  

合 計 37.13 ほぼ予算と同額 

上記の費用の内訳（一部） 

費 目 実 績 備 考 
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管理事務経費 （通信費） 

  （電気代） 

0.14 

0.06 
 

燃料費  
本部から 2.5gal/acre で現物

支給。 

合 計 0.20  

 

４．対象地域の概況（農民からの聴取内容） 

対象村落 
農地面積 

（acre） 

土地所有農

家 
農地所有状況等 

Min-ga-lar Thiri 

（Lantaung 含む） 
2,300 329 人 

平均所有面積 7.0acre（1～32 acre）。耕耘整地は

耕耘機がメイン。 

 

栽培作物 

○雨期作の稲、裏作として冬作マメ類または夏作稲の二作である。一部の乾燥した耕地では

ゴマも栽培している。洪水エリアでは夏作稲一作のみ。稲は播種による。 

作業内容 

○AMS のトラクターサービスは地域をカバーしていないため、機械は主に耕耘機を使用して

いる。 

○雨期稲の耕作は 10%が牛耕、90%が耕耘機による。冬作のマメ類及び夏期稲は耕耘機によ

る。収穫はすべて手作業による。 

○稲の耕作は耕耘機の場合でプラウ耕 2 回、ハロー 1 回と代掻き 2 回で acre 当たり 2 日、牛

耕でプラウ耕 1 回、ハロー 7 回、代掻き 1 回で 10 日かかる。 

○平均単収（acre 当たり）は、雨期作稲 60 basket、マメ 12 basket、夏作稲 90 basket である。 

機械サービス（Kyat/acre） 

○稲の耕耘整地＝耕耘機：45,000（プラウ耕 2 回、ハロー 1 回、代掻き 2 回、2 日）、牛耕：

75,000（プラウ耕 1 回、ハロー 7 回、代掻き 1 回、7 日） 

○豆類の耕耘整地＝耕耘機：20,000（ハロー 1 回、ロータリ 1 回、1 日）、牛耕：35,000（プ

ラウ耕 1 回、ハロー 1 回、3 日） 

○稲の播種＝播種機：3,000（2 人、2 時間）人力：3,000（1 人、1 日） 

○稲の収穫＝手刈り：60,000（刈り取り：20,000 結束・運搬：20,000、脱穀：20,000） 

○機材サービス料は 2 回の分割払いで、使用後に半額、残りの半額は 15 日後。 

○支払いは MADB の融資を利用しているが十分ではないため、民間のローンも利用している。

民間のローンは利率が高いが支払いに問題はない。 

 

＜機械サービス利用のメリット＞ 

現 状  2KR 機械サービス提供後のメリット 

田植えや播種を作付けサイクルの作業

適期内に行えないため、作物収量に無駄

やロスが多い（単収が低い）。 

 

 農業機械の利用により、圃場準備、田植え・播種、収穫

作業がスムーズに作業適期内に行える。 

 

トラクターの利用により適期作業が可能になれば作物
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家族労働力、雇用労働力ともに不足して

いる。農作業による収入が低いため、人

手不足が大きな問題である。 

 

農作業に雇用する人件費が高い。人力

（畜力）を利用するために作物生産コス

トが割高である。 

 

所有する中国製耕耘機の品質が悪く、メ

ンテナンスコストが高い。 

 

農家の収入が低い。 

の品質の向上、収量の増加が期待できる。マメ類で acre

当たり 5 basket の収量増、75,000 Kyat の増収が可能であ

る。また、コンバイン収穫により稲の収穫ロスを acre 当

たり 10 basket 減少できる。 

 

作業コストは稲の場合でトラクターの利用により acre当

たり 30,000 Kyat、コンバイン収穫により 20,000 Kyat 削

減できる。 

 

農作業時間の低減により、農外収入のための就業機会が

増加する。農家の収入の増加が見込まれる。 

 

D. Oattwin 

AMS：No.98 調査日：2013 年 10 月 30、31 日 

Bago(East), Oattwin 町 対象地：Kyat-tat-nyaung-pin 村（6 村からなる）

 

＜AMS＞ 

１．人員配置 

職種・職位 人 数 

所長 Staff Officer 1 

副所長 Assistant Officer 3 

事務官 Office Staff 4 

倉庫管理官 Store keeper 1 

機械修理技師 Mechanic 3 

機材オペレータ Operator 21 

合 計 33 

＜機械サービス事業内容による分類＞ 

管理部門 8 

機材維持管理部門 4 

機材オペレータ 21 

合 計 33 

 

２．所有機械の現況 

（１）所有機械 

導入年 機械名 台 数 備 考 

1982 1 

Zetor 7011 

チェコスロバキア製 

（中古） 

4 

70Hp, 2WD 

エンジンスタッドボルト（シリンダヘッド

固定ボルト）の劣化。油圧コントロールシ
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ステムの状態が悪い。 

1984 2 

Zetor (50) Super 

チェコスロバキア製 

（中古） 

1 

50Hp, 2WD 

車軸の破損及び後車軸の劣化がみられる。

エンジンスタッドボルト（シリンダヘッド

固定ボルト）の劣化。油圧コントロールシ

ステムの状態が悪い。 

1996～1997 3 
Shanghai SH-654 

中国製、（中古） 
7 

65Hp, 2WD 

クランクシャフトが頻繁に破損する。 

  計 12  

 

トラクター12 台を保有するが、1980～82 年に 5 台、1995～96 年に 7 台が中古で導入され

たものであり、いずれも老朽化した機材である。トラクター用インプルメントも古く、既に

使用できないものもある。AMS が保有する修理用機材・工具は油圧ジャッキ（10t）と工具

セットのみである。AMS では機材のメンテナンスとマイナー修理のみを行っている。エンジ

ン、ギアボックス等の大修理は Yangon の AMD メインワークショップにて行う。また、一部

修理は近隣の民間ワークショップに依頼している。 

 

（２）機械サービス状況 

トラクター貸し出しサービスは現在は年間貸し出しのみを行っている。貸出価格は 50Hp

クラスで 1,300,000Kyat/year（200acre/year）、65Hp クラスで 1,950,000Kyat/year（300 acre/year）

である。支払いはトラクター貸し出し時に 50%、6 カ月後に残りの 50%である。農民の賃貸

料の支払に問題はない。新規に導入されるトラクターに関しては、年間貸し出しではなく

AMS が直接に賃耕サービスを行う。賃耕料は 9,000Kyat/acre（現行では 6,500 Kyat/acre）とな

る。 

現在、トラクターの年間貸し出しを行っている農家は、農地を所有している農家で、所有

面積は 5～35acre で、平均で 12acre 程度である。農家への貸し出しサービスは、以下により

決定している。 

１．前金 50%の支払が早いもの 

２．より大きな農地を保有するもの（5acre 以上） 

３．村落の行政委員会の承認を得たもの 

４．農民と AMD 間で結ばれる年間貸し出しの契約書には３の承認レターを添付する。 

 

３．財務状況（昨年実績） 

収 入：  

費 目 実績（百万 Kyat） 備 考 

予算配付 36.24  

機械サービス収入 18.85 国庫へ振り込む 

機械販売収入 11.56 国庫へ振り込む 

機械部品販売収入 3.07 国庫へ振り込む 
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農地整備サービス収入   

スタッフ宿舎賃貸収入   

   

合 計 69.73  

経 費： 

費 目 実 績 備 考 

人件費 24.58  

管理費 11.52  

機材維持・修理費 上記に含む  

合 計 36.10 ほぼ予算と同額 

上記の費用の内訳（一部） 

費 目 実 績 備 考 

管理事務経費 （通信費） 

  （電気代） 

0.14 

 
 

燃料費  
本部から 2.5 gal/acre で現物

支給。 

合 計 0.14  

 

４．対象地域の概況（農民からの聴取内容） 

対象村落 
農地面積 

（acre） 

土地所有農

家 
農地所有状況等 

Kyat-tat-nyaung-pin 2,000 256 人 
平均所有面積 5.3 acre（2～26 acre）、6 村から

成る。耕耘整地は耕耘機 2 割、牛耕 8 割。 

 

栽培作物 

○雨期作の稲、冬作のマメ類および夏作稲の三作または雨期作・夏作稲の二作。灌漑水が豊

富な場合には三作を行う。雑草、圃場の均平の問題があり稲はすべて移植による。 

作業内容 

○AMS のトラクターサービスは地域をカバーしていないため、牛耕がメインで機械は耕耘機

を使用している。 

○稲の耕作は 80%が牛耕、20%が耕耘機による。冬作のマメ類は牛耕・耕耘機の使用は半々

である。収穫はすべて手作業による。 

○平均単収（acre 当たり）は、雨期作稲 70 basket、マメ 10 basket、夏作稲 80 basket である。 

機械サービス（Kyat/acre） 

○稲の耕耘整地＝耕耘機：45,000、牛耕：45,000 

○マメの耕耘整地＝耕耘機：30,000（プラウ耕 1 回、ハロー 2 回、1 日）牛耕：25,000（プ

ラウ耕 1 回、ハロー 2 回、4 日） 

○田植え＝手植え：45,000 
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○稲の収穫＝手刈り：52,000（刈り取り・結束・運搬：40,000、脱穀：12,000） 

○機械サービス料は使用後 20 以内、1 回払い。 

○支払いはミャンマー農業開発銀行（MADB）のクレジットを利用可能なので問題はない。 

○機械サービス料は妥当な額である。 

 

＜機械サービス利用のメリット＞ 

現 状  2KR 機械サービス提供後のメリット 

圃場準備作業及び田植え・播種が作業適

期内に行えない。 

 

収穫ロスが大きい。 

 

生産コストが高い。 

 

圃場準備作業（畜力利用）及び雇用労働

力の料金が高い。 

 

農作業の負荷が大きい。 

 

 牛耕に使用するウシは午前中しか作業できないが、機械

はいつでも作業が可能である。 

 

トラクターの利用により適期作業が可能になれば、稲で

acre 当たり 15 basket、マメで 2 basket の増収が可能であ

る。また、コンバイン収穫により稲の収穫ロスを acre 当

たり 3-4 basket 減少できる。 

 

圃場準備作業料金が低減され、雇用労働力に係る経費が

削減される。 

 

機械化により作業時間の短縮が可能である。牛耕で 4 日

かかる耕耘作業は耕耘機で 1 日、トラクターでは 3 時間

で可能となる。 

 

農作業負荷が軽減される。 

 

E. Shwebo 

AMS：No.3 調査日：2013 年 11 月 7～12 日 

Sagaing, Shwebo 町 対象地：The-lone 村（3 村落からなる） 

 

＜AMS＞ 

１．人員配置 

職種・職位 人 数 

所長 Staff Officer 1 

副所長 Assistant Officer 3 

事務官 Office Staff 5 

倉庫管理官 Store keeper 2 

機械修理技師 Mechanic 2 

機材オペレータ Operator 20 

合 計 33 

＜機械サービス事業内容による分類＞ 

管理部門 9 

機材維持管理部門 4 
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機材オペレータ 20 

合 計 33 

 

２．所有機械の現況 

（１）所有機械 

導入年 機械名 台 数 備 考 

1982 1 

Zetor 7045 

チェコスロバキア製 

（中古） 

15 

70Hp, 4WD 

トラクターは非常に古く、頻繁に修理を行

っている。ピストン、スリーブの品質が低

く、修理が必要である。インジェクション

ポンププランジャー、ノズル、バルブ品質

が低く、修理が必要である。油圧ポンプ、

ディストリビュータは頻繁に修理を行っ

ている。 

  計 15  

 

トラクターは 1982 年に中古にて導入されたチェコ製の Zetor 7045 70Hp、4WD を 15 台（3

台は AMD 本部修理工場にて修理中）保有しているが、いずれも古い機材で更新の必要があ

る。スペアパーツ倉庫は部品保有は少ないが、棚に整然と整理され、各パーツを在庫確認カ

ードによりチェックしており、スペアパーツ管理体制もしっかりしている。AMS 保有の修理

用機材は電機溶接機、ハンドドリル、油圧ジャッキ（10 t）2 個、ガントリークレーン 2 t 及

びレンチ等の工具類である。 

機材のメンテナンス・修理システムとしては、トラクターオペレータが記入した機材稼働

状況記録をアシスタントオフィサー（機材維持管理責任者）が確認・判断して、必要と思わ

れる修理に関して所長に報告する。トラクターオペレータとメカニックが機材のメンテナン

ス及び修理を行っている。大修理（エンジンクランクシャフト、コネクティングロッド、イ

ンジェクションポンプの調整等）が必要な場合には AMD の Monywa Medium Workshop にて

修理を行う。民間修理工場の利用はほとんどない。他の AMS に比べてメカニックのレベル

が高いことから、Medium Workshop からの定期的なメカニックの派遣は必要ないとのこと。

修理用機材・工具に関しても十分ではない（不足してはいるが）が他の AMS に比べて充実

している。 

 

（２）機械サービス状況 

トラクターの貸し出しはオペレータに対しての年間貸出を行っており、AMS とトラクター

オペレータが年間貸出契約を結んでいる。この方式を始めて 8 年になるが、各オペレータが

継続して 1 台のトラクターを使い続けるので、トラクターへの維持管理が良くなり故障が減

るとともに、賃耕業務へのモチベーションも上がるメリットがある。他の AMS でも同様の

貸出方式で賃耕業務を実施している例もある。トラクター貸出価格は AMD の標準価格で、



－144－ 

支払は 2 回払いで、5 月と 10 月である。年間貸出契約書には農民への貸出と同様、村落の承

認が必要であるとともに他のトラクターオペレータの推薦も必要である。 

 

３．財務状況（昨年実績） 

収 入：  

費 目 実績（百万 Kyat） 備 考 

予算配付 40.53  

機械サービス収入 21.84 国庫へ振り込む。 

機械販売収入 65.24 国庫へ振り込む。 

機械部品販売収入 上記に含む 国庫へ振り込む。 

農地整備サービス収入 -  

スタッフ宿舎賃貸収入 0.22 国庫へ振り込む。 

   

合 計 127.83  

経 費： 

費 目 実 績 備 考 

人件費 28.65  

管理費 7.17  

機材維持・修理費 2.68  

合 計 40.14 ほぼ予算と同額 

上記の費用の内訳（一部） 

費 目 実 績 備 考 

管理事務経費 （通信費） 

  （電気代） 

0.14 

0.24 

 

燃料費  
本部から 2.5 gal/acre で現物

支給。 

合 計 0.38  

 

４．対象地域の概況（農民からの聴取内容） 

対象村落 
農地面積 

（acre） 

土地所有農

家 
農地所有状況等 

The-lone 2,743 426 人 
平均所有面積 6.4 acre（2～50 acre）、3 村から成

る。耕耘整地は耕耘機がメイン。 

 

栽培作物 

○雨期作稲、夏作稲の二作である。政府により稲作が奨励されており、雨期作稲は輸出用の

短粒種を栽培している。機械化が進めば三作も可能である。雨期作稲は移植、夏作稲は播
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種を行っている。 

作業内容 

○AMS のトラクターサービスは地域をカバーしていないため、機械は主に耕耘機を使用して

いる。 

○稲の耕作は 5%が牛耕、95%が耕耘機による。収穫は雨期作稲の収穫で 10%が民間のコンバ

インを使用しているが残りはすべて手作業による。 

○稲の耕作は耕耘機でロータリ耕耘 3 回、約 8 時間の作業である。 

○平均単収（acre 当たり）は、の雨期作稲 70 basket（輸出用短粒種）、夏作稲 90 basket であ

る。 

機械サービス（Kyat/acre） 

○稲の耕耘整地＝耕耘機：35,000（ロータリ耕 3 回、1 日） 

○冬作稲の田植え＝手植え：50,000（苗抜き取り 4 人、運搬 4 人、移植 15 人：女性、2-3 日） 

○夏作稲の播種（ブロードキャスト）＝人力：3,500（1 人、半日） 

○稲の収穫＝民間コンバイン：50,000、手刈り：65,000 

○機械サービス料は使用後、1 回払い。 

○支払は MADB の融資を利用しているが十分ではないため、民間のローンも利用している。

民間のローンは利率が高いが支払に問題はない。 

 

＜機械サービス利用のメリット＞ 

現 状  2KR 機械サービス提供後のメリット 

AMS の保有トラクターが古く、機材の

能力を十分に発揮できない。 

 

AMS が十分な機械サービスを提供でき

ないため、農民は民間業者のサービスに

高い費用を支払っている。 

 

収穫及びポストハーベストのロスが大

きい。 

 

農道、灌漑・排水路及び区画整理等農業

機械化（近代化）に適した基盤整備が行

われていない。 

 

農業労働力が不足している。 

 

田植えの作業時間削減及び適期作業実

現のために田植機を使用したいが、導入

のためには圃場整備、均平性確保が重要

である。 

 機械の利用により作業時間の短縮、コスト削減、収穫ロ

スの減少が可能である。適期作業により収量増が可能で

ある。逆に、作業が遅れた場合には、50-100%の収量減

となる。 

 

より安い価格での機械サービスが可能となり、耕作面積

が拡大する。 

 

収穫ロスは手刈りで acre 当たり 12 basket であるがコン

バインの利用で 3 basket に削減でき、9 basket の収量増と

なる。 

 

機械化は人件費の削減につながる。牛耕の場合 1 日当た

り 4 人必要だが、耕耘機では 1 人で作業可能である。 

 

農業労働力不足が解消される。 

 

トラクターにより土壌を反転することで病害虫の予防

効果が期待できる。 
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